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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ＰＲＯＬＯＧＵＥ　ローランドの闇やみ







　どんなお伽とぎ話ばなしにも書いてあった。





　──《悪あく魔ま》と契けい約やくしたらもう、二度と元には戻もどれない──と。





　だから子供心に、もし、目の前に悪魔が現れて、


「さあ私わたしと契約しよう。そうすれば君の願いをなんでも叶かなえてやる」


　なんてことを言われたとしても、決して、その誘ゆう惑わくには負けないようにしようと思っていた。


　どれだけその悪魔の声が甘かん美びで、提示された条件が魅み力りよく的てきなものだったとしても、決して悪魔の言葉に耳を傾かたむけないようにしようと、子供ながらに思っていた。


　だってもし、悪魔の言葉を聞けば。


　もし悪魔の誘惑に負けてしまえば。


　最後には、すべてが台なしになってしまうことを知っていたから。


　だからもしも悪魔が目の前に現れたら、決してその言うことは聞かないぞ、と、シオン・アスタールは子供心に決意していた。


「…………」


　その、子供のころの幼い決意を思いだし。


　自分のかつての決意を思いだして、シオンは苦く笑しようした。


　母親が絵本を読んでくれて、その絵本に怖こわい悪魔が出てきて、もし、自分の前にこの悪魔が出てきても、決して奴やつの言うことは聞かないぞ、と、馬ば鹿かみたいに決意していたことを思いだして、苦笑する。


　そしてふと。


「…………」


　ふと、そのとき母親と交かわした会話を思いだす。





　──ねぇ母さん。


　──うん？


　──もしね、もし家うちに悪魔が出てきたら、僕ぼくが母さんを守ってあげるね！


　──本当に？


　──うん！　僕が母さんを絶対守るよ！





　確かそう、自分は言った。


　だが結局、母さんはあっさり死んだ。


　お伽話に出てくるような悪魔は現れなかったのに、母さんはあっさり死んだ。どんなお伽話の、どんな悲劇に出てくる主人公たちよりも、惨みじめで、酷ひどい死に方をした。


　いや、母さんだけじゃない。


　仲間も、友達も、恋こい人びとも、自分が大切だと思っていた人たちはみんな、本当に簡単に死んでいった。


　シオンはその、誰だれ一人守ることができなかった。





　──僕がみんなを守るよ！





　その言葉に、


「はっ」


　と、シオンは小さく、笑う。


　そしてさらに思いだす。


　目の前で仲間の首が跳とぶ。


　目の前で友達が泣き叫さけぶ。


　目の前でなにもかもが暗く、赤く、濁にごっていく。


　そしてやっと気づくのだ。


　お伽話に出て来るような、子供騙だましの化ばけ物ものなど実際には、存在しないって。


　いやそれどころか、大人になっていくにつれて誰もが気づいてしまうのだ。


　この腐くさった国には。


　この狂くるった世界には、人間よりも暗く、醜みにくい闇やみを抱かかえている悪魔など、存在しないのだ、と。





　だから実際に『悪魔』が現れてしまったとき。





「…………」


　目の前に、お伽話に出てくるような本物の悪魔が現れてしまったとき。


　シオンはその、悪魔の言葉を聞いてしまった。


　子供のころの誓ちかいを破って。


　決して悪魔の言うことになど、耳を貸さないぞ、という、決意を破って、シオンはその、悪魔の言葉に耳を傾けてしまった。


「…………」


　その、悪魔が言う。


「いまからいくつか質問する。君が相応ふさわしいかどうかを判断するための、いくつかの質問」


　いや、そいつは悪魔よりもずっと、質たちの悪い存在だった。闇よりも暗く淀よどむ。光よりも白く輝かがやく。無と有の間を行き来しているような、不安定で、奇き妙みような、それでいてひどく、ひどく、美しい男だった。


　その男が言う。


「君がこの質問を受けるには、条件がある」


「……条件？」


　シオンが聞き返すと、悪魔は言った。


「ああ。私は君に質問する。そして君の答えが気に入らなければ私は君を殺す。安心してくれ。痛みはないよ。自分の首が体から離はなれたことにすら、君は気づかない。ただ──ただ、死ぬだけだ」


　彼かれは、そう言った。


　そしてそれは、お伽とぎ話ばなしの中の悪あく魔まも言わないような、信じられないほど条件の悪い取り引きだった。なんせ彼の質問を受けるためだけに、こちらは命を賭かける必要があるのだ。


　彼はおまえの願いを叶かなえてやるとも、契けい約やくを交わそうとも言ってこない。言ってきたのはただ、おまえが相応しいかどうかを判断する。気に入らなければ殺す、ということだけ。


　当然、子供のころのシオンなら、そんな提案は断ったろう。


　悪魔を怖おそれていたころのシオンなら、そんな理り不ふ尽じんな提案、すぐに断っただろう。


　だがもう、


「…………」


　もう、彼は子供じゃなかった。


　お伽話を読んでもらって、無む邪じや気きに喜んでいられたころの子供じゃなかった。


　母親が死んで。


　そして戦場で仲間をすべて失って。


　それでもクソみたいな世界は毎日、毎日、人を殺す。仲間を殺す。友達を殺す。家族を殺す。泣き叫んでも誰も助けてくれない。キファが泣いて、ライナが生きる希望を失って、ファルも、タイルも、トニーも死んで。


　それでも相変わらず悲鳴は鳴り止やまない。


　それでも相変わらず悲鳴は鳴り止んでくれない！


　じゃあ。


　じゃあいったい、どうしたらいいんだ？


　俺おれはどうしたらその悲鳴を止めることができる？


　俺はどうしたら誰かの涙なみだを止めることができる？


　無力で、愚おろかで、誰一人守ることのできなかったクズが、どうしたら大切なものを守ることができる？


　みんなを守ることができるだけの力を俺は、どうやったら手に入れることができるんだ？


「…………」


　そんなことを毎日、毎日、シオンは自問し続けていた。馬鹿みたいに毎日、自問し続けていた。


　そして、思うのだ。


　もしもいま、お伽話に出てくるような悪魔が目の前に出てきてくれたとしたら。


　そしてその悪魔が、おまえの願いをなんでも叶えてやる、と言ってきたとしたら。


　その代だい償しようになにを求められたとしてもきっと──受け入れるだろうと。


「…………」


　だから、言った。


　シオンは言った。


　目の前の、悪魔を見つめて。


「いいだろう。おまえの質問を聞いてやろうじゃないか……ルシル・エリス」


　すると悪魔が──


　ルシル・エリスが嗤わらった。


「はは。君はそう言うだろうと思ってたよ」


　そしてルシルは踵きびすを返す。


「ついてきなさい」


　と、言う。


　本物の悪魔よりも遥はるかに底の知れない、深い闇を抱えている男がそう言う。


　ちなみにいま、シオンがいるのは、代々剣つるぎの一族と呼ばれ、ローランド帝てい国こくの王を護衛し続けている名家、エリス家の屋や敷しきだった。


　その屋敷の中にある、道場。貴族の子女たちが通うという、全面板張りの、なんの変へん哲てつもない道場に、彼は招かれていた。


　招かれた理由は、『あの戦場から無事生きて帰ったシオン君を労ねぎらう会』、と、いうことになっていた。


　あの戦場──


　キファの裏切りにより仲間をすべて失い、しかしライナの暴走によってエスタブールの魔ま法ほう騎き士したちを皆みな殺ごろしにすることによってシオンは生き残り。


　そして、ラッヘル・ミラーが現れた。


　ずっと貴族の靴くつを嘗なめ、媚こびへつらい、地面に平ひれ伏ふしていた男が本当の姿を現した。


　そのミラーが、革命を始めると言う。


　陰かげでずっと準備をしていた革命を始めるという。


　そのためにシオンを利用するという。


　たった一人でエスタブールの魔法騎士団を壊かい滅めつさせ、さらにはエスタブール王国を降こう伏ふくさせてしまった英えい雄ゆうシオン・アスタールという物語を作り、シオンを神輿みこしとして担かついで、ローランドに革命を起こすという。


　つまりシオンはミラーの傀儡くぐつとして生かされた。


　ミラーが糸を引く、操あやつり人形として生かされた。


　使い捨ての手て駒ごまとして、あの戦場の中で生きることを許された。


　そして物語は一気に進み始める。


　ミラーは邪じや魔ま者を次々消していく。彼が進むにあたって邪魔だと思われる貴族や、権力者を、次々と暗殺していく。一方、情報の操作も怠おこたらない。いまだ軍の上層部や、貴族たちは、自分たちを殺して回っている本当の敵が誰だれなのかに気づいていないほどだ。


　いや、敵の登場にすら気づいていないかもしれない。


　下げ賤せんな平民の血を受けついでいながら、救国の英雄としてのし上がってきてしまったシオン・アスタールを敵視していたとしても、それを操っているラッヘル・ミラーの存在には気づいていない。


　そして王族や貴族たちがなにも気づいていない間にも、ミラーの計画は進む。ミラーの詭計ペテンは進む。ミラーの謀略ペテンは進む。


　すべては効率の中で進んでいく。


　やるべきことをやる。殺す必要がある者を殺す。戦争を止め、民たみを救った英雄シオン・アスタールの名声を高める。


　そして最後にはその、民衆の光となったシオン・アスタールが王族に惨ざん殺さつされてしまった、という噂うわさを広め、ついに虐しいたげられ続けた民衆が立ち上がる。すでにミラーに用意されていた武器と、大義名分をもって──


「…………」


　それがおそらく、ミラーが立てた計画のはずだった。


　そしてシオンはそのミラーの計画に、それほどの不満は持っていなかった。それでこの国が本当に変わるのなら。この腐くさった国が少しでも変わることができるのなら、力のない、誰も救うことのできない自分の命など、いくらでもくれてやる、と、そう思うから。


　だが。


「…………」


　だがきっと、それではなにも変わらない、と、シオンは思う。


　すべてが完かん璧ぺきで、効率的なミラーが作る世界に、ほとんどの人間はついてこられない、と、シオンは思う。


　いや、なによりも、ミラーの革命は成功しないと、彼は思っていた。


　その、一番の理由が。


「……これだ」


　そう小さく呟つぶやいて、シオンはいま、道場の奥おくへと進んでいく美しい男の後ろ姿を見る。代々、この国の王を守る役割を与あたえられたエリス家の現当主、ルシル・エリスの姿を見る。


　艶つややかな金色の髪かみに、人とは思えないほど、異常に整った容姿。だが問題は、見た目じゃない。


　その、存在だ。


　その、中身だ。


　シオンはルシルと初めて会ってからいままで、一度も、彼のことを人間だと思えたことがなかった。


　ルシルの中には、すべてを消しさってしまいそうなほどの強大な殺気と、吹ふけば霧む散さんしてしまいそうなほどの存在感のなさが、ゆらゆらと混在している。


　彼が一言、なにかを話すだけで、なぜかシオンの中に不安と緊きん張ちようが生まれる。


　彼が少し動くだけで、世界に不安と緊張が生まれる。


　もちろん、かつてローランドの暗部で活かつ躍やくしていた化ばけ物ものたちにも、そういった威い圧あつ感はあるが。


　たとえばあの、クラウ・クロム、ラッヘル・ミラーを前にすれば、ほとんどの者はその強大な威圧感に凍こおりつき、動けなくなってしまうだろう。


　ライナにだって、そういった独得の雰ふん囲い気きはあった。いや、『複写眼アルフア・ステイグマ』を暴走させた彼の姿には、そして彼が撒まき散らす殺さつ戮りくの嵐あらしにはいっそ、神こう々ごうしささえ感じた。


　だがそれと比べてさえ。


「…………」


『複写眼アルフア・ステイグマ』の暴走や、戦場の悪あく魔まと呼ばれたクラウ・クロムと比べてさえ、ルシルが放っている威圧感とは比べ物にならないと、シオンは思う。


　いや、比べる次元のものではない、と、シオンはそう思う。


　このルシル・エリスが纏まとっている雰囲気はもっと別のものなのだ。


　もっと別の、


「…………」


　あきらかに彼を、『人』とは別のものだと感じさせるなにかが、彼の中にはある。


『人』ではなく、それどころか悪魔や、化物よりももっと質たちの悪いなにかだと、ルシルはこちらに感じさせる。


　そしてそれが。


　それが、シオンがミラーの計画に賛同できない、一番大きな理由だった。


　この『人』ではないナニかが、ローランド帝国王を守っている。


　この、常識を超ちよう越えつしてしまっているナニかが、ローランドの王を守っている。


　そしてシオンはなぜか、感じるのだ。


　この化物にはきっと、ミラーが使う理ことわりは通じない、と。


　いかにあのラッヘル・ミラーという男が天才で、完璧で、なにもかもを効率的に動かすことができるのだとしても、このルシル・エリスには、その完璧で効率的な、しかし常識の範はん囲い内に留とどまっている計略は通じない、と、感じるのだ。


　もしもミラーの計画が成功して、民衆の革命が成功して、そして王城にミラーや、クラウたちが押おしよせたとしても、この、ルシル・エリスがいる限り、その革命は成功しない。





　いや、そもそもこの国は、そういう普ふ通つうの、常識の、人が作った仕組みで回っていないのではないか？





　そう、なぜかシオンは感じるのだ。それが自分の中を流れるあの、狂くるった王の血のせいなのか、それとも別の理由なのか、それはわからないが、しかしルシルを目の前にするといつも、はっきりと感じる。


　この男を目の前にすると、はっきりと感じる。


　この男をどうにかしなければ、きっと、ミラーの力も、クラウの力も、民衆の叫さけびも、なにもかもがこの国の王には届かない。


「…………」


　それほどに。


　そう、シオンが思ってしまうほどにこの、ルシル・エリスという男は、『人』とは別のなにかを持っていた。


　ただの『人』でしかないシオンが関かかわるべきではない、と感じさせるだけの雰囲気を持っていた。


　悪魔とは話すな。


　化物とは関わるな。


『人』でないナニかには、触ふれるな。


　誰もがそれを、知っている。


　心の奥、本能の部分で、誰もがそれを、知っている。


　だから心が叫び出すのだ。化物が目の前に現れたとき。悪魔が目の前に現れたとき、心が叫び出すのだ。


　逃にげろ。逃げろ。逃げろ。逃げろ。


　だがそれを。


「…………」


　その恐きよう怖ふを押し殺して、シオンは前に進もうとする。


『人』ではないナニかの背中を追って、前に進もうとする。


　するとそこで、彼の隣となりにいた少女が言った。年のころはまだ十四、五歳さいくらいの、ルシルによく似た少女。


　フェリス・エリス──


　ルシル・エリスの妹だ。


　金色の長い髪に、表情のない、しかしやはり、ひどく、人間離ばなれしているほどに美しい少女。


　しかし彼かの女じよは、『人』だった。彼女が振ふるう剣けんはとても人のものとは思えないほどに鋭するどいが、それでもルシルとは違ちがう、本物の人間だった。


　なにが兄妹きようだいの間にこれほどまでの違いを生んだのかはわからないが、『人』の世界にまだ止とどまっているフェリスが、言った。


　ルシルについていこうとするシオンに、彼女が言ってきた。


「くだらないな。せっかく戦場で拾った命を、ここで捨てるつもりか」


　それにシオンは振り返る。フェリスの、やはり無表情な顔を見る。


　そして、なにかを言おうとして、


「…………」


　しかし、やめる。


　彼女の言葉を、無視する。


　もう迷わないと決めたのだから。


　進むべき道はもう、あの戦場で決まってしまっているのだから。


　全すべてを一度失った。仲間を全て失った。大切なものを全て失った。そんな自分ができることは、もう、ほとんど残っていない。


　無能な自分にできることなど、もうほとんど残っていない。


　だから、前へ進む。


　悪魔と契けい約やくしてしまえば、すべてが台なしになってしまうかもしれないと知っていても、前に進む。


「いくな、馬ば鹿か」


　と、フェリスが言った。


　しかしシオンは立ち止まらない。


「兄様に……そいつについていくな」


　と、フェリスが言った。


　しかしシオンは立ち止まらない。


　とそこで、ルシルが言った。


　振り返る。


　美しい顔で振り返る。


　そして、笑う。


「……はは、フェリスは優やさしいなぁ。でも、無む駄だだよ。もう彼は決めたんだ。遠くまでいくと決めたんだ」


「シオンはおまえとは違う。おまえのように異常な力を求めていたりはしない」


「そうかな」


「そうだ」


「だが、力は求めていなくても、彼が叫んでいるのはフェリスにも聞こえるだろう？　弱いままではもう耐たえられないと。地べたを這はいまわるクズのままじゃもう耐えられないと。このまま生きていくにはもう、世界があまりにひどすぎると叫ぶ彼の悲鳴が」


　その問いかけに、フェリスが言う。


「……別に、そんなものは聞こえな……」


　が、その言葉を遮さえぎって、
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「聞こえないのなら、黙だまれよ。おまえが関わるべき事こと柄がらではない」


「しかし」


「黙れと言っている。そしてしばらく、消えていろ」


　ルシルがそう言った。手を、軽く振るった。


　するとその瞬しゆん間かん、その、言葉通りになった。


　フェリスが消えてしまったのだ。


　なにがどうなったのかはわからないが、本当にフェリスがいなくなってしまって。


　それにシオンはルシルを見つめ、


「……はは。なんだよそれ。大切な妹には、関わらせたくないって？」


　そう言った。


　するとルシルはそれに、こちらを見る。


　そして、


「……ああ。あいつは綺き麗れいだからね。暗くら闇やみに汚よごれるのは私たちだけでいい……そうは思わないか？」


　その、言葉に、


「…………」


　シオンは少しだけ微笑ほほえんだ。


　初めて、この化ばけ物ものの人間らしい部分を見たような気がして、彼は微笑んだ。


「はは……ローランド一の化物が、兄バカとはね」


　するとルシルも笑う。


「あいつは特別だからね」


「どういう理由で？」


「…………」


　が、しかし、その問いかけへの返答は、なかった。


　ルシルは道場を進んでいく。何枚かの横開きの扉とびらを開き、道場の奥おくへ、奥へと進んでいく。足音はしない。ルシルの足音も、シオンの足音も。いや、すべての音を遮しや断だんしてしまう魔ま法ほうがこの空間にかかっているんじゃないかと感じるほどの、不気味な静せい寂じやくが、道場の中を支配している。


　扉が開き、奥へと進む。


　扉が開き、奥へと進む。


　進めば進むほどに、周囲を包む闇が濃こく、深くなっていくような気がする。ひどい居い心ごこ地ちの悪さを、感じる。


　ここに。


　この場所に。


　ただの『人間』に過ぎない自分が存在していてはいけないような、そんな気がしてくる。周囲を包む闇と、静けさと、虚きよ無む感かんのようなものがシオンを押おし潰つぶそうとしているような気がする。


　とそこで、


「そろそろ辛つらいかい？」


　ルシルが聞いてきた。


　それにシオンは彼の顔を見て、首を振る。


「いいや」


　するとルシルが微笑む。


「へぇ。やはり優ゆう秀しゆうだね。ここはもう、フェリスも、イリスも、いや、普ふ通つうの人間では入れない場所なんだけど……思ったとおり、君はアスルードの血が濃いんだ」


　と、意味不明なことを言う。


　そしてまた、扉を開く。


　板の間が続く。


　だが、その板の間がもう、ただの板の間には見えなかった。


　景色が、歪ゆがむのだ。


　まるで貧血で倒たおれる直前のように、世界が明めい滅めつして、景色が、ふわふわと歪み始めている。その、景色が歪んでいる世界へと入り、ルシルが言う。


「さて、ここでそろそろ、一つ目の質問をしよう」


　と、言った。


　だがその声が、ひどく遠くで響ひびいているように感じる。


　ぐねぐねと景色が歪み、音が歪み、時間が歪んでいるような、そんな気がする。


　その歪んだ景色の中、ルシルが手を、こちらへそっと掲かかげると、


「私の、指が見えるかい？」


　なんてことを聞いてくる。


　それにシオンはルシルを見つめ、それから彼が掲げた指を見た。もちろん、ルシルの指は見える。人差し指、中指、薬指の三本がこちらに向けられている。


　ルシルが言う。


「私はいま、指を何本、君に向けている？　というのが最初の質問だ」


　答えは、三本だ。


　というか、実際にいま、その三本の指が目の前に見えているので、それ以外の答えは考えられないのだが、しかし、


「…………」


　シオンは、すぐには答えなかった。


　いや、答えられるはずがなかった。


　これは命が賭かけられた質問なのだ。ルシルはシオンの答えが気に入らなければ、すぐにでも彼を殺すと言っているのだ。


　そう簡単に、答えられるはずがない。


　だからシオンは、楽しげにこちらを見つめているルシルを見つめ、


「……その質問の裏には、なにか別の意図があるのかな？　いま、目の前に掲げられた指の本数をただ答えればいいのか、それとも質問の裏に隠かくされた、なにか、別のものに答えなければならないのか」


　が、それにルシルは笑って、


「いいや。ただ、指の本数を答えればいい。だが、もう聞く必要はないね。君にはいま、この指の本数が見えている。あまりに見えすぎているから、そんな疑問を持つんだ。ならもう少し進もう。君がいま、なにをやっているか、理解できる場所まで進もう」


　言ってまた、進み始める。


　その後ろ姿に、


「いったい、おまえはなにをしようとしてるんだ？」


　シオンは聞いた。


　だがルシルは無視して、進んでいってしまう。


　扉をまた開く。


　扉をまた開く。


　扉をまた開く。


　扉をまた開く。


　その扉をくぐるごとに、頭痛がしてくる。耳鳴りがしてくる。吐はき気がしてくる。いや、さっきまで道場のような場所にいたはずなのに、いまはもう、ここがどこなのかすら、わからなくなってきてしまっている。


　ふわふわと空の上を漂ただよっているような、それでいて暗い、夜の海の中を歩かされているような、そんな奇き妙みような感覚に全身が苛さいなまれる。


　いったい。


　いったいここは、なんなんだ？


　そう、シオンが呟つぶやこうとしたところで、ルシルがまた振ふり返った。そしてまた、同じことをする。手を、そっとこちらに掲げると、


「さて、もう一度聞こうか。私の指は、見えるかな？」


　とそこで。


　そこでやっと、シオンにもわかった。


　ルシルがいま、なにをやっているのか、なにがやりたいのかが、彼にもわかった。


　いま、目の前では、ルシルの指の本数がぐねぐねと歪んでしまい、さっきよりもだいぶ、見えにくくなっていたから。


　どういうわけか世界が歪み、光が歪み、時間が歪み、ルシルの指の本数が、いや、ルシルの姿すら、だいぶ見えにくくなってしまっていたから。


　気を抜ぬけば。


　少しでも気を抜けば、この程度の質問にも、答えることはできないだろう。


「……なるほど。これは、そういう試験か」


「そう。そういう試験だ。で、何本に見える？」


「二本」


　それに、ルシルは笑って、


「正解──ちなみに君の兄弟たちは全員、この一つ前の部屋で脱だつ落らくした。君はやはり、優ゆう秀しゆうだね」


　と言った。


　それにシオンはルシルを見つめ、


「……兄弟？　というのは、王族の奴やつらのことか？　奴らもここにきたのか？」


「ああ。妾しよう腹ふくの、平民の子だった君は教えられていないだろうが……この国の始祖、アスルード・ローランドの血を引く者はみな、十五になるとここで試験を受けることになってるんだ。王になるための試験。正気を保ったまま一番多く扉とびらをくぐり、深く、深く、この魔ま法ほうに穢けがされた土地の地下深くまで行けた者だけが、次の王になる資格を持つ。それはたとえ、平民の出の、下げ賤せんな犬と呼ばれた女の息子むすこでもね」


　と、ルシルは言った。


　平民の出の、下賤な犬と呼ばれた女の息子。


　シオンはそう、貴族どもに、兄弟たちに、呼ばれていた。毎日馬ば鹿かにされ、虐しいたげられ続け、二言目には下賤な犬の息子と呼ばれた。母親が死んだときにはご丁てい寧ねいなことに、わざわざ犬の死体が贈おくられてきたくらいだ。


　だが、


「……じゃあ。じゃあ俺にも、王になる資格があるのか？　この国の仕組みに食い込む資格はあるのか？」


「ああ……だがくだらない問答はもういいだろう。進むぞ」


　そう言って、ルシルは前を向く。そして進みはじめる。


　扉を一つ開き、前へ。


　扉を一つ開き、前へ。


　扉を一つ開き、前へ。


　それにシオンはついていく。そしてルシルに、いま、彼が言った話の内容について、いくつか質問をしようとする。知りたいことはいくらでもあった。聞いたことのない話がたくさんあった。


　だが、


「…………」


　なにも、聞けなかった。


　いや、正確に言うと、もうなにかを質問できるほどの余よ裕ゆうが、シオンにはなくなってしまっていた。


　一歩前に進むごとに、世界の景色が変わった。


　一歩前に進むごとに、時間の流れが変わった。


　気が狂くるってしまいそうなほどの頭痛がする。体が爆ばく発はつして、どこかに消えてしまいそうな気がする。なにも考えられない。正気を保つことに手て一いつ杯ぱいで、もう、なにも考えられない。


　死にそうだ。


　このまま消えて、なくなってしまい……


　とそこで、


「……さて、ここがいま、この国の王の座にいる男──つまり君の父親が正気を失った場所だ。彼は頑がん張ばり過ぎて、正気には戻もどれなかったけどね。ここにくる前は世界を良くしたいなどと君の父親も言っていたそうだが、寂さびしい戯たわ言ごとだね。狂ってしまってはどうにも……いや、君ももう、私の言葉を聞くほどの余裕は残ってないか。じゃあさっさと質問しよう。見えるかい？　これが見えるかい？　いま、私は指を何本出している？」


　そんな声が、どこかから聞こえる。


　そして目の前になにかが差し出される。だが、それがなんなのか、いまいちよく見えない。


　だが見なければ、と、思う。見なければなにもかもが無む駄だになる、と、思う。見なければ、母親を殺した、あいつを……この国に、絶望をもたらしている父親を、いまの王を超こえられない。


　だから、見なければ……


　シオンはそれに、


「…………」


　顔を、しかめる。吐き気をこらえ、目を細める。闇やみの中央に浮うかぶ、なにかをにらみすえ、その形を、必死に確かく認にんしようとする。目を開こうとすれば開こうとするほど、眼球が破は裂れつしそうなほどに、痛む。頭が砕くだけてしまいそうなほどに、痛む。


　だがそれでも、彼は、目を大きく見開いて、


「……い、一本だ」


　シオンはそう、言った。


　すると闇の奥おくから、また、声がする。


「本当に見えてるのかい？」


　シオンはうなずく。


「ああ」


「なら、さらに進めるか？」


「ああ」


「狂ってしまっては……」


「黙だまれ。いいから……いいから、早くしろ」


「ふふふ。そうか。なら二歩だけ……二歩だけ、前に進め」


　それに、シオンは言われた通りにした。その二歩、進むだけで、また世界の景色ががらりと変わる。全身にかかる圧力が、飛ひ躍やく的に高まる。内臓がすべて吐はきだされ、体ごと裏返ってしまいそうなほどの圧力を感じる。自分がもう、死の中を漂ただよっているような気がする。


　だが、それでもシオンは、そのすべてをこらえて言った。


　闇の奥おくの、よく姿の見えない、無に向かって言った。


「……それで？」


　すると無が答える。


「これで君が、一番奥に進んだことになる。王になる資格を得たことになる。唯ゆい一いつ君だけが、王を殺す資格を得たことになる」


「そうか」


「だが、そんなものに私は意味を感じていない。くだらないガキどもの権力争いになど、意味を感じていない。だからここで、本当の質問をしようと思う」


「……そ、うか」


「その質問の答えが気に入らなければ、私は君を殺す」


「ああ」


「王になる権利を得た君を、私は殺す」


　と、無が言った。


　だがその言葉に、


「……ご、御ご託たくはいいから、さっさと……話を進めろよ」


　シオンがそう言うと、無が、笑ったような気がした。嬉うれしそうに、笑ったような気がした。


「この場所で、この苦痛の中で、まだそれだけしゃべれるのか。この絶望の中で、いまだ意識を保てるほどの闇が、おまえの中にはあるのか。は、はは、これは、すごい。これなら私の願いは叶かなうかもしれない。この呪のろいを、解くことができるかもしれない」


　闇の奥で、そんな声が聞こえた。


　だが、もう、その声に答える余裕はない。





　少しでも気を抜ぬけば、狂ってしまいそうだったから。


　少しでも気を抜けば、死んでしまいそうだったから。


　そしてその、死の向こう側から、無が言ってくる。


「さあ質問しよう」


「…………」


「君に質問しよう」


「…………」


「私の質問に答えろ」


「…………」


「私が聞きたいことは、一つだ。いま、おまえが感じているこの苦痛が、これから永遠に続くとしても、それでもまだ、おまえは誰だれかを救うための──世界を変えられるだけの力が欲ほしいか？」


　そう、無が言ってきた。


　そう、闇が言ってきた。


　その言葉の意味を理解するのに、しばらくかかった。もう、意識が朦もう朧ろうとして、狂いそうなのだ。もう意識がぼんやりして、死んでしまいそうなのだ。


　それでも、考える。意識をはっきり保とうと気力を振ふりしぼって、考える。


　無が言ってきた言葉の意味を、考える。


　無はこう言った。





　──もしもこの、苦痛と絶望が永遠に続くとしても、おまえはまだ力が欲しいか？





　その、言葉の意味を理解して、シオンは思った。


「…………」


　イカれてる、と、そう思った。


　あきらかにそれは、イカれているとしか思えない質問だった。


　この苦痛が永遠に続く？


　この、気が狂ってしまいそうなほどの苦痛が永遠に続く？


　馬ば鹿かな。そこまでして力を手に入れたい奴やつがどこにいる？　そこまでして誰かを守りたい奴がどこにいる？


　もしいるとしたら、そいつはもう、狂っている。あまりに悲しい思いをし過ぎて、あまりに大切な人を守ることができなさすぎて、狂ってしまっていると思う。


　だからシオンは答えた。


　無を見つめて、その、馬鹿げた質問に対して、答えた。


「ああ」


　と。


「ああ、それでも力が欲しいよ」


　と。


「目の前にいる奴らが……仲間が、友達が、家族が、みんなが、もう泣かないで、馬鹿みたいに笑ってられるような世界を作れるだけの力が欲しい。そのための犠ぎ牲せいならなんでも払はらうから。だから、だから俺にその、力をくれよ」


　と、彼はそう答えた。


　強きよう烈れつな苦痛に叫さけび出しそうになりながら、息も絶え絶え、そう言った。


　すると無が、言う。


　闇やみの向こうから、言う。


「その苦痛の代だい償しように、おまえが幸福を得ることはこのさき未来永えい劫ごうない」


「ああ」


「その絶望の代償に、おまえ自身が得られるものなど、なに一つない」


「ああ」


「おまえはただ、苦しむだけだ。おまえに見返りはない。おまえに喜びはない。それでも。それでもおまえは、力が欲しいか？」


「ああ」


　と、シオンは答えた。


　そしてその答えに、


「おまえは狂くるってるな」


　そう、無が言ってくるが、しかし、シオンはそれを笑う。苦しげな笑みを浮うかべて、


「おまえほどじゃない」


「はは」


「ははははは」


　シオンは、笑う。無も笑う。泣きそうな声で笑う。その二人の笑い声が、やはりどこか遠く、歪ゆがんで、歪ひずんで、聞こえる。


　無が言った。


「なら、いこうか。あと七枚、封ふう印いんをくぐる。そこが終点だ。いまだかつて、誰も届いたことのない奥底。アスルード・ローランドの死体がある場所。もちろんこれ以上の無理をすれば、おまえは狂って死ぬかもしれない。いや、存在自体が消し飛んでしまうかもしれない。だが生き残れば……この賭かけに勝てば、私たちの──おまえと私の、狂った物語が始まる」


　それに、シオンは答えた。


「……はは、そりゃ、わくわく、する、ね」


「だろう？」


「だ、だが、もう、俺は動けな……」


　すると無が言った。


「いいさ。手伝ってやる」


　とそこで、なにかに髪かみをつかまれるのを感じた。そしてぐっと引っ張られる。


　奥おくへ。


　闇の奥へと、引きずり込まれる。


　扉とびらが開く音がした。


　立て続けに扉が開く音がして、前へ、奥へ、絶望の奥へと深く、深く、自分が沈しずんでいくのを感じた。


　悲鳴を上げそうになるが、その暇ひますらなかった。あまりの辛つらさに、痛みに、苦痛に、絶望に、悲鳴を上げそうになるが、その余よ裕ゆうすらなかった。


　まるで自分の体が言うことを聞かない。叫ぼうとしても、もう、声もでない。自分の中の何かが、変わろうとしている。自分の中を流れているなにかが、変わろうとしている。


　なにか質たちの悪いものに。なにか、とてもよくないものへと、変わろうとしているのを感じる。


　だがそれも、もう、どうにもできない。








　死ぬ。








　狂う。








　なにもかもが終わる。
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　と、そう思った矢先。


「…………」


　突とつ然ぜん、景色が開けた。


　苦痛が体の中から消え、シオンは目を開く。


　するとそこは、小さな、牢ろう獄ごくのような場所だった。灰色の狭せまい部屋に、天てん井じようから鎖くさりが垂れ下がっていて、その鎖にナニか、よくわからないものが繫つながれている。全身を真っ黒いローブのようなもので覆おおった、人型の、青白い光を放つナニか。その人型のナニかの顔の部分には、右半分が笑っていて、左半分が泣いている仮面が付けられている。そしてその仮面の右と左を分けるように、真しん紅くの刀身を持った一本の剣けんが、顔面を貫つらぬくように刺ささっている。剣の先は背後の壁かべにも刺さっているようで、そのナニかの体をまるでその場に縫ぬい付けるように、固定している。


　それをシオンは見おろす。


　そのナニかを、見おろす。


　そして、もしもこれが人ならば。


「…………」


　と、シオンは思う。


　もしもこれが人ならば、あきらかにこれは、死体だ。顔を剣で貫かれ、生きていられる生き物など、存在しないだろう。


　おまけにそいつの体からは、生気がまるで感じられない。ただそこにあるだけ。ただそこに繫がれているだけ。無だ。無がそこにある。いや、このエリス家の道場に入ってからずっと感じていた違い和わ感かんや虚きよ無む感かんといったもののすべてが、そのナニかから放たれていたのだと、わかった。


　とそこで。


「さあ剣を抜ぬけ」


　その死体のほうから、声がした。


　その、剣で貫かれたナニかの屍しかばねから突然、声がした。


　だがそれでも、その死体が喋しやべっているとはシオンは思わなかった。なぜなら声は。


「…………」


　声は、ナニかの顔を貫いている剣から響ひびいていたから。


　その声が言う。


　ルシル・エリスそっくりの声が、言う。


「剣を抜き、そしておまえが欲する力を……アスルード・ローランドの体を解放して、喰くらえ」


　その言葉に、シオンは剣を見つめる。


　真紅の剣。


　禍まが々まがしいほどに紅あかい、その剣の刀身を見おろして、


「ふぅん。これが……この剣が、おまえの正体というわけか？　ルシル」


　すると剣が答える。


「半身だけ、ね。私の身を半分、そのΩオメガに食わせてやった。αアルフアと離はなれて絶望し、飢うえていた『女め神がみ』の呪のろいに食わせてやった。まあいまはもう、私のほうがその剣の意識を侵しん蝕しよくしつつあるけれど……」


　ルシルはそんなことを、言う。そしてその言葉の意味が、シオンにはほとんどわからない。どうやらこの剣はルシルとは別の生き物で、そしてルシルはこの剣に自分の半身を喰わせ、さらに乗っ取りつつある、ということのようだが。


　なぜ、彼がそんなことをしているのか、それはいまいちわからない。なぜ、こんな闇やみの深い場所で独り、彼がそんなことをしているのか、それはいまいちわからない。


　だが、ここが狂くるっている場所だということはわかった。あきらかに人は近付いてはならない、狂った場所だということは、すぐにわかった。


　フェリスやイリスを、この場所に関かかわらせたくないとルシルが思う理由がわかった。


　なぜならここにいるだけで。


　この場所に立っているだけで、自分の中のすべてが醜みにくく、汚きたなく、穢けがれていくような感かん触しよくがあるから。なにもかもが台なしになっていく感覚があるから。


　このまま、ただぼんやりここに立っていたらもう、なにもかもが悪くなってしまいそうな気がして、シオンは急せきたてられるように、聞いた。


「……それで？　いったい俺は、ここになんのためにきた？」


　すると剣が答えた。


「だから剣を抜けと言っている」


　その言葉に、シオンは剣で貫かれたナニかへと目を下ろし、


「こいつは、なんの死体だ？」


「神だ」


「あ？」


「『堕おちて狂った勇者』と呼ばれた、悲しい勇者の成れの果てだ。だがいまは、そんなことはどうでもいい。おまえは、おまえが必要としているものを手に入れろ。この狂った国を変えられるだけの。この狂った世界を変えられるだけの力が、欲ほしいのだろう？」


　剣は、そう言った。


　それにシオンは、


「…………」


　シオンは、うなずく。


　いま、目の前で展開している、ひどく気味の悪い、あきらかに狂った光景を前にして、シオンは、


「……狂った世界を変えるために、狂った力を手に入れろ、と？」


　半笑いの、自じ嘲ちようするような顔でそう言った。


　すると剣も笑う。


「ああ。そうだ。怖こわいか？」


「そりゃ怖いさ」


　こんな光景を見せられて。あんな苦痛を味わって、怖くないと言ったなら、そいつは噓うそつきだ。


「逃にげたい？」


「ああ」


　それにもシオンは、あっさりうなずく。すると剣はまた笑う。からからと笑う。


「君は、素す直なおだなぁ」


「根が純じゆん粋すいなんでね」


「ははは、笑わせる」


「ほんとだぜ？」


「はは、は。じゃあ。じゃあもうやめておくか？　君の純粋を穢すのは、このへんでやめておこうか？」


　と、剣が言う。


　まるでまだ、後あと戻もどりができるとでも言わんばかりの口調で。いつでもすぐに、元の場所に戻れると言わんばかりの口調で。


　だが、それをシオンは鼻で笑う。後戻りができるのなら、最初からこんなところにはきていないのだ。戦場で仲間たちを失っていなければ、最初からこんなところにはきていないのだ。こんなところにこなくても、誰だれかを守れるだけの力を最初から持っていれば、こんな、馬ば鹿かげた悪あく魔まと契けい約やくになど、しにきてはいないのだ。


　だから言った。


　シオンは手を、剣へと伸のばしながら、


「やめる？　まさか」


　すると剣けんが言った。


「抜ぬけば君は──」


　剣が。


　ルシルが。


　悪魔が、言った。





「抜けば君はこの先、永遠に地じ獄ごくの中だ」





　それにシオンは。


　彼は答えた。


「そんなことは……子供のころから知ってるよ」


　そしてあっさり、剣を引き抜いた。


　この世の絶望を縫ぬい止めていた剣を引き抜いた。


　すると止まっていたなにかが動きだすのを感じた。


　世界を歪いびつに歪ゆがめていた時間が、動きだすのを感じた。


　誰かが創つくったくだらないシナリオから、自分の手が、体が、すべてが、逸いつ脱だつしていくのを感じた。


　剣が消える。


　自分の体の中へと、剣が消える。そして剣の記き憶おくが少しだけ、流れこんでくる。ルシル・エリスの記憶が、少しだけ流れこんでくる。やはりそれも、悲しい記憶だった。大切なものを守りたいと叫さけんで、しかし自分のあまりの力のなさを嘆なげいた物語だった。


　気味の悪い悪魔の物語ではなく、一人の小さな少年が、嘆いて、嘆いて、嘆いたあげく、地獄の底を独り、歩くことを選ぶ物語だった。


　しかしシオンはそれに、


「……同情はしない」


　そう言うと、ルシルが答えた。


「当然だ。君ももう……私と、同じ境きよう遇ぐうなのだから」


　そして彼は姿を現す。


　シオンの体の中から、姿を現す。まるでシオンを守るかのようにルシルは姿を現して、耳もとで、囁ささやく。


「さあこれで、君は私の主あるじだ。私は君の剣、君の楯たて、独りぼっちの『堕ちた黒い勇者』に手を貸す、『寂しがりの悪魔ライナ・エリス・リード』だ。さあ……さあ絶望を受けとれ」


　彼がそう言うと、目の前で鎖くさりに繫つながれていたはずの、仮面をつけたナニかの姿も消える。鎖や、牢ろう獄ごくといった、彼を拘こう束そくしていたものから解放される。


　すると。


　すると自分の体の中身がまた、引ひっ繰くりかえされるような感かん触しよくがあった。自分の体を流れている血液が熱く沸ふつ騰とうするような感覚があった。


　そしてあれが戻ってくる。


　さっき、ルシルについて扉とびらをくぐる度たびに感じた、頭痛が、吐はき気が、身を焼くような絶望が。


　ルシルが聞いてくる。


「痛いか？」


「ああ」


「耐たえられないほどに？」


「ああ……内臓を……内臓を口から吐きだしそうだ」


　シオンが胸を押おさえ、そう言うと、ルシルは笑った。


「それは辛つらいね。だが、慣れろ。これは永遠に続くから」


「そりゃきつい」


「はは、だから後こう悔かいするぞと言ったんだ。だが、もう後戻りはできない。『堕ちた黒い勇者アスルード・ローランド』が牢獄から出て、おまえや、おまえの血族の体を侵おかし始めた。だがおまえが勝てば、おまえは力を手に入れることになる」


「……負ければ？」


　するとルシルはまた、笑った。


「負ければ人じゃなくなる」


　笑いながら、シオンから離はなれ、天てん井じようからぶら下がっていた鎖を触さわる。そしてさっきまでそこに繫がれていたはずの『勇者』の痕こん跡せきに触ふれる。


「人をやめるのは簡単だ。理性を捨てればいい。抵てい抗こうをやめればいい。そうすればすぐに、大きな快楽がやってくる。そして人を喰くうようになる。家族を、友達を、仲間を、同どう朋ほうを、大切な者をすべて、喰うようになる。神は理性を捨てると醜みにくい『女め神がみ』に変へん貌ぼうし、世界を、すべてを喰うようになるんだ。だが勝てば……おまえが勝てば、おまえは『女神』を殺す力を手に入れる」


　と、ルシルはそう言った。


　女神。


　メガミ。


　めがみ。


　それはやはり、お伽とぎ話ばなしの中でしか聞いたことのない言葉だった。そしてお伽話では、女神はその文字どおり、美しい、女の神のはずだった。


　だが、ルシルの言葉の中に出てくる『女神』という言葉の響ひびきには、どこか禍まが々まがしい、醜しゆう悪あくな、暗いなにかを感じた。


　シオンは全身を押おし潰つぶそうとしている痛みに耐えながら、聞いた。


「……その、メガミとやらが、おまえの敵なのか？」


　が、ルシルは首を振ふる。


「いいや、違ちがうよ」


「じゃあなんだ」


「私の敵は……」


　と、そこで、ルシルは一度言葉を止めてから、


「……私の敵は、君が叩たたき潰したいと思っているものと、同じものだ」


　と、そう言った。


　そして彼は姿を消す。初めからそこには存在していなかったかのように、ルシル・エリスは姿を消す。


　だがシオンはそれを、気にしない。


　いや、やはりそれを気にしていられるほどの余よ裕ゆうがなかった。全身が痛む。狂くるいそうなほどの痛みが全身を駆かけ回る。


　その痛みの中で。


　その苦痛の中で。


　シオンはいま、ルシルが言った言葉を考えてみる。


『私の敵は、君が叩き潰したいと思っているものと、同じものだ』


　その言葉を反はん芻すうし、そして、


「俺が叩き潰したいもの」


　と、シオンは小さく呟つぶやいた。


　そしてその答えを、心の中に生みだしてみる。


　自分が叩き潰したいもの。


　それは弱い自分だ。誰だれも守ることができなかった弱い自分だ。


　そして人を翻ほん弄ろうするこの運命だ。


　誰が創つくったのかはわからないが、人に悲鳴を上げさせることしか考えていないこの狂った世界シナリオだ。


　それを変えたい。


　そのすべてを変えたい。


　神だか、勇者だか、女神だか知らないが、こんなクソみたいな世界を創った奴やつを殺し、この世界の、呪のろわれたすべてを叩き潰してやりたい！


「…………」


　と、そう思った瞬しゆん間かん。


　体を駆け巡めぐる痛みが少し、やわらいだような気がした。自分の体を侵しん蝕しよくしようとしているナニかの力が、少しだけ弱っていくような気がした。


　するとそれに、


「……ああ」


　という、吐と息いきが、耳もとに響いた。


「ああ……やはり君を選んでよかった。君の父親に、君を殺さないよう助言していてよかった。君は他の奴らとは違う。下げ賤せんな犬の息子むすこと呼ばれていたはずの君は、他の奴らとは違う。あの狂ってしまった父親とも、傲ごう慢まんな兄弟たちとも……ほら、君も感じるだろう？　もう一人ずつ、一人ずつ、人じゃなくなり始めている。君は耐えているのに、彼らはあっさり『勇者』の誘ゆう惑わくに負けて、人じゃなくなり始めている。さあ、奴らを殺しにいこう。この国に革命を起こすんだろう？　なら、奴らを殺しにいこう」


　それにシオンは振り返る。ルシルが言った、人ではなくなってしまった兄弟たちの存在を感じようとする。


　するともう、この国の中に、人じゃないナニかが何匹びきも蠢うごめいているのを感じた。不気味な化ばけ物ものが、蠢いているのを感じた。


　だが、それを感じてさえ、思う。


　人じゃない、気味の悪い存在が何人もいるのを感じてさえ、シオンは思う。


　兄弟が人じゃなくなったところで別に、この国は変わらないな、と、彼は思う。


　狂った王に、傲慢な貴族ども。


　どうせ前から、この国にいるのは欲望を醜みにくく膨ふくらませた化物ばかりだった。人を人とも思わない、化物。自分の快楽のためだけに人を殺して、なんとも思わない化物。


　それがいまさら本物の化物になったからといって、なにがどう、変わるというんだ？


「…………」


　シオンはそう思って、皮肉げに笑う。それからルシルのほうへと目を向けると、聞いた。


「なぁルシル」


「うん？」


「それでその、人じゃなくなった俺の兄弟は、強いのか？」


　するとルシルが答える。


「少なくとも人が触ふれられるような存在じゃないね」


「はぁ？　余計質たち悪くなってんじゃねぇか」


「ははは」


　と、ルシルが笑う。


　笑いごとじゃないだろとシオンは思ったが、彼は肩かたをすくめ、もう一度、『人』ではなくなってしまった兄弟たちを感じる方角へと、目を向ける。


　鋭するどい、金色の瞳ひとみを向ける。


　そして。


「兄弟を殺す。王を殺す。で、その先はどうなる？」


「さてね」


　と、ルシルが言ったが、シオンは無視して続けた。


「きっとなにも変わらないと、俺は思う」


「そう？」


「そうだ。王を殺しても、王族を殺しても、他にいくらでも権力を持った貴族はいる。狂った欲望で肥こえさらばえた貴族どもはいる。そいつらがいる限りどうせ、この国は変わらないだろう？」


「ふむ。ならその、貴族もすべて殺すかい？」


　が、それに、シオンは首を振る。


「それを殺したら、また、次が現れる」


「殺せばいい」


「ならまた次だ」


　するとそこで、ルシルがうんざりしたような顔でこちらを見て、


「君と、くだらない言葉遊びをしたいと私は思わないが？」


　それに、シオンは笑った。笑ってから、続ける。


「変えるべきは仕組みじゃないってことだよ。変えるべきは権力の構造じゃないんだ。変えるべきなのは、ずっと抑よく圧あつされ続け、卑ひ屈くつになってしまった民たみの心。この腐くさった仕組みを受け入れてしまっている民の心だ。そのためには希望の光がいる。たとえ噓うそでも、救いがあると信じられるだけの、希望の光がいる」


「……つまり君が、それになりたいと？」


　その、言葉に、しかしシオンは笑みを浮うかべて言った。


「もうなってるよ。ミラーの策略で、あいつの操あやつり人形としていまや俺はローランドの英えい雄ゆう様だ。だが俺は、いまのままのミラーの采さい配はいでこの国を変えられるとは思っていない。あいつはきっと、王族を殺し、貴族を殺し、それで革命が成ると思っているだろうが、俺はそうは思わないから」


「民の心が変わらないから？」


「ああ」


「君は優やさしいんだなぁ。他人の心など、私はどうでもいいけどね」


　という、そのルシルの言葉に、シオンは言う。


「そうだ。おまえはそうだろう。だが、それはおまえが強いからだ。そしてミラーが強いからだ。おまえらはあまりに強すぎて、いまやもう、人々の弱さが見えない。俺の中の、弱さが見えない」


「君は十分強いよ」


　と、ルシルは言ったが、それに、


「はっ」


　と、シオンは鼻で笑う。


　そして、俺が本当に強ければ……


　と、思う。


　自分の弱さのせいで死んでいった仲間の顔を思いだす。母親の顔を思いだす。泣いているキファを思いだす。


　そしてその、キファを救うために、牢ろうに入ったライナの顔を思いだす。自分の弱さをよく知っているあいつの顔を思いだす。自分は人を殺してしまう化物で、生きている価値もない人殺しで、そんな自分にいったい、なにができるだろう。この、生きる価値のない、クソみたいな自分に、いったいなにができるだろう？　って。


　そんなことばかりを考えている馬ば鹿かの顔を思いだす。


　その。


　その親友の顔を思いだしながら、彼は言った。


「俺は弱いよ。いや、みんな弱い。だからその弱さを無視しないで、前に進みたいと俺は思う。それを甘あまいと、おまえは思うか？」


　するとそれに、ルシルが肩をすくめる。


「好きにすればいい……なにをどうしようと、どうせ君が最後に辿たどりつく道は、地じ獄ごくだ」


　それに、シオンは笑みを浮かべた。


「そうか」


「そうだ」


「なら、もういこう。革命を起こす。くだらない『勇者』の創つくったシナリオ、気色の悪い『女め神がみ』が造ったシナリオ、むかつくラッヘル・ミラーが作ったシナリオから外へ出て……ここから俺が作ったシナリオを始める」


　そう言って、彼は踵きびすを返す。


　するとその途と端たん──








　また、世界の景色が変わった。








　目の前に、なんの変へん哲てつもない、板張りの道場の景色が広がる。


　そして彼のすぐ横にはフェリスが立っていて、こちらを見て、いつも無表情なはずの彼女が少しだけ驚おどろいたような顔になる。


「……な、なんだ、おまえ。いったいどこから現れた？」


　それにシオンは、周囲を見回す。するとやはりそこは、さっきまでいた、闇やみの中にある地下牢ろうのような場所ではなく、エリス家の道場だった。


　まるで、いま起きていたことがすべて、白昼夢かなにかだったかのように、なにもかもが普ふ通つうの景色に戻もどってしまっていて、少しだけ彼は、戸と惑まどう。


　いや、本当にいま起きたことは、すべて夢だったんじゃないか、なんてことをうっすら、思ってしまう。


　だがその想像を、痛みがかき消した。全身を貫つらぬくような痛みが突とつ然ぜん襲おそってきて、くだらない彼の想像をかき消した。体の内側から、内臓が飛びだしてしまいそうなほどの吐はき気が襲おそう。頭が爆ばく発はつしてしまいそうなほどの頭痛がする。全身の血管を棘とげ付きの毒が巡めぐっているかのような不快感に苛さいなまれる。


「…………」


　自分の中に、あきらかになにか普通じゃないモノがいて、何度も、何度も、何度も、シオンを誘ゆう惑わくし、操り、殺し、喰くらい潰つぶそうとしているのを感じる。


　それに彼は、やはりあれは現実だったのか、と、思う。


　あの悪あく魔まとの取り引きは、現実だったのか、と思う。


　とそこでまた、


「おいシオン。いったいどこから現れたのだ？　と、私は聞いている」


　フェリスが言った。


　それに。


　その質問に、シオンは、痛みをこらえながら彼女のほうを見た。


　狂くるいそうなほどの強きよう烈れつな痛みをこらえながら、彼女を見て、微び笑しようを浮かべると、


「ちょっと地獄にね」


「地獄？」


「ああ」


「いったいなんの話だ」


　それに、彼は笑った。


「いや、なんでもない。それよりも……」


　と言ってから、彼はもう一度周囲を見回す。それから小声で、


「おいルシル。おまえは、いまも俺のそばにいるのか？」


　が、それに。


「…………」


　答えは返ってこない。


　しかし気にせずに、シオンは続けた。


「……いまから俺は、革命に必要な人材を陥かん落らくさせにいく。ミラーの計画を崩くずすために必要な人材を確保しにいく。その手伝いを、おまえはしてくれるのか？」


　という問い掛かけにも、


「…………」


　やはりルシルは答えを返してくれなくて、シオンは肩かたをすくめた。


「なるほど。化ばけ物もの退治以外には手を貸してくれないわけね」


「…………」


「ま、いいけどさ。でも妹は借りるぞ？」


「…………」


「その沈ちん黙もくは肯こう定ていってことだな？」


「…………」


　やはり、ルシルは答えない。


　それにシオンは顔をしかめ、


「無口な奴やつは嫌きらいだ」


　と言うと、耳もとで突然、


「おしゃべりな奴は嫌いだ」


　なんて声が返ってきて、


「…………」


　シオンは、声を殺して笑った。


　それからフェリスのほうを見る。すると彼女は怪け訝げんな顔でこちらを見ていて、


「なにを独りでブツブツ言っている？　気持ち悪いぞ」


　と言ってきて、シオンはまた笑う。


「あ～、最近俺、独り言多くてさぁ。年かな？」


「知るか」


「だよねぇ。ま、そんなことより……ちょっとフェリス付き合ってくんないかな？　君の手を借りたいんだけど」


「ふむ。だんごセット千個で手を打とう」


「多っ!!　五個じゃだめ？」


「九千個」


「いやそれ増えてるから……ええと、十二個は？」


「八千五百」


「二十」


「…………に、二十!?　二十は多いな……よ、よし、いいだろう」


「って、意外とあっさり落ちるのね」


　と、シオンは笑う。


　それにフェリスが、


「で、どこへいく？」


　と聞いてきて、彼は振ふり返る。


　道場の外へと、目を向ける。するとやはり、感じる。この国のいたるところに、感じる。


　人ではないモノの、気配。


　ルシルが言うところの、『女神』とかいう名の化物になってしまった兄弟たちの気配。


　だがその、気配を、シオンは無視する。いまはまだ、そいつらを殺して回る時機ではなかった。いや、そいつらを殺したところで、なにかを変えられるだけの力をシオンは持っていなかった。


　だから、力を手に入れにいく。


　本当の意味でこの国の英えい雄ゆうになるための力を手に入れにいく。


　シオンは道場の外。


　もう、日が落ち始め、赤く染まり始めたエリス家の庭園を見つめると、笑えみを浮うかべてこう言った。





「……んじゃ、ちょっとそこまで、赤せき髪はつのライオンを誘ゆう惑わくしにいこう」












　第一章　ローランドの夜







　深夜。


　月の光が大地まで届かないような暗い夜に、そのライオンは出るという。


　シオンは闇やみの向こう側を見つめる。


　するとその獣けものは、人を襲おそっている。


　赤髪の、獣。


　見ただけで震ふるえがきそうなほど強大な殺気が、その獣からは放たれている。


　獣はすでに、八人の武装した兵士を殺していた。


　本当に一いつ瞬しゆん。


　その兵士たちは、自分たちが襲われているということに気づく前に、死体に変わっていた。


　そしていま、獣が襲っているのは、生き残った最後の一人だった。シオンも顔を知っているほど有名な、貴族の男。


　その、貴族が叫さけぶ。


「ま、待て、殺さないでくれ。倍払はらうから！　おまえの雇やとい主の倍、金を払う。だか……」


　しかし、言葉はそこまでだった。


　獣が腕うでを振ふるう。するとあっさり、その貴族の命が失われる。


　強大な権力を誇ほこり、快楽をほしいままにし、誰だれも手が出せなかったはずの貴族の命が、あっさり消える。


　それを確かく認にんしてから、


「…………」


　獣はつまらなそうな顔になって、もう一度右腕を振るう。すると手についていた敵の返り血が、振るい落とされる。だがそれでも、腕を染める血の色は落ちきらない。


　血に染まった──紅あかい腕。


「…………」


　するとそこで、その赤せき髪はつの獣が振り返った。気配を消して、闇にひそんでいるはずのシオンのほうへと振り返った。


　そしてこちらを、にらみつける。


　赤い髪かみに、鋼はがねのように鍛きたえられた体。こちらに向けられた燃えるように赤い瞳ひとみ。


　クラウ・クロムだ。


　ラッヘル・ミラーの片腕。


　かつて近きん隣りん諸国にまでその名を轟とどろかせていた戦場の悪あく魔ま。


　そいつが、こちらを見る。


「…………」


　言葉は発しない。こちらを見るなり、全身から殺気を放つ。走りだす。信じられないほど動きが速い。


　一歩。


　二歩。


　三歩で、間合いはゼロになった。


　クラウが腕を上げる。殺した貴族の血で真っ赤になった腕を上げる。そしてその腕を、こちらの首筋に突つきたてようとする。


　しかしその前に。


「……殺す前に、話を聞けよクラウ・クロム」


　と──


　シオン・アスタールは言った。


　しかしクラウは止まらない。シオンの首をぐっとつかんで、


「……聞く必要はないな。おまえはもう殺してもいいと言われてる」


「なら、殺すか？」


「ああ」


「じゃあやれよ」


「やるさ。死ね」


　そう言って、クラウはシオンの首筋を握にぎり潰つぶそうとする。


　命を、握り潰そうとする。


　それをシオンに防ぐ方法はない。


　いや恐おそらくは、いまのこの国で、クラウの動きについていける者など一人もいないだろう。


　だがそれに、シオンは笑う。


　自分の死を感じて笑う。首が締しめつけられ、窒ちつ息そくする前に、へし折られてしまうんじゃないかというほどの圧力を受けて、それでも笑う。


　するとクラウが、


「なにがおかしい」


　と、怪け訝げんそうな顔で問いかけてくるが、シオンはそちらを見ない。


　クラウのことも、そして、目の前に迫せまってくる死のことも、彼かれは見ない。


　彼がいま、見ているのは、クラウの後ろだった。クラウが気づかないほど気配を消した、もう一人の化ばけ物もののほうだった。


　その化物に向かって、彼は合図を送る。指をぱちんっと鳴らして、合図を送る。


　すると突とつ然ぜん、ひゅっと小さく、風を切るような音がする。


　そしてクラウの背後に突とつ如じよ、フェリスの姿が現れる。手には、彼かの女じよの華きや奢しやな体ではとても扱あつかえるとは思えない、長大な剣けんを持っている。


　その剣先が、クラウの首筋に背後から触ふれる。


　それにクラウはとっさに背後を振り向こうとするが──


「動くな。殺すぞ？」


　冷たい、まるで感情が感じられない声こわ音ねで少女が言う。その直後、彼女の体から爆ばく発はつするように強大な殺気が溢あふれだす。おまけに本当に、彼女の持つ剣の先が少し、クラウの首にめりこんでいく。


「…………」


　それでクラウは動かなくなる。少しだけ緊きん張ちようしたような表情になり、それからなぜか嬉うれしげな、まるでそのスリルを楽しんでいるような顔でこちらを見おろし、


「……てめぇ……」


　が、その先の言葉は言わせない。


「フェリス」


　とシオンが言うと、剣がさらにクラウの首に強く押おし付けられる。


　それでクラウの言葉は、止まる。


　シオンはそれを確認してから、


「……黙だまれよ。いまは俺おれがしゃべる番だろう？」


　そう言った。


　するとクラウはこちらをにらみつけ、


「……ガキがなめんなよ。この程度で……」


　が、そこですぐにまた、


「フェリス」


　シオンは命じる。


　するとさらに深く、剣が突き刺ささる。だいぶ傷が深くなり始める。あと少し剣を押しこめば、クラウの命は消えるだろう。


　それに今度こそクラウは動かなくなった。


　それを見て、シオンは続ける。


「いいから黙れ、クラウ・クロム」


　するとクラウはこちらをにらむ。


　赤い瞳でこちらをにらむ。


　それは鋭するどい憎ぞう悪おだ。鋭い殺気だ。その視線だけでもう、殺されてしまいそうなほどの圧力がある。


　だがそれに、シオンはクラウの腕をつかんで言った。自分の首を締めつけてきている化け物の腕をつかんで、


「なぜそんな顔をする？　俺に負けたのがくやしいからか？」


　挑ちよう発はつするように、言った。


　するとそれに、クラウも笑えみを浮うかべ、


「誰が負けたって？　てめぇ殺して、このアマを始末するくらい……」


　が、そこでまた、


「フェリス」


　シオンは言う。


　剣がクラウの首に、さらに食いこむ。そこでやっと、獣けものの顔が歪ゆがむ。


「……くそが。なんなんだ。筋肉で剣を止めようとしてんのに、止まりやしねぇ。こいつ、なにをやってやがる」


　それにシオンは肩かたをすくめて言う。


「化物はおまえだけじゃないってことだよ」


　しかし、クラウはあっさり、


「ンなこた、知ってるよ。そうじゃなくてもへらへらした白はく髪はつの馬ば鹿かに、しょっちゅうイライラさせられてんだ」


　なんてことを言ってくる。


　その、言葉に、


「…………」


　シオンは少しだけ驚おどろいて目を見開く。


　事前に調べてきた情報の中に、この紅こう指しのクラウ・クロムが認めるような手て駒ごまがミラーの下もとに他ほかにもいるという記述はなかったから。


　クラウの後こう輩はいにカルネ・カイウェルという優ゆう秀しゆうな男がいるが、しかし、そいつの力は、クラウには遠く及およばない。クラウに付き随したがう、シュス・シラーズという男にしても、そうだ。


　他に、リーレ・リンクル。ラッハ・ベラリオール。ムー・ベラリオール。ジェルメ・クレイスロール。他にも、エス、トゥーリオ、ゲンル、バーネル──何人もの優秀な手駒を、ミラーはそろえている。


　だが、そのどいつも、いま、目の前で強大な殺気を放っているこのクラウ・クロムの前ではかすむ。


　赤い戦場の悪あく魔まの前では、かすむ。


　おまけにそいつは白髪という特とく徴ちよう的てきな髪かみをしているという。白髪で、へらへらしている、馬鹿──というのが、クラウがそいつを評した言葉だが、あらかじめシオンが集めていた情報の中にはやはり、その人物像に合う奴やつはいなかった。


　それにシオンは、


「いったいおまえは、誰だれの話をしてる？」


　と聞くが、しかし当然、


「…………」


　クラウは答えない。こちらに目を落とす。それからふいに、目線を右へ向ける。街の、闇やみの向こうへ目を向ける。そしてなぜか、笑みを浮かべ、


「おっと援えん軍ぐんだ。形勢ぎゃくて～ん」


　と言った。


　それに、


「ん？」


　と、シオンはクラウが見た方へと目を向ける。それに反応して、


「む？」


　フェリスも、そちらへと意識を投げる。


　刹せつ那な。


「バ～カ。噓うそだよ」


　クラウが、動いた。シオンの首から手を離はなす。そして振ふり返る。よそ見していたせいで一いつ瞬しゆん、フェリスの反応が遅おくれる。クラウは拳こぶしを振り上げ、彼女の顔面を殴なぐろうとする。


「く」


　小さくうめいて、フェリスがその拳をよける。


　そのよけた隙すきに、クラウは一歩、大きく後ろに飛びのく。指を宙に躍おどらせる。瞬またたく間に光の魔ま方ほう陣じんが描えがき出される。


　そして言った。


「求めるは殲せん虹こう〉〉〉・光燐くうり！」


　瞬間、クラウが描き出した魔方陣の中央から、光の槍やりが放たれる。狙ねらいはフェリスの胸。


「フェリス、よけろ!?」


　と、シオンは叫さけんだ。


　しかしそれにフェリスは、


「……問題ない」


　剣けんを腰こしに引き寄せ、低く身を構える。そのまま勢いよくその剣を振りあげると、『光燐くうり』の光を、あっさり斬きり裂さいてしまう。


　それを見たクラウが、


「はぁ？　なんだよそりゃ。光を斬るって……こいつどんだけ化ばけ物ものなんだよ!?」


　あきれたような顔で言う。


　しかしフェリスは止まらない。振り上げた剣を切り返し、そのままクラウへと突とつ進しんする。


「くそ、速はえぇ」


　クラウがうめくように言ったときにはもう、フェリスの剣は、敵に届いている。シオンの目では追えないほどの速さで放たれた剣が、クラウの首を襲おそう。


　首が跳とぶ。


　クラウが死ぬ。


　そう思った。


　待てフェリス、と、シオンは叫ぼうとしたが、もう遅おそかった。フェリスの剣が、クラウの首を飛ばしてしまう──ように、見えた。


　しかしその、フェリスの剣を、クラウは右みぎ腕うでの中央で止めている。止まって初めてわかったのだが、フェリスは剣の刃はを、クラウへは向けていなかった。剣の腹の部分で、殴るように攻こう撃げきを仕し掛かけていたのだ。


　だからクラウの腕は、無事だった。


　それを彼は、見る。


　自分の腕で止めた、剣の腹の部分を見る。


　そして言った。


「なんなんだよ、こりゃ。てめぇ、なに手加減してんだ？」


　するとフェリスが答える。


「おまえごときに、本気になる必要はない」


「はぁ？　本気になる必要はない？　ガキが笑わせんな。手加減しなくても、おまえの剣は俺にゃ届かねぇよ」


「はっ、剣を素す手でで受け止めておいてか？」


　が、それにクラウが、笑う。


「馬鹿が。こりゃ、義手だ。で、おまえはもう終わりだ」


　そして剣を受け止めていた腕の、手の平を開く。すると彼の腕に彫ほりこまれた、赤い刺青いれずみが光を放ち始める。


　紅こう指しのクラウ・クロム。


　彼の右腕が光を放つとき、その腕は、敵の血で赤く染まるという。


「させるか」


　と、フェリスが言う。カチャっと、剣の刃をクラウへと向けようとする。


　しかしそれに、


「いや、一度引け、フェリス」


「必要ない。このままこいつを気絶させ……」


「いいから引け。これは命令だ!!」


　と、そう、シオンは怒ど鳴なった。


　それに一瞬、フェリスの動きが止まる。


　いや、クラウの動きも、止まる。


　フェリスがこちらをにらむように見てから、引く。クラウから距きよ離りを取って、こちらに戻もどってくる。


　そして彼女は言った。やはりいつもの、無表情、無感情な声で、


「……おまえ、いま、いったい誰だれに向かって怒鳴った？」


　あきらかにちょっとだけ、機き嫌げんの悪そうな声こわ音ねでそう言ってきて。


「いや、あの、ちょっと考えがあってさ。ええと、怒おこった？」


「当然だ。私わたしはもう帰る」


「えええ～、ええと、じゃあ、だんごセット三十に増やしたら？」


「帰る！」


「三十五」


「か、かえ……」


「うわ、意外に足あし下もと見るなぁ……んじゃ思いきって、四十セット！」


　シオンがそう言った、瞬間、


「さあどいつと戦えばいい！　敵はどいつだぁ！」


　剣を振りあげて、フェリスはそう言った。


　その様子に、シオンはほっと、息をつく。クラウ・クロムという化物を相手にして、まだ、これほどの余よ裕ゆうを見せるフェリスの様子に、ほっと安あん堵どの息をつく。


　なぜなら今回、彼が立てた作戦には、彼女の力が絶対に必要だったから。いや、彼女の力がシオンと力を合わせれば、あのクラウ・クロムをなんとかできる──くらいのものでなければ成立しないからだ。


　といってもまあ、予想に反して、彼女は独りであの紅指のクラウ・クロムと渡わたりあってしまい、シオンの出る幕はまるでなかったのだが。


「…………」


　と、いま、二人の化物が繰くり広げていた戦せん闘とうのあまりの速さに、彼は思わずあきれ顔になる。


　俺だって、王立軍事特とく殊しゆ学院では、ナンバー１とか、言われてたのになぁとか、ちょっとだけ思う。


　まあそれはともかく。


　フェリスが言う。


「次は本気でいく。あいつをニヤリともさせずに、気絶させてやる」


　続いてクラウが、


「はっ。吐ぬかせ。本気になるのは、俺のほうだ。殺す気でこなきゃ、死ぬぜ嬢じようちゃん」


　なんて会話が交かわされて、二人から信じられないほどの殺気が放たれる。もう、シオンが動けなくなってしまいそうなほどの殺気が放たれる。


　しかしもう、十分だった。


　シオンが立てた計画を動かすことができるだけの結果を、フェリスは達成してくれていた。


　あとは側そばに、立っていてくれるだけでいい。


　剣けんを持って、いつでも誰でも殴なぐり倒たおせるんだぞという顔で、立っていてくれればいい。


　その、殺気満々のフェリスを見て。


　それからやはり、鬼き気きを放つクラウを見て。


　シオンは、言った。


「……さてと、これ以上の茶番は、無む駄だだろう？　戦闘をやめよう」


　それにクラウがこちらを見る。


「ああん？　いつからてめぇに主導権が……」


　しかしそれを遮さえぎる。


「主導権なんていらない。殺したきゃ、殺せよ。こっちは端はなからおまえと会話しにきてるんだ。フェリスの剣を見てもらえばわかるが、おまえを傷つけるつもりは最初からなかった。だが……攻こう撃げきする意図がない相手を前にして、おまえは拳こぶしを振ふるえるのか？」


　という、シオンの問い掛けを、クラウは鼻で笑う。


「抵てい抗こうをしなくなった相手でも、必要なら戦場では殺す」


「で、俺を殺すことはいま、必要なことか？」


　その問いに、


「…………」


　クラウは答えない。


　だが気にせず、シオンは続ける。


「ラッヘル・ミラーはどうしてもいま、すぐに俺を殺せと言っていたか？」


「…………」


「俺を殺してもいいと、ミラーは言ったという。だが、絶対にいま、すぐに殺せと、そう言ったのか？」


　その、問いかけに、


「……いいや」


　クラウはそう、答えた。


　それにシオンはうなずき、


「なら少しくらいは話を聞いてくれよ。聞いて、気に入らなければ俺を殺せばいい。問題あるか？」


　その言葉に、クラウはひどく、嫌いやそうな顔をする。こちらを見て、


「あ～」


　と、言う。


「あ～おまえ、俺の一番嫌きらいなタイプだ。死を覚かく悟ごして、力もないのに開きなおっちまった奴やつ。こういうのが一番うぜぇんだよなぁ」


　と、言うが、それにシオンはにやりと笑って、


「もっとうざくなるよ？」


「タコが。調子に乗……」


　が、それも遮る。


「調子にも乗る。そしてそのまま、俺はこの国を獲とる。王を殺し、兄弟を殺し、ラッヘル・ミラーも従えて、俺がこの国を治める」


　と、そう言った。


　するとクラウは、突とつ然ぜん現れた珍ちん獣じゆうでも見るかのような顔でこちらを見つめ、


「はぁ～ぁ？」


　と言った。


「ミラー先せん輩ぱいを従えて、この国を獲るだ？　どんな間ま抜ぬけ面づらでそんなことのたまってんだよ。力のない、知能もない間抜けが、いったいどういうつもりで……」


　しかしそれを遮り、シオンは言う。冷たい瞳ひとみでクラウを見つめ、


「フェリス。やっぱりあの、馬ば鹿かな赤せき髪はつを、殴って少し黙だまらせろ」


「うむ」


　うなずいて、フェリスが飛びだす。


　それにクラウが、


「またそれかよ。馬鹿どもが、本気になりゃ、おまえらなん……」


　が、そこで、さらにシオンは言った。


「シュス。フェリスの援えん護ごをしろ」


　その、言葉に。


　街の暗い路地から、一人の青年が出てくる。年のころは十六、七、シオンとほとんど変わらないような年ねん齢れいだ。後ろでまとめた金きん髪ぱつと、その若さに似合わない、落ちついた瞳。


　シュス・シラーズ。


　彼は、カルネ・カイウェルと並ぶ、クラウ・クロムの腹心の一人のはずだった。


　そのシュスが、路地から申し訳なさそうな顔で出てくる。


　クラウはそれをにらんで、


「……[image: ][image: ]？　なんだよてめぇ、裏切ったのか？」


　と言った。


　それに答えようとするシュスの言葉を遮り、シオンは言った。


「彼は裏切ってないよ、クラウ・クロム」


　するとクラウがこちらを見る。さっきよりもずっと、険悪な顔でこちらをにらむ。


「じゃあなんでてめぇの命令を聞いてる？　シュスは俺のもんだぞ」


　その、俺のもん──なんていう、子供っぽい発言に、シオンは思わず微笑ほほえみそうになりながら、続けた。


「シュスも、そう思ってるよ。クラウ・クロムのために、命を捨てたいと、きっといまも、彼はそう思ってる」


「なら、なんで」


　と、クラウが言う。


　それにシオンは、答える。


「だが、ラッヘル・ミラーのために命を捨てたいと思っているかどうかは、微び妙みようだ。シュスはおまえが拾ったんだろう？　ミラーに忠誠を誓ちかった人間じゃない」


　それにクラウは、シュスのほうを見る。そして聞く。


「なんだよおまえ、俺がミラー先輩の部下になったことが、気にいらねぇのか？」


　少しだけ困ったような声こわ音ねで、聞く。


　するとシュスは首を振る。


「いいえ。私もミラーさんのことは好きですよ」


「じゃあなんで……」


　という問い掛かけの答えを、シオンが返した。


「俺のほうが、弱いからだよ」


　それに、クラウがこちらを見る。怪け訝げんそうな顔でこちらを見つめ、


「おまえのほうが、弱い？」


「ああ」


「そりゃ、ミラー先輩よりってことか？」


「そうだ」


「ンなの……ンなのあたりまえだろう？」


　なにをわかりきったことを言ってるんだと言わんばかりの口くち振ぶりのクラウに、シオンは笑った。


「そう。あたりまえだ。だが、そのあたりまえのことが、おまえらはわかってない。ラッヘル・ミラーは天才だ。そして彼の運用する計画は、なにもかもが完かん璧ぺきで、穴がない。適切な量の仕事をこなし、適切な量の罠わなを張り、そして適切な量の人を殺して、きっと、最後にはこの革命は成功するだろう」


　それに、クラウはうなずく。


「そうだ。それだけの準備を、あの人はしてきた。で、それのどこに、問題がある？」


　するとシオンはあっさり、


「問題はないよ」


　と言った。


　当然クラウはさらに怪訝な顔になって、


「はぁ？　おまえいったい、なにが言いたいんだよ」


　それにシオンは、答える。


「問題がなさ過ぎるのが、問題だって言ってるんだよ。すべてが完璧で、穴のない計画。もう、あまりに完璧で、見れば見るほど惚ほれ惚ぼれするような計略で、一見、最後までなんの問題も起こらないように見える──でもじゃあその先に、いったいなにがある？」


「…………」


　クラウは答えない。


　しかし、シオンは続けた。


「ミラーが造った、完璧な理想社会か？　心が弱い者は生きていけない、完全な理想国家か？　すべて天才ラッヘル・ミラーに任せておけば、安心ってわけか？　はっ。ふざけんな。なにが適切な量の罠を張って、適切な量の人を殺すだ。人の命を、数で量れると思うなよ。せめて口だけでも、理想を語れよ。一人でも少ない犠ぎ牲せいで。なるべく誰だれも泣かない世界を創るって、言ってみろよ。そんなやり方で人がついてくると思うな」


「……という、甘あまったるいガキの戯たわ言ごとで、シュスを落としたのか？」


　クラウが言う。


　しかしシオンは笑みを浮うかべ、


「少なくともこれで、カルネ・カイウェルは落ちたよ」


「なっ」


「他に、主要なとこだとトゥーリオ・グリス。バーネル・ネルドも落ちた。いま、ミラーの勢力の中の、二割にまで俺の息がかかっている。それでも、ガキの戯言だと思うか？」


　それに、クラウがこちらを見つめる。さっきよりもさらに鋭するどい、強い視線でこちらを見つめ、


「……へぇ、思ってたよりは、ちょっとだけやばい奴やつだったみたいだな、おまえ」


「おっと、少しは認めてくれる気になったかな？」


　するとクラウはうなずく。


「ああ。おまえをこんな長く、自由に生かしていたのはミラー先せん輩ぱいのミスだ。すぐに殺しておくべきだった」


「お～、だいぶ評価が上がったなぁ。でも……そのミスはもう取りもどせない。俺は死なず、そしておまえも、ミラーも従えて、上にいく」


「ざけんなよ」


「ふざけちゃいない。おまえは落ちるよ。そして俺の仲間になる」


「ならねぇよ」


「なるよ。あのカルネだって、なったんだ。そしてそれと同じことを、おまえにもやる」


　そう言って、シオンは一歩、前に出る。フェリスが守っている範はん囲いから、一歩前に出る。


　フェリスも一いつ緒しよに動こうとするが、それを制して、シオンはさらに前に出る。


　そして言った。


「俺はおまえを殺せる。殺されたくなきゃ、仲間になれ」


　なんていう言葉に、クラウはしばらく呆ぼう然ぜんとこちらを見つめ、また、


「はぁ!?」


　と言った。


「はぁぁあああああ？」


　と言った。


「なんだよ、そりゃ。いや、ええと、すげぇ自信満々なところ悪いんだが、全然理り屈くつ通ってねぇだろ？　おまえ俺のこと殺せねぇし。そりゃ、その女はそれなりに強かったが、俺を確実に殺せるほどじゃ……」


　が、それを遮さえぎり、


「それだけの強さがあれば、十分だろう？　それだけの力があれば、おまえは無理でも、おまえの仲間は殺せる」


　瞬しゆん間かん、クラウの表情がまた険しく歪ゆがむが、シオンは気にしない。


「カルネを殺せる。シュスも殺せる。おそらく不意を突つけば、ミラーも殺せるだろう。だがそれをしないでいてやる。だから俺の仲間になれ」


「てめぇふざけ……」


　しかしそれも言わせない。クラウの言葉を遮って、シオンは言う。


「俺が王になれば、もう、誰も泣かせない。人を数や、量ではかったりはしない。誰もが笑って暮らせる国を作……」


「黙だまれよ。夢ばっかり語っ……」


「黙るのはおまえだ、クラウ。夢を語らない王なんて、クソくらえだろうが。人が死ぬのは仕方ない？　全員が笑ってられる国なんてありえない？　ざけんなよ。ンなことは百もわかってる。そんなのはとっくの昔から、みんなわかってんだよ。でもだからって、あきらめて苦く悩のうするのもやめるのか？　必要な分だけの人を殺して、必要な分だけの犠牲を払はらって、で、そこそこ平和な国を作れたらいまよりマシだって、笑うのか？　それでいいなら、俺を殺せよ。ミラーが造る、それなりに完璧な世界でいいなら、ほら、俺を殺せ。おまえを落とせなきゃ、どうせ俺はミラーには勝てない。だから、殺せ。おまえのその手で、俺を殺せ。だが、俺を生かしたなら……そしておまえが俺の仲間になってくれたのなら、俺はおまえを後こう悔かいさせない。完璧な世界なんて、馬ば鹿かで、クズで、力のない俺には作れないかもしれないが……それでもおまえを後悔はさせない。どんな決断も、悩なやんで、泣いて、あがいてから、下してみせる。


　だから俺を、王にしてくれ。


　俺がこの、腐くさった世界を、変えてみせるから！」


　と、そう、シオンは叫さけんだ。


　真しん剣けんに叫んだ。


　そしてさらに、前に進む。


　さらに前に、進む。


　それはクラウが、腕うでを振るえばシオンの命を消してしまえるだけの距きよ離りまで、前に進む。


　するとそれに、クラウはひどく困ったような顔でシュスのほうを見て、


「……おっまえ、こんなだせぇ演説で、落ちたのか？」


　なんてことを、シオンのほうを指差しながら、聞く。


　それにシュスも、


「ええと、そんなふうに言われると恥はずかしいんですが……でも彼の言葉はそれなりに魅み力りよく的てきだと思いました。少なくとも本当に、彼は命を賭かけてます」


「ば～か。命いのち懸がけならなんでもいいって問題じゃねぇだろが、これは」


　しかしそれに、シュスは首を振った。


「いえ、そういうことじゃなくて」


「んぁ？　じゃあどういうことだよ？」


　クラウが聞くと、シュスは答えた。


「彼はあなたを──クラウさんを仲間に引きいれるためだけに、命を賭けている、ということです」


　とそこで、シュスがこちらを見て、言う。


「シオンさんは思ってたより、だいぶやり手ですよ。元からいた仲間だけじゃなく、ミラー大たい尉いのやり方についていけない者、ミラー大尉に信用してもらえない者を中心に、本当に仲間を増やし続けている」


「たいした人数じゃないだろう？」


　そのクラウの言葉に、シュスはうなずく。


「もちろんいまはたいした人数じゃない。しかし彼には、彼を支持する国民がいる。ミラー大尉が作った英えい雄ゆう伝説の前から、平民出身の母親から生まれた、妾しよう腹ふくの皇おう子じとして、彼は、民たみに好かれている。その、すべてを利用して、このままゆっくりやれば、きっと、ミラー大尉が躓つまずく小石にくらいはなりかねない」


「だが小石だ」


　クラウの言葉に、今度はシオンがうなずいた。


「そう。小石だ。だがその小石と争うにも、それなりの労力と、犠ぎ牲せいがともなうだろう？　なんせ俺はもう、おまえに見せたからな。あの紅こう指しのクラウ・クロムとやり合えるだけの戦力を、こっちが持っていることを」


　言ってから、彼はフェリスのほうを見る。彼女はもう、どこかちょっとつまらなそうな表情で、夜空を見上げていたりするが。


　それにシオンは苦く笑しようしそうになって、すぐに表情を引き締しめる。そして再び、クラウのほうを見つめると、


「おまえらと俺は、戦える」


　するとそれに、クラウが顔をしかめて、


「……だがおまえは、無む駄だな犠牲を出したくないから戦わない、ってことか？　生き残る道が残っているのに、そのせいで意味のない争いが生まれるくらいなら、素す直なおに殺されようって？」


　それに。


　シオンはさらに一歩、クラウに近付いて、


「そうだ。おまえが手に入らないのなら、この戦いには意味がないからな。なら、おまえにこの先、どう進んだらいいのか決めてもらうのが一番だろう？　無駄な争いでもうこれ以上、仲間を失うわけにはいかないんだ。だからおまえが決めろ。俺を殺してミラーといくか。それとも俺を殺さずに、俺を利用する道を選ぶか……おまえが決めてくれ」


　そう言った。それから彼は目を閉じる。すると目ま蓋ぶたに視界が遮さえぎられ、世界が闇やみに包まれる。暗闇が周囲を支配する。


　その闇の向こうから、


「……おまえ……」


　という、声が聞こえた。


「おまえ、あほだろ」


　という、クラウの声が聞こえた。


「なんなんだよ、その、自信満々な顔は。どうして俺がおまえを殺さないと思う？　俺がおまえを殺さない保証なんてまるでないんだぞ？」


　という言葉が聞こえたが、もう、シオンは答えない。だいたい、生き残るための保証なんて、必要ないのだ。もう仲間は何人も死んでる。自分のせいで、何人も死んでる。そのうえで、自分だけ無駄に生き残っている意味など、もう感じられない。意味のない、意思のない生き方をするくらいなら、死んだほうがましだ。


　だがもし、このクソみたいな命を賭けることで、クラウ・クロムが落とせるなら。


　この、戦場の悪あく魔まを口説き落とすことができるのなら、未来が少しくらいは、見えてくるかもしれない。


　だからシオンはそれを、待つ。


　目を閉じて、少しだけ両手を広げる。


　そして閉じた目蓋の向こうに広がる、闇の奥おくをじっと見み据すえる。なにもない闇の向こうをじっと見据える。


　するとそこで、


「うえ～、ほんと、なんなんだよこいつは……まじか？　まじでこんな気持ち悪ぃことばっか言ってくる奴やつの説得に、おまえ応じたのか？」


　と、クラウが言う。


　それにシュスが、


「応じたというか……シオンさんが言うには、どうせ自分に価値がなきゃクラウさんに殺されるだろうから、それまで仲間の振ふりをしてくれ、と、頼たのまれました」


「ああん？　じゃあおまえ、こいつの側についたわけじゃねぇのか？」


「私はいつも、クラウさんの側ですよ」


「はぁあああああああああ？　じゃあ、じゃあこの茶番の結末は、もう、俺次し第だいってことか？」


「だから言ったでしょう？　シオンさんは、クラウ・クロム──あなたを口説くためだけに、命を賭かけている。他に選せん択たくできる道はいくらでもあったろうに、あなたを手に入れるためだけに、彼は命を賭けている。クラウさんの部下の私としては、そんな人を応おう援えんしないわけにはいかない」


　と、シュスが楽しげに言って、それにクラウが、


「なんかおまえもむかついてきた！」


　と怒ど鳴なる。


　しかしシュスはそれに、笑う。


「いつものことです。ですがクラウさん、私はシオンさんのことも、結構好きになってきてますよ。あなたが彼につけば……情勢は一気に塗ぬり変わる」


「…………」


「別に、シオンさんが語る甘あまったるい理想に溢あふれた世界には興味ありませんが……私はミラー大尉に鼻で使われるクラウ・クロムより、下げ賤せんな犬の息子むすこと呼ばれ、みんなに嫌きらわれているシオン・アスタールを助けるクラウ・クロムが見たいなぁ──なんて、そんなくだらない理由で、私はシオンさん派になりました。だってむかつくことに、ミラー大尉はあなたに頭を下げないでしょう？」


　なんてことをシュスが言って、それに、


「……おまえなぁ……」


　と、クラウがうめくように、呟つぶやいた。


　それに、


「わがまま言って、すみません。ですが、やはり決めるのはクラウさんです。私は常に、あなたの決断についていきます。ラッヘル・ミラーなんて人は私にとってはどうでもいいですが、私はあなたの決断になら、どんなことにでもついていきます」


　と、シュスが言って。


「…………」


　それにクラウは、しばらく黙だまってしまった。ただ、少しだけ、クラウの勢いが落ちはじめているのは、感じる。


　彼の中から放たれる威い圧あつ感が、少しずつ緩ゆるんできているのは、感じる。


　とそこで。


「おい、シオン・アスタール」


　クラウが、そう言った。


　ガキ、ではなく、シオン・アスタールと、名前を呼んできた。


　それにシオンは、目を開ける。


　するとクラウが言った。


「おまえを生かしたときの、メリットはなんだ？」


　その問いかけに、シオンは答えた。


「ラッヘル・ミラーの暴走を止めることだ。すべてをその、掌てのひらの上で操あやつれていると勘かん違ちがいしている天才の暴走を止めることだ。すべての決断が一人に集約しているのが危険だというのは、もう、この国のいまの姿を見ればわかるだろう？　だから俺は、常にミラーの横に立って、奴の暴走を抑よく制せいする」


　という、シオンの言葉に、


「はん。口で言うのは簡単だが、おまえにその器うつわがあんのかよ？」


　クラウが言うが、それにシオンはあっさり肩かたをすくめ、


「ないと思ったなら、おまえが器を割ればいい。だが少なくとも、俺はすでにおまえの心に入り込こんでいる」


「んぁ？　てめ、調子に乗んのもいい加減……」


　が、シオンは続けた。


「黙れ。おまえは俺を、いま、殺せるんだぞ？　だがまだ殺していない。なぜだ？　おまえの心が、揺ゆらいでいるからじゃないのか？　ミラー一人にすべてを任せているいまの状じよう況きようを、おまえも危あやういと、そう思ってるんじゃないのか？」


「…………」


「だからおまえは俺を殺せなかった。俺を必要だと、そう感じているから。違うか？　違うなら、殺せ。だが、そうじゃないなら。もしそうじゃないなら、俺に、手を貸してくれ。ミラーだけが作る世界じゃなく、俺とおまえと、みんなで作る未来のために、力を貸してくれ」


　という、その問いかけに、


「…………」


　クラウはしばらく黙って、考えるようにこちらを見ていた。それからうんざりしたように彼は自分の髪かみを片手でぐしゃぐしゃかきまわし、シュスのほうへと助けを求めるような目を向けた。


「もぉ～、なんなんだよこいつ。さっきからずーっと見てっけど、目が本気なんだよ。全然曇くもりがないの。こいつこれ、まじなわけ？」


　その言葉にシュスが笑って、


「頼もしいでしょう？」


　が、クラウは顔をしかめる。


「うぜぇえええ～。なんか、なんかこいつが言ってるクセェ話も、わからんではないとこがよりうぜぇ！」


　と言った。


　それにシオンが、


「あ、わかるんだ」


　少しだけ楽しげな顔で言うと、クラウはバツが悪そうな顔でこちらをにらむ。


「……あ～、まあ、ミラー先せん輩ぱいのやり方だけがすべて正しいとは俺も思ってないからな……だがあのおっさんは、おまえが思ってるほど甘くもない。俺を引き入れればすべてが塗り変わる？　んな程度の奴やつなら、俺はあいつに従ったりは……」


　とそこで、突とつ然ぜんクラウがもの凄すごい勢いで拳こぶしを振ふり上げた。そしてそのまま、その拳をこちらへ放つ。シオンはそれに、反応すらできない。殺される、と、そう思った。拳が、シオンの胸に迫せまる。そしてその直前で、止まる。止まって初めて見えたのだが、クラウの手には、どこから出したのか、一本のナイフが握にぎられている。握っているのは、ナイフの刃はの部分だ。握った手から、数滴てき、血が滴したたりおちる。


　それをシオンは見て、


「……俺を、守ったのか？」


　聞くが、クラウは答えない。背後を振り返り、目線を、暗く、灯あかりのついていない建物の屋根のあたりへ向けてから、言う。


「……おまえに、常に監かん視しがついてたのは？」


　シオンは首を振る。


「気づかなかった。が、ついてるだろうとは思ってたよ。だからなるべく、その監視の目をかいくぐるように、勢力を拡かく大だいしてるつもりだったんだけど……」


　が、それに、クラウは笑う。


「全部バレてるよ。いまのナイフのいやらしさでわかった。ったく、こういうとこが、あのおっさんの嫌いやなとこなんだよな～。こういう小さなところにも、手を抜ぬかない……いや」


　とそこで、彼はこちらを見る。シオンの、金色の瞳ひとみを見つめ、


「……案外おまえの、その馬ば鹿かみたいに真っ直すぐな目を、それなりに危険視してたのかもな。だからあいつを監視につけた」


　言いながら、クラウの全身に再び、殺気が膨ふくれ上がり始める。フェリスと戦っていたときよりも、貴族を殺していたときよりも、あきらかに緊きん張ちようした、鋭するどい瞳で、彼は周囲を警けい戒かいし始め。


　シオンはそれに、


「あいつ……というのは、いったい誰だれのことだ？」


　と、聞いた。


　このクラウ・クロムを、これほどまでに緊張させる相手というのは、いったい何者だ？


　とそこで。


　クラウがぐるっと、振り返る。シオンには感じられない、なにか、よくわからない気配を感じて、振り返る。


　それにつられて、シオンも振り返る。


　すると目の前では、信じられない出来事が起きている。


「…………」


　まず最初に目に入ったのが、地面に倒たおれ、気絶してしまっている、シュス・シラーズの姿。


　続いて目に入ったのが、フェリスが──あの、人とは思えないほどの圧あつ倒とう的な強さを見せた彼女が、やはり気を失って、倒れてしまっている姿。


　そしてその向こうに、一人の男が立っている。夜の闇やみの下に、いつの間にか一人の男が立っている。


　本当にいつの間にか──あのフェリスにさえ、その気配を気取られることなく、そこに立っている男を、シオンは見る。
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「…………」


　そいつはひどく。


　ひどく気の抜けた、にこにこと穏おだやかな顔をした男だった。クラウほどではないが、背がひょろっと高い。年のころは、シオンより、五、六歳さいぐらい上……二十一、二だろうか？　しかしその若い見た目とは裏腹に、男の髪かみは白い。真っ白いその髪が、夜の闇の中に妙みような違い和わ感かんを感じさせる。


　その、白はく髪はつの男を見て、シオンは言った。


「……なるほど。あれがさっきおまえが言ってた、紅こう指しのクラウ・クロムをイライラさせるという奴か？」


「ああ。すげぇむかつくんだ、あいつ」


　それにシオンは聞いた。


「ふむ。で、何者なんだ？」


　するとそれにクラウが、答える。


「……俺なんか比べもんにならない、本物のバケモンだよ」


　と、戦場の悪あく魔まが言う。


　それにシオンは、改めて目の前の白髪の男を見つめた。


　その、穏やかな風ふう貌ぼうからは、それほど強そうな印象は受けないのだが、しかし、フェリスがあっさり倒されてしまった事実を目の前にしては、もう、なにも言えない。


「クラウ」


「んぁ？　てめぇなに呼び捨てにしてんだよ」


　という言葉を無視して、言った。


「あいつ、おまえより強いのか？」


　それにクラウは白髪の男のほうへ目を向けて、肩かたをすくめる。


「さてね。だが少なくとも、俺の千倍、あいつはいやらしい戦い方をするよ」


　という、その言葉に白髪の男が言った。


「いやらしいとは心外だなぁ」


　それにクラウが答える。


「おまえの戦い方は、いっつもむかつくぐらいいやらしいだろが、ルーク」


　と、そう言った。


　ルーク。


　それがこの、白髪の男の名前らしい。


　ルーク。ルーク。その名前を、シオンは頭の中で何度か、反はん芻すうしてみる。しかしやはり、彼が集めた情報の中に、ルークという名前はなかった。


　ラッヘル・ミラーが使う人材の中に、ルークという名前の、優ゆう秀しゆうな男はいない。ルーク・デルロスという名の三十代の暗殺者あがりの男はいるが、人相風体も違ちがうし、第一、そいつの経歴を見る限り、クラウの脅きよう威いになるようには、とても思えない。だから、別人だろう。


　つまり。


「…………」


　つまりいま、目の前にいるこのルークという名の男は、不意打ちとはいえフェリスを倒すほどの力を持ち、クラウに怖おそれられ、ミラーに重用されて任務にあたっていながら、まったく、シオンの広げた調査の網あみの中に出てこなかった男なのだ。


　そしていま、クラウが言った、いやらしい戦い方をする、という言葉と合わせてこいつの人物像を想像してみると、


「……なるほど。こいつは、そういう奴か」


　と、シオンは呟つぶやいた。


　慎しん重ちようで、頭が切れる。それも、クラウが化ばけ物ものと称しようするほどに、頭が切れる。ラッヘル・ミラーを化物と呼ばない男が、このルークという名の男を前にして、全身を緊きん張ちようさせている。


　それだけで、シオンにもこの、ルークという男の底の知れなさが見える。


　とそこで、クラウが右手を振ふるった。すると手に持っていたナイフが、信じられないほどの速さでルークのほうへ飛んでいく。


　シオンならそれを、受け止めることはできないだろう。しかしルークはあっさり、ナイフを受け止める。それを確かく認にんしてから、クラウが言う。


「……で、どういうつもりだ？　そのナイフは」


　それにルークは肩をすくめ、


「なんの話です？」


「てめぇが投げたんだろうが」


「知らないなぁ」


「しらばっくれんじゃねぇよ。殺すぞ」


「おお怖こわ。殺されちゃうよ～」


　と、言いながらも、笑えみは崩くずれない。受け止めたナイフをひょいっと投げて右手へ、ひょいっと投げて左手へ、と、まるでお手玉でもするかのように遊ぶ。


　クラウがその、にやにやとしたルークの顔をにらみつけて、


「相変わらずおまえ、むかつくな」


「はは。まあそこは、お互たがいさまということで」


「はぁ？　俺のどこがむかつくんだよ」


　という、言葉に、ルークが、


「顔とか？」


「ぶっ殺……」


　が、そこで言葉を止める。ルークがナイフを投げたから。右手、左手、右手と遊んでいたナイフを、突とつ然ぜんこちらへ──シオンのほうへと、投げたから。


　それほど速いわけではない。シオンにも、受け止められるくらいの速さ。しかしなぜか、反応できない。まるでシオンの虚きよを衝ついたようなタイミングで、そのナイフは投げられて。


　しかしそのナイフを、やはりクラウが、止める。今度は刃はではなく、柄えの部分を握にぎって、止める。


　それをルークが確認してから、


「ほら、あとそういう、決まりごとを守れない不良なところが、むかつくんですよねぇ。その人は殺すってことで、決まったでしょう？　なのになぜ、守るんです？　それともそろそろ、私たちの仲間でいることに、飽あきましたか？」
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　という、その言葉に、クラウがにやりと笑った。


「……ああ、飽きたねぇ」


　それにルークが困ったように笑う。


「言うと思った」


「おまえと仲間ってのにも、飽きてきたしな」


「それも言うと思った」


「あとその、なんでもわかってますって顔をそろそろぶん殴なぐりてぇなぁと思ってたんだよ。ええと、前に殴りあってから、どんくらいたったっけ？　おまえが俺を、ミラー先せん輩ぱいんとこに勧かん誘ゆうしにきて、どれくらいだ？」


「七年です」


「おっと、わりと長ぇな」


「長いです」


「んじゃそろそろもう、殴りどきだな」


　と、言って、クラウが拳こぶしを、ぐるりと回す。


　それをルークは見つめ、


「その、殴りどきっていう言葉自体、意味不明なんですよねぇ。シュスはいったい、あなたのどこを憧あこがれてるんでしょうね？」


　やはり、へらへら笑っているような顔で、地面に倒たおれているシュスのほうへと目を向ける。それからシオンのほうへと目を動かし、


「まったく、こんな獣けものを仲間にしても、面めん倒どうなだけですよ？」


　なんて言ってきて、それにクラウが答える。


「吐ぬかせ」


「吐かしてるのは、あなたでしょう？　七年ですよ？　仲間になって、七年。本当に、私たちを裏切るつもりですか？」


「だとしたら？」


「あなたを殺します」


「へぇ～。そりゃ本気で？」


「ええ」


「できると思ってんのか？」


「逆に聞かせてください。私に……私にあなたを殺せないと思いますか？」


　と、ルークが言った。軽い口調だった。だが、そこで初めて、彼のにやにやした目が、鋭するどく細まる。殺気や気配が、さらに薄うすく、薄く、なっていく。


　まるでそのまま、闇やみに消えてしまおうとしているかのように、存在感が薄まっていく。


　それにクラウは顔をしかめ、


「てめ、本気かよ」


「じゃなきゃ逆に、殺されちゃいますからね。あなたもどういうわけか、本気なんでしょう？　その、使えなさそうな、下げ賤せんの犬の息子むすことか呼ばれてる皇おう子じ様に」


　という、その、言葉に。


　クラウはこちらを見る。それからちょっとだけ、不思議そうな顔になってから、小声で、


「……ああ～、そう言われてみると、なんで俺、おまえのこと守ってんだ？」


　なんてことをいまさら言ってきて。


　それにシオンは笑って言った。


「運命？」


　するとクラウも笑う。


「黙だまれアホ」


　と言って、笑う。


　さらにルークまで笑みを浮うかべて、


「ああもう、困るなぁ。クラウはそういうクサいセリフ、好きそうだもんなぁ」


「好きじゃねぇよ！」


「うそだぁ。じゃあなんで彼の味方するんです？　彼の言葉は全部が全部、馬ば鹿かみたいな子供の戯たわ言ごとじゃないですか。理想論だけで世界が回るなら、世話ない」


　が、それに、クラウが言う。彼は身を低く沈しずめ、シオンを守るように立ちながら、


「だが全部が完かん璧ぺき過ぎて、理想がないのもつまんねぇだろ？　組織のトップは、こんぐらい使えなくて、馬鹿みたいに理想を叫さけぶ奴やつのほうがおもしろいんじゃねぇかって、俺もちょっとだけ、思った」


「……はは、馬鹿なあなたの上に、さらに馬鹿が立つと？」


　その、ルークの言葉に、クラウが答える。


「……楽しそうだろ？」


「本当に、本気なんですねぇ？」


「ああ。もとから、頭が良すぎる奴は好きじゃねぇんだよ。たとえばおまえとか」


「ひどいなぁ。私はこんなにクラウが好きなのに」


「あ、あ、いまのでまじで、おまえ殺すこと決定」


「ははは。じゃあやります？」


「ああ。殺してやる」


「それはこっちのセリフです……と、言いたいところですが……その前にクラウ、あなたにミラー先輩から伝言があります」


「んぁ？　伝言？」


「ええ、伝言。聞きますか？」


「聞きたくないね」


「じゃあ言います」


「てめぇ」


　そして、ルークが言った。


「え～、ミラー先輩が言ってました。『しばらくシオン・アスタールを泳がしてみたが、なかなかおもしろい動きをする。あいつを生かして、国民を煽あおってもいいかもしれない。だからもし、このまま、あのクラウの馬鹿を口説き落とせるほどシオン・アスタールが優ゆう秀しゆうなら、利用してやっても……」


「っておいおい、ちょっと待て。ここにきていきなりなんだよそりゃ、はぁ？　じゃあ、ミラー先輩は最初っから……」


　が、クラウのその言葉を無視してルークが続ける。


「『クラウが落ちるようなら、けっこうの数が向こうに流れるだろうしな。そうしたらくだらない争いが起きる。目的を同じにする組織が争うなどと、愚おろかにもほどがある。別に、トップは誰だれだっていいんだ。俺だろうが、シオン・アスタールだろうが……で、俺は王になるつもりはない。なら、あいつを利用するのも手だろう。まあ、あいつにそれだけの力があったのなら……だが』」


　とそこまでで、シオンが聞いた。


「で、俺を泳がせて、掌てのひらの上で転がして、様子を見てたって？」


　するとルークがそれに、


「試ためされていた、と言ったほうが、正しい。私はあなたの兄、シュリオ皇子にも監かん視しについていましたからね。で、使えるのか使えないのか、試されていた。シュリオ皇子は、すぐにいつ殺してもいいことになった」


「で、俺はおまえや、ミラーのお眼鏡めがねに叶かなったってことか？」


　シオンが聞くと、しかし、ルークは肩かたをすくめる。


「さて。私としては、あなたの動きは少し、稚ち拙せつに見えましたけれど……ミラー先輩は、その判断はクラウの馬鹿がすると言っ……」


　とそこで、


「誰が馬鹿だ、誰が！」


　クラウが怒ど鳴なる。


　が、ルークは無視して、


「で、どうします？　シオン・アスタールの処しよ遇ぐうは、あなたに任せるとミラー先せん輩ぱいは言ってました。まあ、無む駄だに優やさしいあなたには、彼を殺せないと思いますが……情で殺せないというだけならあとで私が殺します。でももし、その男の中になにか。なにか少しでも光るところがあるというのなら……私もあなたの意見に従いましょう。あなたにはどこか、そういう獣けものの勘かんみたいなところがありますからね。あの、絶対に脱だつ出しゆつできないはずの地じ獄ごくからも生き残ってしまうようなあなたには……」


　するとそれにクラウが、


「だから、てめぇらのその、なんでもお見通しですって顔が、嫌きらいなんだって」


　と言ったが、しかしそれにルークは、肩をすくめて、


「でも、頭がいいだけじゃ、見えないことのほうが多いですよ。世界は理り屈くつや、理論だけで回ってるわけじゃないですからね。だからそこを、あなたに頼たよろうとしているわけです。さあ、彼を見きわめてください。彼は別に、この先、世界に必要のない人間なのか？　それとも生かしておくほうがいい人間なのか？　といってももう、ほとんど答えは出てるんでしょうが」


　その言葉に、クラウがこちらを向く。やはり鋭い、威い圧あつ的な瞳ひとみで、こちらを見つめる。


「……俺は」


　と、呟つぶやく。


　まだ少し、なにかを迷っているような顔で、小さく呟く。


　ここで。


「…………」


　と、シオンは思う。


　ここでクラウが、俺の中になにか、ほんの少しでも特とく殊しゆなところを見つけられなければきっと、ここで殺されるだろう。


　いや、ここで殺されなくてもあとで、あの、ルークとかいう男に、殺されるだろう。


　ここが瀬せ戸と際ぎわ。


　命の瀬戸際。


　それをシオンは感じながら、


「…………」


　しかし、そのすべてが、急速にどうでもよくなってきていた。


　なぜならここから少ししか離はなれていない場所に、突とつ然ぜん、兄弟が現れたのを感じたから。


　いや、兄弟というよりは、もう、人ではなくなってしまった、ナニかの存在を感じたから。


　人を超ちよう越えつしてしまっている、なにか。


『堕おちて狂くるった勇者』の力に耐たえきれずに、文字どおり、堕ちてしまった化ばけ物ものの気配を感じたから。


　クラウが言う。


「……俺はおまえを……」


　が、そこで、


「黙だまれ」


　と、シオンは言った。


「んぁ？　てめぇ、誰に口きいて……」


　とかなんとか、なにやらクラウがわめいていたが、シオンはもう聞かない。


　それよりも。


　それよりもやらなければいけないことがある。


　シオンは、闇やみの奥おくを見る。


　夜の街の、路地の奥を見る。


　すると頭の中で、突然、


『ふふ、始まるぞ、シオン。ついに始まる。狂った物語が、ついに始まる』


　ルシルの声がした。


　その間にも、兄弟が迫せまってくるのを、感じる。


　化物が迫ってくるのを、感じる。


　人ではなくなってしまった、『女め神がみ』が、迫ってくるのを感じて。


「逃にげろ」


　と、シオンは言った。


「クラウ、フェリスとシュスを連れて、逃げてくれ」


　それに当然、わけがわからないという顔で、


「はぁ？　おまえいったい、今度はなにを言いだし……」


　しかし、クラウの言葉は、そこまで。


　横から突然、なにか、ちかっと光ったかと思うと、その光に呑のみこまれて彼は吹ふっ飛ばされてしまう。


　その光がいったいなんなのか、それはわからないが、あきらかに、魔ま法ほうではないのはわかった。あんな魔法は、この国には存在しない。


　いや、発動をまったく感じさせずに、クラウを吹っ飛ばせる魔法など、いまの魔法技術の中には存在しない。


　その、正体不明の光にクラウが吹っ飛ばされてしまい、ルークが反応して、


「クラ……」


　と叫さけびかけたが、その彼のほうへも光が放たれる。ルークはそれに、


「うわわ」


　うめくように言って、大きくしりぞく。それから光が放たれたほうへと目を向けて、


「……うわぁ～、なにそれ？　魔法じゃないでしょ、いまの。ちょっとちょっとこれは、まずいなぁ。どこの所属の敵かはわからないけれど、クラウが一発ってのはちょっと……私にも手に負えそうにない……シオンさん、とりあえず逃げま……」


　が、そこで、彼はこちらを見て、


「おっとっと、その顔からすると、シオンさんのお知りあいですかね？」


　が、シオンは首を振ふる。


「違ちがう。だが、くるのは知っていた」


「ほう。私たちが気づかなかったのに？」


　それに、笑えみを浮うかべて言う。


「おまえらに見えないもんもあるんだよ」


「へぇ～。まあ、でも、どちらにせよ状じよう況きようはやばそうです。こう見えても私、予想が立てられない戦せん闘とうでは、めっきり弱いんで。退いたほうがいいんですかね？」


　それに、シオンはうなずく。


「退いてくれ。ついでに、フェリスとシュスも連れてってくれると、助かる」


「あなたはどうするんです？」


「俺はちょっと、化物と話しあってくる」


「はは、またご冗じよう談だんを」


　が、それに、シオンは振り向く。そして笑みを浮かべる。まるで余よ裕ゆうのない微び笑しようをルークに向けて、


「本気だ。で、なんとかしてくる。もし死なないで戻もどってきたら、俺を仲間にしてくれよ」


　それに、ルークが笑った。


「……そりゃ、この状況を打開してこれるんなら、クラウが決める決めないなんか吹っ飛んで真っ先に仲間にするに決まってますが……ま、死ぬでしょう？」


「さてね」


「まあいいや。あとで、土産みやげ話ばなしを聞かせてください。生き残っていたなら」


　そう言って、ルークが地面に倒たおれた、シュスとフェリスをかつぐ。走りだす。


　だがもう、その姿を、シオンは目で追わない。


　すぐ、そばまで、迫ってきているのが、わかったから。


　化物が、すぐそばまで迫ってきているのがわかったから。


　とそこでまた、頭の中の声が言う。


　ルシルの声が、言ってくる。


「シオン」


「なんだ？」


「もうすぐ、目の前にくるぞ、『女神』が」


「感じてるよ」


「だがそれとは別に……」


「あ？」


「いま、赤せき髪はつの男を吹っ飛ばした魔法、あれを撃うったのは、別の奴やつだ」


「はぁ？」


「後ろから別の敵が迫ってる」
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「はぁあああああ？　別の敵？」


「ああ」


「誰だれよ？」


「わからない。だがおそらくは、人じゃない」


「はぁあああああああ？　で、どうすんの？」


　と、シオンが叫んだところで──





　しかし、狂った物語は始まってしまった。





　目の前に、あきらかに人ではない化物が一匹ぴき。





　そして背後に。


　背後に現れたのは……








「……………………」











　すぴりっと・おぶ・わんだー【前編】










　深夜。薄うす暗ぐらい部屋。


　ギシギシと軋きしむベッド。


　その闇やみの中で、もつれあう男女の姿。


　男が下で、女が上という体勢。


　その、下側にいる男──ライナ・リュートは、自分の上に乗っている絶世の美女を見て、思う。


　胸が、苦しいと。


　彼かの女じよを見ると、いつもそうだ。胸が、なにかに押おし潰つぶされるような痛みに襲おそわれる。


　だからライナは彼女を見つめ、彼女の名前を呼んだ。


「……なぁ、フェリス」


「ん？」


「……胸が、苦しいんだ」


　すると、


「ふむ……それはあれか、私わたしへの恋こい心ごころのせいか？」


　なんてことを、彼女は言った。


　恋心。


　そうか。この胸の苦しみは、恋心のせいか。


「恋……恋心、ね……」


　小さくそう言って、ライナはため息をつく。


　寝ね癖ぐせで乱れた黒くろ髪かみに、ベッドに沈しずみ込こむ、脱だつ力りよくした長身瘦そう軀く。そしていつもぼんやりした、やる気ない黒い瞳ひとみで目の前の女を見る。


　相棒の、フェリス・エリス。


　彼女は、異常なほどの、美女だった。艶つややかな長い金きん髪ぱつに、切れ長の青い瞳。スタイル抜ばつ群ぐんの華きや奢しやな体に、透すきとおるような白い肌はだ。


　その、もう、どっからどう見ても美人な彼女がいま、寝ているライナの胸の上に──


　なぜか無理矢理、正座してきていた。


　ライナはそれに、


「……じゃあ、あれか……この、俺おれの胸の痛みは、恋心のせいだと、おまえはそう言いたいわけか？」


「うむ」


「……じゃあ～、あれか。この、おまえがさっきからわざとらしく、膝ひざを俺の肋ろつ骨こつの間にねじこんできて無む駄だに痛いのは、こりゃ恋のせいだと言いたいのか？」


　が、フェリスはあっさり、


「ああ。恋にありがちな症しよう状じようだな」


「ってじゃぁああああああああ、あれか！　この、てめぇえええええが足の先を鳩尾みぞおちに刺ささるようにしてきてるこの死にそうなほどの痛みも、恋のせいだと言いやがるのか？」


「ん？　そんなに痛いのか？」


「痛いよ！」


「どれくらい？」


「すげぇえええよ！　すげぇええええ痛い」


　するとフェリスはなぜか、いつもの無表情の中に、どこか嬉うれしげな表情を浮うかべて、


「ならよし」


「ならよしじゃねぇええええええええ！」


　と、叫さけんでから、ライナははふっとため息をついた。


　ちなみにいま二人がいる場所は、ローランド帝てい国こくに帰ってきて以来、ライナが滞たい在ざいを続けている宿の一部屋だった。


　ベッド以外には小さな簞たん笥すとテーブル、そして椅い子すが二脚きやくあるだけの、質素な部屋。


　だが、椅子は二脚あるのだ。その、二つともが空いているのだ。にもかかわらず、どういうわけかこの美人なだけの迷めい惑わく暴走娘むすめは、椅子には座すわらず、ライナの胸にわざと痛くなるように座ってきていて。


　ライナは、疲つかれ切った声こわ音ねで言った。


「おまえさぁ……いったいこんな夜中に、なにしにきたんだよ？　あ、ちなみに先言っとくと、あれだぞ？　俺ってば、例によって王シオンの馬ば鹿かにこき使われまくって徹てつ夜や三日もしてっから、おまえの迷惑な遊びには付き合えないぞ？　もう、俺ってば、最近ほんのちょっと触さわったら割れてしまうシャボン玉のようにか弱いからな？　超ちよう繊せん細さい。超繊細君だから、そこんところをよおおく、よおおおおおく考えてから、なにしにきたのか、教えてみ？」


　と、聞くと、彼女はうむっとうなずいてから、あっさり答えた。


「暇ひまだ。起きろ」


「言うと思った……ってか、おまえなぁ、いまの俺の話、ちゃんと聞いてたか？」


　その問いに、彼女は少しだけ困ったような表情になって、


「すまない。なるべくきちんと聞き取ろうとしたのだが、なにぶん馬鹿語については勉強不足でな、いまいちうまくおまえの馬鹿な発言を聞き取ることが……」


「帰れっ！」


　ライナは怒ど鳴なった。


　しかし彼女は帰らない。やはりライナの胸に正座をしたまま、今度は無駄に顔を赤らめ、


「あ、あのね、こんなこと女の私から言うと、はしたないって思われちゃうかもだけど……ライナ……私……私ね……今夜は、今夜は帰りたくないの!?　きゃ[image: ]　言っちゃった[image: ]」


「うぜぇえええええええってか、おまえ、まじでなんなの？　なにがしたいの？　あの、ほんと俺ってば体力的におまえの相手はできないんだけど？」


　そうじゃなくてももう、ちょっと気を抜ぬくだけで意識を失いそうなのだ。体中疲ひ労ろうで死にそうなのだ。


　なのにこいつは、この迷惑娘は……


　と、しかし、怒おこる気力も足りなくて、


「はふぁ……」


　ライナはまた、深いため息をついた。それから彼かれは、部屋の窓のほうに目をやり、


「ったく……だいたいいま何時なんだよ？」


　すると外はまだ、真っ暗だった。


　確かライナがベッドに入ったのが夜一時ぐらいで、その間に動いた月明かりの位置からすると、


「……んぁ？　まだ、深夜二時ぐらいか？」


　が、そこで、


「いや、まだ二時にはなっていない」


　と、フェリスは首を振ふった。そしてなぜか、彼女はわざわざ懐ふところから金色の懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出すと、フタをカチンと音を鳴らして開き、時間を確かく認にんする。


「うむ。やはり二時にはなっていない。まだ、一時台だ。正確には、一時五十二分」


「って俺、五十二分しか寝てねぇのかよ」


「うむ。寝過ぎだな」


「ぶっ殺すぞおまえ」


「ふふ。おまえに私は殺せない」


「……いや、確かに殺せないけどさぁ……」


「さて、ではなにして遊ぶ？」


「だから遊ばないって。ああもう、頼たのむから帰ってくれないかなぁ」


　という、ライナの言葉に、しかし、彼女はどういうわけか少しだけ悲しげな顔になってから、突とつ然ぜん、


「……すまない……だが本当に今夜は、帰りたくない気分なのだ」


　なんてことを言い出した。


　今度はさっきまでのおちゃらけた女口調とは違ちがう、真しん剣けんな表情。彼女は澄すんだ瞳で、ライナを真っ直すぐ見つめ、


「だからここにもうしばらく……おいてくれないか？」


　とそこで、


「……んぁ？」


　ライナは、初めて気づいた。


　フェリスが震ふるえていることに。まるでなにかに怯おびえているような、そんな様子で。


　それにライナは、彼女の肩かたをつかんで起き上がる。そして、


「え、って、おい。おまえ、もしかしてさっきからずっと震えてたのか？　いったいどうした？　なにがあった？」


　しかし彼女はそれに、ライナの手を振り払はらって、


「な、なんでも……」


「はぁ？　なんでもないことあるか。こんなの、おまえらしくないだろ。なんだ？　おまえ、誰だれかになにかされたのか……？」


　が、彼女は首を振る。


「なんでもない。なんでもないはずなんだ」


「って、なんだよそりゃ。じゃ、なんでそんな震えてんだよ」


「………………」


　それに彼女は、答えない。


　部屋が暗くていままで気づかなかったが、よく見れば彼女の顔は、蒼そう白はくだった。


　体を震わせ、なにかに怯えている。


「おいフェリス。いったい……」


　だが、彼女はそれに、


「な、なんでもない！」


　叫さけんで、頭を押おさえ、ベッドにうずくまってしまって。


　それにライナは、目を細める。こんなフェリスを見るのは、初めてだった。


　いつも傍ぼう若じやく無ぶ人じんで、剣を使わせれば彼女を止められる者など誰もいなくて。そんな彼女がこれほどまでになにかに怯えているなんて。


　だが、それはなんだ？　こいつが、これほどまでに恐おそれるもの。それは……


「ま、まさか、兄貴か？　ルシルの奴やつになにか……」


　が、それにも彼女は首を振る。


「違う。本当に……なんでもないんだ。ただ、もう少しそばにいてくれれば……」


「だから、なににおまえはそんなに怯えてんだよ！　そばにいろ？　おまえ、いったいなにを……」


「聞くな。聞いたらおまえも狙ねらわれる」


「なっ!?　狙われ……って、おまえ、誰かに狙われてんのか!?」


　そりゃ、まずい。


　と、ライナは全身を緊きん張ちようさせた。なにがどういうことになっているのかはいまいちわからないが、フェリスほどの使い手がこれほど怯える相手が敵だとすると、これはかなり、めんどくさいことになりそうだった。


　だからベッドの上、怯えて使い物にならなくなってしまったフェリスを守るように、ライナは身構える。そして、


「……んで、その狙ってる敵は、もうすぐここにくるのか？」


　するとフェリスは、こくこくうなずく。


「き、今日の深夜二時……二時きっかりに襲おそってくるらしい……」


「ああ、それでおまえは時計を持ってたのか……で、いま何時だ？」


　ライナが聞くと、フェリスは震える手で時計を見る。


「い、一時五十五分」


「……ふむ。あと五分ね……ってか、そいつは、俺とおまえが組んでもかなり厳しい相手なのか？」


「……勝ち目は、ゼロだ」


「うお、まじで？」


「う、うむ。なにせ奴には、実体がないからな……」


　なんて言葉に、


「はぁ？　実体が、ない？　そりゃ、いったいどういう……」


　が、そこで、ふとライナは気づいた。このだんごと迷めい惑わくさで世界を席せつ巻けんする悪逆無道娘むすめが、これほどまでに怯えるものを、兄のルシル以外にもう一つ、思い出したから。


　だからライナはフェリスを見て、言った。


「……まさか……まさかおまえがいま怯えてる敵って……幽ゆう霊れいじゃ……」


　瞬しゆん間かん。


「みゅあっ!?　ゆ、ゆ、ゆ、幽霊が、ついに出たのか!?」


　と、奇き妙みような悲鳴を上げて、布ふ団とんに頭からくるまるフェリス。


　その、姿を、


「…………」


　ライナは半眼で見つめ、そして、


「……ああもう、人ひと騒さわがせな……」


　げんなりとため息をついて、ベッドに腰こしを下ろした。


　そうなのだ。彼女は幽霊がひどく苦手なのだ。なんでもフェリスが言うところによると、


『おまえは怖こわくないというのか？　幽霊は剣で斬きっても斬れないのだぞ？　斬れないものを斬れるようになるまでの、執しつ拗ようなまでの兄にい様さまの訓練がどれほど厳しいか、おまえにはわかっていないのだ』


　とかなんとかで、彼女は兄貴によって、なにやら妙なトラウマを植え付けられてしまっているようだった。


　まあ、でも、人間なにか一つくらいは弱点はあるものだし、それに文句はないのだが。


　しかし。


「おまえなぁ……じゃあ、まじで幽霊なんかが怖くて、俺の睡すい眠みんを邪じや魔ましにきたわけ？」


「……う、うむ」


　布団の中、彼女がうなずく。


　それにライナはまた、小さくため息をついてから、


「でもなんでまた今日？　今日の二時に幽霊がおまえんとこにくるだなんて、どうして思っちゃったんだ？　怖い夢でも見たのか？」


　もう、小さな子供をあやすような口調でライナが言うと、彼女は布団から目だけを少しだして、こちらを見上げ、


「だ、だって……手紙が……」


「んぁ？　手紙？」


「うむ。三日前に、手紙がきたのだ。そこにはこう書いてあった。『これは呪のろいの手紙だ。この手紙と全く同じ文面を複写して、三日後の深夜二時までに、四し人びとの人間へと送らなければ、おまえの元へ死し霊りようが現れ、おまえに取り憑つくだろう』と……」


　なんて言葉に、ライナは、


「……いまどき不幸の手紙かよ！」


　もう、本格的に疲つかれてきた。


　おまけにその不幸の手紙の文面は、本当に、いまどき感満まん載さいで。文面からなにから、もう、まるでひねりがない。いまどきこんな文面じゃ、五歳さいのガキもびびんないんじゃないかというほどの、ダメな文面だったのだが。


　ライナはもう一度、ぶるぶる震ふるえてるフェリスを見下ろすと、


「………………いや、まあ、怯おびえてるってことは、その手紙、複写しなかったってことだもんな。えらかったな。大人になったな」


　なんて微び妙みように乾かわいた声こわ音ねで言って、頭をなでようとしたが、彼女はそれに、


「い、いや、複写はしたんだ」


「したのかよ！」


「……うむ。おまえ宛あて、シオン宛、あの八流美人の馬ば鹿か詐さ欺ぎ師し女エステラ宛、そして兄様宛……しかし、その、兄様宛の文面を書いてる最中に、兄様が現れて……私は嫌いやだと言ったのに……兄様はそろそろ私も実体のないモノを斬れるようになる時期だと……」


「で、複写した手紙を没ぼつ収しゆうされたと？」


「うむ」


「で、今日までずっと震えてたと……」


「う、うむ」


「で、どうせ霊に襲われるなら、一人じゃ心細いから俺を巻き込もうと……？」


　が、それには彼女は首を振ふって、


「い、いや、おまえを生け贄にえに捧ささげれば、死霊様もお怒いかりを鎮しずめてくれるかと……」


「帰れっ！」


　今度こそ、ライナは疲れ切った声音で言った。しかし彼女はだだっ子のように彼のシャツを強くつかみ、


「た、頼たのむ、怖いんだ！　一いつ緒しよにいてくれ」


「だぁあああもう、いくつのガキだよ！　幽霊なんか出るわけないんだから、安心して帰れって。だいたいもう、そろそろ二時過ぎてんじゃないの？　なのに幽霊出てねぇだろ？　ほら、時計見てみろよ」


　それに彼女はまた、手に持っていた時計を、布団からごそごそと取りだして、見る。


「い、いま、五十九分だ」


「ああ、あと一分か。んじゃ、あと一分だけ一緒にいてやるから、二時になったら帰れよ？」


「わ、わかった」


　なぜか今日は、彼女は微妙に素す直なおだった。


　そして、二人は沈ちん黙もくする。


　深夜の部屋に、二人っきり。


　静かな世界に耳を澄すますと、さっきまでは聞こえなかったが、はっきりとフェリスの持っている懐かい中ちゆう時ど計けいの秒針の音が響ひびく。


　カチコチカチコチ。


　二時まで、残りあと何秒だろう？　なんてことを、ライナは思う。どちらにせよ、幽霊なんているはずないのだ。だからこの数十秒すら、無む駄だな時間なのだ。


　もう、疲ひ労ろう困こん憊ぱいなのに。


　一秒でも早く寝ねたいのに。なのにフェリスは、ライナが寝るはずのベッドを横取りして、布団にくるまって震えていて。


　それを、見つめ、


「……ああもう……ま、いいか……」


　と、ライナがまた、小さくため息をついたところで。


　カチン──っと、秒針が動く音とは違ちがう音が、かすかに響いた。分針が、動いたのだ。


　二時。


　深夜二時になった。


　死霊が現れる時間。


　こんな遅おそくまで夜よ更ふかししている悪い子を、死霊たちが連れ去る時間。


　だが……


「…………」


　カチコチカチコチ。


　再び、静かな部屋に、秒針が動く音が響き始める。部屋は静かなまま。何事も、起こらない。それに、


「な？」


　ライナが言うと、


「…………う？」


　そっと、周囲をうかがうように、布ふ団とんからフェリスが顔を出す。


　きょろきょろと周囲を見回す。そして、


「し、死霊は？」


「いるわけねぇだろ」


「で、でも、手紙に……」


「あんな幼よう稚ちな悪戯いたずらに、引っかかんなよ」


「し、しかし……」


「はいはい。しかしもかかしもないから。ほれ、なんも起きなかったんだから、さっさと帰れって。もう、あんまり眠ねむすぎて俺のほうが死霊になりそうなんだから」


　という言葉に、フェリスはなぜか腰こしの剣けんに手をそえ、


「き、貴様が死霊だったのか!?」


「なんて遊びに、付き合う気力ないって言ってんだろぉ？　もういいから、さっさと帰れ……」


　ライナが、そう言いかけたところで。


　しかし突とつ然ぜん。


「……いぬ」


　なんてことを、フェリスが小さく、かすれるような声で言った。それにライナは、


「あん？　なんだって？」


「……いぬだ」


「いぬだ？　って、なに？」


「いぬがいる」


「はぁ？　いぬって、犬のことか？　どこに？」


　が、彼女はそれに、


「…………」


　答えなかった。ただ、布団から顔だけを出し、部屋の天てん井じようあたりを見つめたままで。


「おい、フェリス？」


「…………」


「おいってば」


　が、彼女はやはり、無言。


　それにライナは首をかしげてもう一度、


「お～い？　聞いてんのか？」


「…………」


　しかしやはり、彼女は反応しない。ただぼへーっと、天井を見つめるばかりで。


「ちょっと。まじで頼むって～。俺、そろそろ寝ないとほんとに死んじゃうんだけど？」


　ライナが言うと、そこでやっと、フェリスはこちらを向いてくれた。


　そしてそのまま彼女はにっこり笑って突然、


「ワンっ！」


　と、そう叫さけんだ。


　それにライナは顔をしかめ、


「いや、もう、だからそういうくだらない遊びには付き合えないって……」


　が、それを遮さえぎってまた、


「ワンワンっ！」


　フェリスが、いつもの無表情とは違う、大きく見開いたキラキラと輝かがやく瞳ひとみでこちらを見つめながら言ってきて。


　ライナはそれに、


「あ～の～な～、ほんと、さっきまで不幸の手紙で騒さわいでたと思ったら、今度は犬の霊れいに憑ひよう依いされましたってか？　ああはいはい、わかった。じゃあ、そういう幽ゆう霊れいごっこはまた明日付き合っ……」


「ワォン！」


「だから！　俺もうほんと疲つか……」


「ワワワン！」


「ぶっ殺すぞおまえ！」


　ライナは、怒ど鳴なった。


　だが、彼女はそれにひどく嬉うれしそうにワァンっと言って、こちらに飛びかかってきて、


「だからほんと勘かん弁べんしろってぇ」


　と、ライナは彼女を振ふり払はらおうとするが、彼女は止まらない。嬉しそうにこちらに飛びつき、小さくてかわいらしい舌をぺろっと出す。


　そしてその舌で、彼女は、ライナの唇くちびるをぺろっと舐なめようと……って。え？　あの。


「う…………うおわぁああああああああああああああああああああああああああああ!?」


　瞬しゆん間かん。ライナはそんな声を上げて、ベッドから飛び退のいていた。


「って、あっ、うっ、えっ？　へ？　あの、フェリスおまえ、な、なにやってんの!?」


　という問いかけに、しかし彼女はさらにこちらへと飛びついてきて、ライナの口を無理矢理舐めようと、


「ちょっと待てぇええええええええええ！」


　だが、間に合わない。彼女の舌が、彼の頰ほおをかすって、微び妙みように柔やわらかい感かん触しよくがって、


「うわわわわわわわわわわわわわわわ!?」


　ライナは、飛んだ。そのまま部屋の壁かべを蹴けって、天井の梁はりの部分をつかみ、そこにしがみつく。そして、


「あの、あの、あの、おまえ、いったい、なにしちゃってんの？」


　ライナが聞くが、彼女はそんなライナを、まるで犬のおすわりのような格好で不思議そうに見上げ、そして首をかしげると、


「くぅ～ん」


　少し寂さびしそうに、鳴いた。


　その姿がなんか、その、微妙にかわいらしいとかってそういうことじゃなくて！


「ああもう、ああもうなんなのこれ？　どういうことになってんの？　ちょ、あの、誰だれか説明して？」


　うろたえてそんなことを言ってみるが、当たり前だが誰も説明してくれない。


　だが、あきらかに彼女の様子はいつもと違ちがった。


　というか、顔付きからして違う。


　いつもの無表情とは違い、冷たいまでに異常に整っている顔に、妙みようにとぼけたような愛あい嬌きようがくわわって、異常にかわいらしくなっている。頰には少し赤みが差し、桃もも色いろの舌を出しっぱなし。おまけに妙に荒あらい息づかいで、


「はっはっはっはっはっはっはっ」


「って犬かよおまえは！」


　というライナの突つっ込こみに、彼女は、


「ワン！」


　と嬉しそうに鳴いた。


「……いや、あの、冗じよう談だんだよね、これ？」


「ワン！」


「……冗談だって言ってくれよ……」


「ワァン！」


「……まじで？」


「ワワン！」


「…………うわ、すげぇめんどくせぇ」


　と、そこでライナは、さっき舐められた自分の頰をそっと触さわってから、


「………………いや、まあ、冗談でこんなことされても、困るんだけどさぁ……」


　少し、彼女の舌が触ふれたときの頰の感触を思い出して、再び頭を抱かかえる。


　というか、普ふ段だんのフェリスなら絶対そんなことするはずがないのだ。


　というか、もしそんなことになるようなことがあってはいけないはずっていうかあるはずないってあれ俺いったいなに言ってんだもうああうぜぇなぁ！


　とそこで、


「ワン！」


「うっさいわ！」


「ワンワン！」


「うるさいうるさい、ちょ、黙だまれ。いま、なんか大変なんだから。で、え～、なんだっけ？　あ、そうそう。とりあえずいまの状じよう況きよう確かく認にんだな。よし。落ち着け俺。で、なんだ、じゃああれか。おまえは犬なのか？」


「ワン！」


「……じゃ、犬の霊かなんかに取り憑つかれたとか、そんなベタな展開なのか？」


「ワンワン！」


「……って、一応聞くけど、おまえ俺の言葉は通じてるわけ？」


　するとフェリスは、お腹なかをこちらへ見せてころんっと転がって、


「ワフ？」


「……はい、通じてないね……まあ、フェリスの意識があったら、あんなことしないだろうしな……え～、じゃあ、つまりおまえは、不幸の手紙の予告どおり、霊に取り憑かれたと、そういうことか？」


「く～ん」


「……もしくは、不幸の手紙への恐きよう怖ふのせいで頭がおかしくなっちゃったとか……まあ、とにかくあれだ。いまがどういう状況なのかはわかんねぇけど、おまえを元に戻もどさないといけないわけか……じゃなきゃ、俺の貞てい操そうが危ないし……」


　といっても、いまのままじゃまるで手がかりもないし、まずはフェリスが受け取った不幸の手紙ってやつを見てみるくらいしかないのだが。しかし、


「……いまどき幽ゆう霊れいって、どうなのよ？」


　ライナは、うんざりしたような口調で呟つぶやいた。子供に聞かせるヨタ話じゃあるまいに、いまは魔ま法ほう全ぜん盛せいの世界、魔ま導どう学がくの研究の中でもすでに、幽霊なんて存在しない、っていうことは、証明されているはずなのだ。


　でも、じゃあ、


「こいつのいまの状況はなんなんだと聞かれると、答えようがないけど……ま、その不幸の手紙に、なにかの洗脳魔法でもかけられてたってのが真相だとは思うが……」


　とそこで、ライナはふと気づいて、一度目を閉じてみる。そして、再び開く。すると突とつ然ぜん、彼の黒い瞳ひとみの中央に、朱しゆの五方星が輝かがやき始めた。


『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼ばれる特とく殊しゆな瞳だ。この世の、すべての魔法の構成を読み取ることができる、呪のろわれた瞳。


　その瞳で、フェリスの、ネンネのポーズでくてっと倒たおれている様子を見つめるが……


　しかし、


「あれ、なんも魔法かかってない……いや、そんなはず……」


　が、いくら見ても、やはり魔法はかかってない。それに、


「ええ～？　まさかじゃあ、ほんとに幽霊の仕し業わざだって言いたいの？　んな馬ば鹿かな……」


　言ってから、もう一度『複写眼アルフア・ステイグマ』でフェリスを見つめてみるが、彼女は美人なばかりで、他ほかにはなんの魔法もかかっている様子はなかった。


　それにライナは、


「……………………うええええ？　んじゃ、どうすんのよ？　俺、幽霊の扱あつかい方なんか知らないぞ？　おまえ知ってる？」


「ワフ？」


「だよなぁ。じゃ、どうしよ。こういう場合、あれか？　霊れい能のう者しやとか、そういう奴やつの領域か？　でも、んなインチキくさい商売してる奴に知り合いいないしなぁ……」


　と、少し考えてから、


「ああまあ、シオンに相談すりゃ、誰か紹しよう介かいしてくれるか。んじゃ城か。さっき城から帰ってきたばっかなのに、また城なのか！　あ、なんかちょっと泣きそう……」


　なんて言いながら、ライナは天てん井じようから、ひょいっと降りた──


　瞬間！　再びフェリスが嬉うれしそうにベロを出して、ライナの唇に飛びつこうと、


「って、うわぁあああああああああああ!?」


　また、ライナは飛ぶ。天井にはりつく。


　そして、


「お、お、おまえ、ちょっと！　降りれねぇじゃねぇか！」


「ワン！」


「ワンじゃない！」


「キュン！」


「いやそうじゃなくてね……ああ、え～と……よし」


　と、ライナはフェリスを見下ろして、言った。


「おすわり！」


　すると、


「ワン！」


　一声鳴いて、フェリスはおすわりの姿勢になる。


「うお、通じた！　こっち系の言葉は通じんのか。じゃ、じゃああれ、フセ」


「ワン！」


　彼女はフセの姿勢になる。それにライナは、


「おまえ、意外にかしこいな！」


　と、人間相手に言うのもどうかと思うのだが。しかし彼女はそれに、なぜか褒ほめて褒めてな顔でこちらを見上げきて。


　ライナは天井から降りて、


「よしよしよしよし」


　頭をなでてやる。すると彼女は、幸せそうな顔で頭を絡からめてきて。


　それはいつもの、迷めい惑わく暴走悪逆無道娘むすめとは大おお違ちがいのおとなしい態度で。


　ライナは。


　ライナは少しだけ、思った。


「……このまま、元に戻さなくても……」


「ワン？」


「いや、噓うそだよ？　噓だって。戻すに決まってるじゃーん？　ははは」


　と、ライナは誰だれともなしに、言い訳した。それから立ち上がり、


「さて、んじゃ、めんどいけど城いくか」


　と、部屋を出ようとして。


　それに合わせてフェリスも、ついてくる。四つん這ばいのまま犬のように歩いて。


「…………いや、それはまずいだろ？」


「ワン？」


「その歩き方で街の中いくのはちょっと……まずいよな？」


「くぅん？」


「おまえ、ここで待ってろ」


「？」


「な？　いい子だから。じゃ、俺はいくぞ」


　言って、部屋にフェリスを残したまま外に出て、扉とびらを閉める。


　その、途と端たん、


「ワンワンワンワンワンワンワンワン！」


　無む駄だに吠ほえだして、ライナはげんなりと、


「ああ、いるいるそういう犬。でも、出さないよ。おとなしく待ってろ」


　言ってから、彼は階段を下り、そして宿を後にする。


　目指すはローランド帝てい国こく城。


　この国で最もいじめっ子な男が住まう場所。


　が、そこで。背後で突然、パァンというガラスが割れる音が響ひびいて、


「え？」


　と、ライナは振ふり返る。するとフェリスが宿の窓を割って、外に飛び出してきたところだった。彼女はそのまま地面に着地。ライナの姿を見つけるなり、嬉しそうにこちらへ飛びかかってこようとして……


　しかし、その、横をたまたまジョギングしていたおばさんを見つけると、彼女はそちらへ一直線に、


「って誰でもいいのかよ！　じゃなくて、えーあー、お、お、おすわり！」


　が、彼女は止まらない。そのおばさんも素す通どおりして、ありえない速さで一直線に駆かけ去っていって、


「……お、おいおいおいおい、冗じよう談だんだろ」


　慌あわててライナも、走り始める。


　それも、全力で。ここんとこロクに寝ねてないのに、全力で。


「あああああもう、ゲロ吐はきそう……そして泣きそう」


　ライナは半泣きで言いながら、走った。とにかく走った。そして四つん這いで走り続けるフェリスを追う。路地裏を抜ぬけ、商店街を抜けて、さらに大きな商店街へ。そしてその、途と中ちゆうにあったゴミ捨て場にいたカラスに反応して、フェリスの動きが鈍にぶったところで、


「つかまえたぁあああああああああ！」


　ライナは、後ろからフェリスの金色の髪かみをわしづかみにして、叫さけんだ。そのままゴミ捨て場に捨ててあった縄なわのようなものを見つけ、


「だあもう、この犬コロが手間かけさせやがって！　おまえなんか、こうしてやる！」


　言いながら、彼女の首に、縄を巻き付けていく。ちょうど、犬の首縄リードのような感じ。


　その縄を彼女の首に巻き終わると、ライナは満足げにうなずいて、


「よぉし。これでもう逃にげられないな」


　と、言った瞬しゆん間かん。


「お、おまえ、なにしてんだ？」


　なんて声をかけられて、ライナは顔をあげた。するといつのまにやら彼の周囲には、妙みように人だかりができていて。こんな深夜にもかかわらず、この商店街には飲み屋が多いせいか、それなりに人がいるようだった。


　その人たちが、ライナたちをじろじろと見てくる。


「…………」


　ライナと、そして、そのライナに縄で無理矢理首をつながれた、四つん這いの美女の姿を……


　それにライナは、


「………………あ～、え～、いや、あのね、これには深いワケが……」


　が、その深いワケを話す前に、


「へ、変態に女性が襲われてる！」


「いや話を聞いて……」


「誰か保安官を呼べぇ！」


「ちょ、待っ、保安官はまずいって。まずは俺の説明を……」


「おい、おまえらいったいどうした？」


「って保安官いるのかよ！」


　というライナの悲鳴は無視されて、


「あ、保安官！　ちょうどいいところに……こいつが、こいつが女を襲って首に縄を！」


「なぁにぃ？　ちょっと君、きてもらおうか」


　そんな、なんかいつもどおりな展開に。


「………………いや、まあ、悲しいことに俺ってばこういうのもう、慣れちゃってるけどさぁ……んじゃ、逃げるかフェリス」


　ライナはもう、あきらめきった顔で言ってから、ぐいっと縄を引っ張った。


　しかし。


「…………」


　その縄が、動かない。それにライナはもう一度縄を引き、


「おいフェリス。逃げないとまずいんだって。いくぞ」


「…………」


　やはり動かない。


「おい、抵てい抗こうすんなって」


「…………」


　まるでびくともしない。


　それにライナはフェリスのほうをにらみ、


「って、なんなんだよ！　もう、ちょっとくらい言うこと聞いてく………………え？」


　しかし、そこで、ライナは言葉を失ってしまった。


　目の前。


　目の前で、信じられないことが起きようとしていたから。


　いや、でも、こんなこと……


　こんなことありえない。


　あっていいはずがない。


　だが目の前では、現実にそれは、起きようとしていた。
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　ライナが引っ張る縄に抵抗しながら、フェリスは、四つん這いのお尻しりの部分だけを地面につけていて。それはまるで、メスの犬が、おしっこをするようなスタイルで。


「……ま、まさか……噓うそだよな？」


　と、ライナがフェリスの顔を見ると、彼女はなぜかちょっと恥はずかしそうに顔を赤らめ、体を震ふるわせ。


　そして小さく、


「……んっ」


「ってちょっと待ったぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」


　ライナは、絶ぜつ叫きようした。


　するとそれにフェリスがびくんっと驚おどろいた表情になり、こちらを見上げる。


「きゅ？」


「いやきゅじゃなくて！　あの、待て！　まじで！　いまだめ！　それだめ！」


　必死に言うと、フェリスは不思議そうな顔で首をかしげ、


「クゥン？」


「とにかく、あの、あれだよ。シオンとこいこう。ほら、城いきゃ女官もいるし……トイレの世話もしてもら……」


　が、そこでまた、彼女の腰こしが下がり、


「……んっ」


「だから待てってぇええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええっ!?」


　ライナは悲鳴を上げて、なんとかフェリスのアレを防ごうと、縄を強く引っ張る。


　しかし彼女は、動かない。


　ただ、ぷるぷる震えるばかりで。


　もう。


　いまにもアレを……


「ってだからだめだってぇええええ、あああもう、わかった！　ちょっとだけ、頼たのむからちょっとだけ我が慢まんしてくれ……あの、おぶってくから、あとちょっとだけ我慢！　な？　できるか？　いや、おまえはできる子のはずだ！」


　などとライナは勝手に決めつけて、無理矢理縄を引っ張り、彼女を背中におぶる。


　すると保安官たちが、


「へ、変態に女性が拉ら致ちされ……」


「うっさいわ！」


　ライナは叫さけぶ。


　その、彼の背中では、


「く、くぅ～ん」


　フェリスがなにかを我慢するように震え始めていて、


「うあああ、待て、あとちょっとだから！　俺全力で走るから少しだけ我慢な？　な？」


「あの変態男を捕とらえろぉおおお！」


「だからてめぇらはうっせぇって言ってん……だああああもうぜぇええええええええ!?」


　そして、ライナは全力で走り始める。


　いまやもう、寝ね不ぶ足そく過ぎて吐はきそうで、すでに自分の体重を支えるのもきついくらいなのに、さらに背中にフェリスをおぶって走り始める。


　だが、もう、体力は限界だった。


　いまにも足がカクーンっと折れそう。というか人生にカクーンと挫ざ折せつしそう。


　しかしそれでも、


「ま、負けるかぁああああああああああ！」


　ライナは走った。必死に走った。


　なぜなら背後ではフェリスが震えているのだ。もう、いまにもアレしそうなのだ。


　さすがにそれは……ちょっと、あの、まずいだろう？


　だから頑がん張ばれ。頑張れ俺。


　人生頑張るとか俺の生き方のコンセプトとは全く違ちがうけど、今日だけは頑張れ。


　とにかく！


「頑張れ俺ぇええええええええええええ！」


　なんて無意味に叫んで自分を鼓こ舞ぶしながら、ライナは追いかけてくる保安官たちの倍の速さで走り続ける。


　そしてそんな彼の後ろからは、ここ最近では最大の頑張りを見せる彼を、頑張れと応おう援えんするこんな声。


「あの変態を逃にがすなぁ！」


「この変態野や郎ろうが、逃げられると思うなよ！　おまえの顔覚えたからな！　指名手配だ！　全国に指名手配してやる！」


　そんな嬉うれしい声援に、ライナはもう、


「…………………………ははっ」


　なんかもう、思わず半笑いになった。


　指名手配。


　変態野郎として、指名手配。


　こんなに頑張ってるのに、指名手配……


　そんな不幸のスパイラルに、


「……ふ、ふふ、うふふふ、あはは……おかしいなぁ。俺のとこには不幸の手紙、一通も届いてないはずなのになぁ」


　そんな人生の理り不ふ尽じんさについてとか、妙みようなことを考えながらも、走り続ける。


　目指すは、世界最高のいじめっ子王、シオン・アスタールが待つ居城。


　果たしてライナは、フェリスに取り憑ついた犬の霊れいの謎なぞを解くことができるのか？


　そしてフェリスのアレは、無事、間に合わせることができ……


「……んっ」


「ええええええ!?　ちょ、頼むからちょっと待ってくれぇええええええええええええええええええええええええええええええええ!?」


　そんなライナの悲しい悲鳴が、夜の街に轟とどろいた。







（すぴりっと・おぶ・わんだー：つづく）












　すぴりっと・おぶ・わんだー【後編】










　時間がない。とにかく時間がない。


　だからライナは、


「やぁあああべぇええええええええ!?」


　叫さけびながら走っていた。


　彼かれの背中では、ぷるぷる震ふるえる絶世の美女──フェリス・エリスの姿。彼かの女じよの命がいま、危険にさらされているのだ。


　だからこそライナは、


「やばいやばいまじでやばい!?」


　叫びながら、必死に駆かけていた。


　ちなみにいまの状じよう況きようは、こうだ。


　フェリスがどういうわけか犬の霊れいに取り憑つかれ、ワンワン鳴いたり、ライナの口を舐なめてこようとしたり、あげくの果てに街のど真ん中で四つん這ばいになり、顔を赤らめ、


「……んっ」


　とか言っておしっこをしようとしたのをライナは慌あわてて止めて、彼女を背負い、走り始めたのだが。


「…………」


　しかし、フェリスはもう、限界だった。


　それは背中で感じる、彼女の息づかいでもわかる。


「ふーっふーっふーっふーっ」


　と、まるで真夏に、犬が暑さを我が慢まんしているような、声。


　そんな声を彼女は上げていた。


　もう、彼女は限界に達している。


　彼女のアレは、限界に達しているのだ。


　だから彼女は、ひどく切なそうな声こわ音ねで、


「……クゥン」


　と小さく鳴いてきた。それにライナが振ふり向くと、背中では彼女が、いつもの無表情とは違ちがう、妙みように色っぽい悲しげな顔でこちらを見つめてきていて、また、


「……クゥゥ」


　切なく鳴く。それにライナは、


「……あう、も、もう限界ってこと？」


「……ゥゥ」


　泣きそうな、声。


「……ちょ、あの、ま、待てって」


「……ゥゥゥ」


　やはり泣きそうな、声。


「ほ、ほら、もうここまで頑がん張ばったんだしさ、城につきゃ、シオンのところには女官がいるし……そしたらトイレの世話も……」


　が、瞬しゆん間かん、彼女は切ない顔から、諦あきらめたような顔、そして幸せそうな顔になって、


「……んんんっ」


「ってだから待てぇえええええええええええええええええええええええええええええ！」


　その言葉にまた、彼女はびくんっと動きを止める。そしてまた切ないような、悲しげな顔でこちらを見つめてくる。もう、少し涙なみだがたまっている、青く澄すんだ瞳ひとみ。


「……ウゥ～？」


　まだだめなのご主人様？　と、エサを食べるときにマテ！　と言われて悲しくなってしまった子犬のような顔をしていて。


　なんとか。なんとか彼女のアレは、寸前で止めることができたらしい。


　しかし次はない。それはもう、ライナにもわかった。


　だって彼女はもう、あまりに我慢しすぎて、全身をぶるぶると震わせているのだ。もう、彼女は、次の波は我慢できないだろう。


　時間がない。時間がないのだ!?


　だから、


「や、やべぇええええええええええええ早く城につけぇええええええええええええ！」


　ライナは、走った。必死で走った。三日徹てつ夜やで寝ね不ぶ足そくで、全身が疲ひ労ろう困こん憊ぱいで、頭痛はしてるし胃はむかついて吐はきそう。それでも彼は、フェリスを背負って全力で走る。魔ま法ほうで身体能力を無理矢理加速させて、筋肉千切れそうになりながらも必死に頑張る。


　もうすぐなのだ。すでに街を抜ぬけ、貴族の館やかたが並ぶ区画も抜けた。あとはあの、いじめっ子王シオン・アスタールの待つローランド城へ入れば、なんとかなるはずだった。


　シオンに頼たのめば、女官を呼んでくれて、そしたら男の目に触ふれないところでなんとか服を脱ぬがしてもらい、きちんと人間らしいアレができるはずで、フェリスの乙おと女めの、まあ、え～、うん、なんだ？　とりあえずなんか、そんなよくわからないけど大切っぽそうなものもちょっとは守られるような気がするのだ。


　だが。


「ま、間に合うのか……？」


　ライナは走りながら、少し不安になる。


　もう、本当に彼女は限界のようで。


　こんな状態でこれから城へいき、城の上層階にある執しつ務む室にいるシオンのところまでたどりついたあと、事情を説明して女官を呼んでもらい、それからやっとトイレにいくなんて手順を踏ふんでいて、果たして間に合……


「……んんっ」


「ってちょっと待てぇええええええええええええええええええええええええ！」


　が、彼女はもう、なんとか体を揺ゆすってライナの背中から逃にげようとする。


　限界を超こえ始めてるのだ。もう早く地面でさせてくれと、そういうことなのだろう。


　だが、ライナは彼女を離はなさない。左手で強く彼女の腰こしの部分を押おさえつけ、右手では、彼女が逃げないように首につないだ縄なわを、ぎゅっと引っ張る。


　すると彼女はもう、ひどく力のない声音で、


「……キュゥ～」


　なんて言ってきて、


「あう……わ、わかってる！　わかってるから、ちょっとだけ、な？　いい子だから、あとちょっとだけ頑張ってくれ……」


　それに彼女は、ベロをだらんっとだしたまま、ライナの肩かたに頭をかくんっと乗せる。


　そして、震ふるえる。


「…………ハフハフ」


　彼女は、ぐったりしたまま、震える！


　それにライナは、


「あわわわわ、だ、だめだ……こいつもう、絶対限界だ……このままじゃ、このままじゃ間違いなく……」


　彼女は背中におぶわれたまま、アレを……


「っていやいやいやいや、それはまずい！　それは一番まずい！　うああああああああああじゃあどうする？　どうすりゃいい？　もうシオンところにいってる時間はねぇぞ？　あれか？　この際草むらにフェリス放ほうり投げて…………ってじゃあ服はどうすんだぁああああああああああああああああああ！」


　と、切せつ羽ぱ詰つまって一人叫さけびまくるライナの後ろで、フェリスはもう、徐じよ々じよに力をなくしていく。もうやばい。もうやばいどころの騒さわぎじゃない！　じゃあ、どうする？


「どうすりゃいい？」


　と、ライナが言った、瞬しゆん間かんだった。


　目の前。目の前に、奇き跡せきが現れるのを、彼は目もく撃げきした。


　城から出てくる、男女の姿。


　それも、両方見知った顔だった。


　一人は、シオンの側近──確か、カルネ・カイウェルとかいう男だ。


　年に似合わぬどこか幼い容よう貌ぼう。温和そうな顔立ちに、ウエーブのかかった柔やわらかい金色の髪かみ。そして愛らしい碧へき眼がん。


　しかしその見た目とは裏腹に、弱じやつ冠かん十八歳さいにして彼は少将の地位にあり、おまけにシオンの左ひだり腕うでとまで呼ばれている男なのだが……いまはそんなことはどうでもいい。


　それよりも大事なのは、その隣となりの少女だ。


　確かカルネの秘書のエスリナとかいう少女。


　肩で綺き麗れいにそろっている琥こ珀はく色の髪。凜りんとした青い瞳ひとみ。年は十四、五歳の幼さながら、隣でへらへらと笑っているカルネよりも遥はるかにしっかりとした口調で、


「もぉカルネさんってば、勤務中にお酒を飲むなんて、ダメじゃないですか！」


　するとカルネが、


「勤務中じゃないもーん。残業中だもーん」


「残業でも仕事中です！　あああ、ほら、ちゃんと帰れますか？」


「エスリナこそ、こんな夜遅おそくまで子供が起きてちゃだめじゃないかぁ」


「こんなに遅くなったのは、カルネさんのせいでしょう！　カルネさんがまた人妻を口説きにいくとか言ってお昼にいなくなるから……そ、それにですね、わ、私わたしは子供じゃありません！」


「子供じゃーん。子供子供～」


「こ、子供じゃありません！　わ、私だってあと一年くらいすればですね、もっと、あの、大人の魅み力りよくが出て……えとその、カルネさんも私の魅力にくらくら～っと……って、カルネさん？　え？　あの、立ったまま寝……」


「ぐ～」


「えええええ!?　ちょ、部屋まで！　部屋まで歩いてくださ……」


　が、そこでエスリナの言葉は止まる。


　カルネががくっと脱だつ力りよくして、エスリナに抱だきつくようにくずおれたから。


　それをエスリナは必死に抱きとめて、


「え？　あ、ええ？　あの、カルネさん!?　あのあの……」


　顔を真っ赤にしてそんなことを言うが。


　カルネは完全に寝てしまっていて、反応しない。それに。


「あ、あの……その…………」


　言葉は、そこまでだった。エスリナは顔を赤らめたまま、


「……もぉ……」


　なんて少し嬉うれしそうに言って、優やさしい顔でカルネを見つめる。そして彼の髪の毛を、そっとなでようとして。


　彼女は、恋こいをしていた。


　間ま違ちがいなく、恋をしていた。


　そういう方面にはいまいち疎うといライナにも、あきらかにわかるほど、彼女の態度はわかりやすかった。


　赤らめた顔。好きな人と、二人でいられるだけで、幸せを感じているような雰ふん囲い気き。


　おまけにその日は本当にいい夜で。夜風は気持ちいいし。空にはたくさんの星が輝かがやいている。そうだ。今夜は、恋をするにはもってこいの夜なのかもしれない。


　だからこそ。


　だからこそ、ライナは言った。


　幸せそうな、恋する二人を祝福するために、ライナは大きな声で、


「……俺の不幸をおすそわけぇええええええええええええええええええええ！」


　最低なことを叫びながら、とりあえずカルネの顔面を蹴けり飛ばしてみる。


　それにエスリナは驚きよう愕がくの表情で、


「えええええ!?　ちょ、あの、ええええ!?」


　もう、本当に驚おどろいたようで、それしか言えない。


　しかしライナは気にしない。なんせ時間がないのだ。一分一秒を争う緊きん急きゆう事態なのだ。


　だからライナはカルネのほうを見る。うまいこと気絶してることを確かく認にんする。よし、これでフェリスが最悪、アレがその、間に合わなかったとしても、見られないですむ。


「じゃ、次だ」


　と、吹ふっ飛んだカルネを助けにいこうとするエスリナの腕を、


「ちょっと待てぇい！」


　ぐいっとつかむ。するとエスリナはこちらを振ふり向き、おろおろした顔で、


「嫌いやぁああ!?　ちょっ離はなしてくださ……って、え？　あれ、あなた、ライナさんですか？　あの、な、なんでこんなこと……」


　が、ここでぐだぐだ問答している時間はないのだ。だからすぐさまライナは、自分の背中のほうを指さし、


「緊急事態！　手を貸してくれ！」
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　それに、エスリナはライナの背中のほうを、見た。彼の、背中におぶさっている、フェリスの姿を。


　もう力なく、ぐったりとしている美女の姿。舌をだらんとだし、はぁはぁと荒あらい息。そしてその首には、縄なわがつなげられていて。


　もうそれだけで、頭のいいエスリナには、いまの状じよう況きようがいかに逼ひつ迫ぱくしたものか、理解できたようだった。


　だから彼女は言った。


「ら、ら、ライナさんが、おかしくなったああああああああああああ!?」


「えええ!?　いや、ちょっと待っ……」


「嫌ぁああああああ変態触さわらないでぇええええええええ助けてカルネさぁあああ……」


　それにライナは慌あわてて、


「だ、黙だまれってこいつ！」


「……嫌ぁああああふ、はふ、フガフガ」


　エスリナの口を無理矢理押おさえつける。


　しかし時すでに、遅おそし。城の中からは警備兵たちが、


「ん？　いま、誰だれかの悲鳴が……」


「どうかしましたか？」


「あれ、誰か倒たおれて……うわこのお方は、カイウェル少将っ!?　い、いったいなにが!?」


「ど、どうする!?　これは大問題だぞ！　お、応おう援えんを、応援を呼べぇ！」


　なんて展開を、ライナはとっさに城の柱の陰かげに隠かくれて、見つめる。


　腕うでには口を無理矢理押さえたエスリナ。


　背中には首に縄をつけた美女。


　そんなあきらかにアレな自分の姿に。


「………………なんか、なんかすっごくその………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………いや、考えるのはやめよう」


　言葉どおり、考えるのは、やめた。


　ただ少しだけ、泣きそうになる。


「……うう」


　と、そんな彼の腕の中、


「ふごふごふごいここふごごふふご!?」


　なんて意味不明な声を上げるエスリナに、しかし、ライナは手を離さない。離せばどうせ、また悲鳴を上げられてしまうのだ。


　だからライナは彼女を見下ろし、一気に言った。


「あの、まずは落ち着いて、話を聞いてくれ。あのな、フェリスが霊れいに取り憑つかれ………………じゃなくて、あ～病気！　なんか急に病気になっちゃって、一人じゃなにもできなくなっちゃったんだよ。で、その、なんていうのか……お、お、おしっこの世話とかさ、ほら、服脱ぬがして俺がするわけにはいかないだろ？　で、慌ててここに連れてきたんだけど、もう、フェリス、我が慢まんの限界なんだ。だから俺はすげぇ慌ててて、とりあえず時間がないから男は全員遠ざけようってことでカルネをぶっ飛ばしたわけで、で、その、あの、まあとにかく、よろしく頼たのめないかな？」


　と、そこまで説明したところで、塞ふさいでいた手をどけた。するとエスリナは、


「ふぇ、フェリスさん大だい丈じよう夫ぶですか!?」


　そんな声を上げてくれたので、ライナはほっと胸をなで下ろした。やっとだ。やっと、通じた。やっと味方が増え……


「いま、いま変態からあなたを助けま……」


「って頼むから誰か俺の話をちゃんと聞いてくれぇえええええええええええええええええええええええええええええええ！」


　ライナはそんな、絶望の声を上げた。





　　　　◆





　その、五分後。


　なんとか誤解を解いて、フェリスをエスリナの部屋に連れていってもらい──その、部屋の扉とびらの前で。


「……あ～……」


　ライナはそんな声を上げていた。


「……あ～～～なんとか間に合ったけど……なんか……なんか俺、すげぇ疲つかれたよ……」


　いまにも寝ねそうな顔で、そんなことを言う。


　当然だろう。だって、


「……もう、三日徹てつ……ああ、まあ、何度も言っても始まらないからもう言わないけどさぁ……とにかく俺、すげぇ頑がん張ばったと思うんだよねぇ……全力で走って、走って、走って、走ってさぁああああ……でも……」


　こんだけ頑張ったのに、まだ、解決したことといえば、フェリスのアレだけなのだ。


　他のことはもう、まるで！　まったくもって！　完全に解決していなくて。


「でも俺ってばあれだぜ？　ほんと今日はこれ以上の体力はないんだぜ？　もう無理だって。まじ無理。超ちよう無理。ってことで、こうしない？　ほら、もうこの話はこれくらいにして、夢オチだったとか、そういうのどう？　はっ！　と俺が目を覚ましたら、俺はベッドの上で、あれぇフェリスが犬になったはずじゃ……って、ああ、夢かぁ。しかし、よく寝たなぁ……とかそういうのすごくいいなぁとか……」


　しかしそこで、


「ワン！」


「…………いや、あれだよほんと。俺は夢オチでも全然構わな……」


「ワンワン！」


「…………」


　それにライナは、閉じかけの目を開けて、


「…………現実は、厳しいなぁ」


　小さく、吐と息いきとともに呟つぶやいた。


　そして、声のほうを、見る。


　するとエスリナの部屋の扉が開き、ひょこっと美人が顔をだす。フェリスだ。彼女はもう、なにやらいろいろすっきりして、元気よくなった顔をしていて。目があった瞬しゆん間かん、


「ワン！」


　一声鳴いて、じゃれてくる。そのまま彼女が嬉うれしそうにベロを出し、またライナの唇くちびるを舐なめてこようとするが……


「はいはい、それはもういいから」


　ライナはもう慣れたもので、彼女の顔面を手でつかんで、止めた。


　するとその後ろから、エスリナが出てきて。


「す、すみません……事情も知らずに私、ライナさんのことを変態だなんて言って……」


　が、ライナはそれにひらひらと手を振ふり、


「あ～いいよ別に。そういうのもう、俺、慣れてるから」


「でも……」


「いいって。んじゃ、いくか」


　言って、ライナはフェリスの首につないである、縄を拾う。


　するとそこでエスリナが、


「……あの」


「ん？」


「……フェリスさん、いったいどうしたんですか？　ライナさんはさっき病気って言ったけど……これは……」


　そこまで言ってから、彼女は心配げな顔で、フェリスを見下ろす。犬のような格好で、犬のような動きをするフェリスの姿を。


　彼女はいったい、どうしてしまったのか？


　その問いに、ライナは今回のことをエスリナに説明することにした。


「え～とね、なんというか、今回のことはちょっと入り組んでんだけど……え～、その、あれだ。ああ～～、ま、うん。なんていうか、眠ねむくてめんどくさくなってきたから、また今度な」


「そんなっ!?」


「いやだってさ～これからシオンとこいって、もっかい一から事情説明すんだぜ？　二度も三度も説明すんのめんどくさいじゃーん。だから、今度な、今度」


「じゃ、じゃあ、私もついて……」


「それはだめ。喋しやべる相手増えるとめんどいからだめ」


「そんな理由じゃわかりません！　ちゃんと説明してください！」


　なんて、めんどくさいことを言ってくる。こちとらいま、この瞬間にも意識を失って、ばたんと地面に倒たおれそうなのに。いちいち説明する体力なんて残ってないのに。


　だからライナは、エスリナのほうを見て、言った。それももう、細かく喋る気力は残っていないので、必要なキーワードだけを、ぼそぼそと、


「カルネ。俺の蹴けり。打ち所悪いかも。死んだかも？」


　瞬間、エスリナはわかりやすいくらいに顔面を蒼そう白はくにして、


「い、いやぁあああああああああああ！」


　走り出す。


　それをライナは確かく認にんすると、満足げにうなずいてから、


「……これでよしと。んじゃ、いくか……」


　小さくため息をついて、歩き始めた。縄なわをくいっと引っ張ると、フェリスも嬉しそうについてくる。


　目指すは、この国の王が住まう部屋。


　そこにいくのに、


「……いったい俺は、どんだけ時間を食ってんだよ……」


　疲ひ労ろう感のにじみまくった声でうめきながら、彼は城の上層階へと向かった。


　ワンワン元気なフェリスを従えて。





　　　　◆





　場所は移って──城の上層階。


　ライナがいつもの執しつ務む室の扉を開くと、


「ん？」


　部屋の中、書類に埋うもれるように仕事をしていた男が、顔を上げた。


　高貴な生まれを感じさせる銀色の髪かみ。強い意志が込こめられた金の瞳ひとみ。ここローランド帝てい国こくの若き英えい雄ゆう王、シオン・アスタールだ。


　彼は突とつ然ぜん部屋に入ってきたライナのほうを見て、


「……あれぇ、ライナ。さっき帰ったばかりなのに、もう仕事したくなっ……」


　が、彼はそこで言葉を止める。そのまま金色の瞳を、ライナの足あし下もとへと移動させる。


　そしてそこにいる、首を縄でつながれているフェリスの姿を見つけて、なぜか突然、あ、そうかそうかという顔になると、


「……ええと、うん。つまりこれは、あれだろ？　二人はもうそういう仲なんだけど、さらにそれを他人に見てもらうという変態的な刺し激げきが欲ほしいとか、そういうことか？」


　なんてシオンの言葉にライナは、


「……はい。なんかもう予想通りの言葉をありがとね。だけどあれだぞ？　もう俺、今日は時空を超ちよう越えつするぐらいの勢いで疲つかれちゃってっから、おまえのくだらねぇ話に、いちいち反論したりは……」


　が、シオンはさらに楽しげに、


「……でもなぁライナ、やっぱほら、ここまではまぁいいけど、うわそこまでの変態さは、ちょっと僕ぼくみたいな一いつ般ぱん人じんには理解できないなぁ～とか、そういうポイントってやっぱりあると……」


「だ～か～ら～」


「いやいや、うん。お父さんも、文句つけたいわけじゃないんだ。でもな、そんなおまえを見たら死んだ母さんはどう思うと思う？　そのことをちょっとは考えてみて欲し……」


「ってこいつは……だからあのな？　そのおまえのくだらない遊びには、今日はもう付き合えな……」


　が、さらにシオンは遮さえぎって、


「そうか。やっとわかってくれたか。お父さんも嬉しいよ。じゃあもう、あいつらとは付き合わないんだな？　あの不良たちとはきっぱりと縁えんを切ると……おまえ、誓ちかうん……」


「おまえはなんの話をしたいんだぁああああああああああああああああああああ！」


　と、結局ライナは叫さけんでしまう。


　するとシオンは嬉しそうに、


「あ、怒ど鳴なったな？　おまえの負けね？」


「……おまえまじ殺したいんだけど……」


「ふふ。じゃ、俺もおまえと同じで、寝ねてなくてけっこう疲れてるから、そろそろ本題に入ろうか？」


「……さっきの叫び声で、もう本題に入る力残ってないんですけど？」


「ふむ。じゃ、本題に入れ」


「いやあの」


「ほら早く」


「……明日、明日絶対こいつ殺す……」


　なんて言いながらライナが拳こぶしをかためると、シオンはそれに苦く笑しようしてから、四つん這ばいのフェリスのほうを見た。そして、


「で、話ってのは、やっぱりフェリスのことだよね？　いったいどうしちゃったの？」


　そんな言葉に、


「……ああ～～～やっとか！　俺はやっとこれ話すところまでたどりついたのか!?　長かった！　なんかすげぇ長かった!!」


　とか、妙みようなことに小さな感動を感じながら、ライナは今度こそ今回の物語の本題に入った。


　コトの顚てん末まつを、すべて話す。


　不幸の手紙が彼女に届いたこと。


　その手紙には、『これは呪のろいの手紙だ。この手紙と全く同じ文面を複写して、三日後の深夜二時までに、四し人びとの人間へと送らなければ、おまえの元へ死し霊りようが現れ、おまえに取り憑つくだろう』なんてありがちなことが書かれていたこと。


　そしてその予告どおり、フェリスは霊れいに取り憑かれ、ワンしか言わなくなったこと。最初魔ま法ほうがかかってるのかと思ったが、『複写眼アルフア・ステイグマ』で見てもそんな様子はまるで見えないこと。


　でも魔法じゃないならなんだ？


　病気か？　それともほんとに霊なのか？


　じゃ、あれか？　こりゃ霊れい能のう者しやとか、そういうインチキくさい奴やつらの領域なのか？


　と、いうわけで、


「霊能者が必要なんだ」


　その、ライナの言葉に、シオンは首をかしげる。


「…………霊能者？」


「ああ」


「……ってことは、なにか？　フェリスに取り憑いた悪霊を、霊能者にお祓はらいしてもらおうとか、これはそういう話？」


「ああ」


　ライナがうなずくと、シオンは少し困ったような顔で腕うで組ぐみをして、呟つぶやく。


「う～ん……………………霊、ねぇ……」


　ライナはそれに、苦笑した。


「いや、俺も本気で信じてるわけじゃないんだけどさぁ、でも、魔法がかかってる様子もないし……」


「だがそれにしたって幽ゆう霊れいってのは……だって、霊の存在はもう……」


「ああ。もう、いまの魔ま導どう学がくでは否定されてるな」


　そうなのだ。幽霊なんていまどき、子供だって信じない。なんせすでに、幽霊なんて存在しないと、魔導研究の中でも証明されているはずなのだが。


「でも……」


　と、ライナが自分の足下を見ると、四つん這いの絶世の美女がワン！　と鳴いて。


「……これはもう、魔導学の領域じゃないだろぉ？　たぶん医者か……」


「……霊能者？」


「うん。知り合い、いるか？」


　ライナが聞くと、シオンはさらに困ったような顔になって、


「……占うらない師なら」


「ああ、うん。それでいいんじゃん？　インチキっぷりも似たようなもんだし」


　するとシオンは苦笑して、


「インチキじゃまずいだろ？」


「同じ同じ。で、いま呼べんの？」


「ああ。ちょっと待ってろ」


　そしてシオンはパチンっと指を鳴らして、廊ろう下かに待機している部下に向かって、


「おい、ファターハ老をお呼びしろ」


　すると廊下から、


「はっ」


　返事がする。それにライナは、


「ファターハ老？　ってのが、占い師の名前？」


「そ。代々貴族専属の占い師でな……といっても、俺は占いとか興味がなかったから一度も会ったことないけど……でもすごいんだぞ？　三十年前の大だい洪こう水ずいや、四十二年前の地じ震しんを見事予知したっていう話は有名だしな」


　なんて。


　まだライナが生まれる前の大だい偉い業ぎようを聞かされ、そのあまりの凄すごさに、彼は思わず、


「………………へぇ」


「………………すごいだろ？」


「………………へぇ」


「………………いや、まぁねぇ……」


　と、二人はそんな感かん嘆たんの声を上げる。


　大占い師ファターハ老。


　いったい、そいつはどんな奴なのか？


　なにやら大物到とう来らいの予感に、


「………………まったく興味ねぇなぁ」


「………………いや、まぁねぇ……」


　彼らは、半眼で打ち震ふるえていた。





　　　　◆





　そして待つこと数十分。


　扉とびらの向こう。コンコンっというノックのあと、しわがれた老ろう婆ばのような声で、


「アスタールさまぁ～……ファターハでごじゃりまする～」


　なんて声が響ひびいた。


　それにシオンは顔を上げ、


「あ……きたな……」


　それからごほんっと一つ、咳せき払ばらいする。そして、突とつ如じよさっきまでのいじめっ子な表情から、好青年風の笑え顔がおに変わって、


「これはこれはファターハ老。このような夜よ更ふけにお呼び立てしてしまい、申し訳ありません。どうぞお入りください」


　なんて、声まで柔やわらかい、好青年の声で。


　それにライナはすぐさま、


「誰だれだよおまえ？」


「うるさい」


「俺にもそういう優やさしい対応しろよ」


「それは無理です」


「死ね！」


「ふふ……」


　なんて言い合いをしていると、扉の外から、


「ではぁ、入らせていただきまぁす」


　どこか間延びしたような、おっとりした声が上がって。


　執しつ務む室に、小こ柄がらな老女が入ってきた。


　ぼさぼさの白はく髪はつ。皺しわだらけの顔。首には数じゆ珠ずのようなネックレス。曲がった腰こしに、手には杖つえという、もう、まるで魔女かなにかのような格好で。


　しかしそれを、ライナは半眼でじとーっと見つめる。なぜならその老女の顔を、ライナは見たことがあったから。


　それはこないだ本屋でなんとはなしに見た、雑誌の裏に載のっていた広告。その広告には、確かこんなことが書かれていた。


『この数珠ネックレスさえつければ、明日からあなたも幸せになること間ま違ちがいなし！　憧あこがれの人の気持ちは急接近！　億万長者も夢じゃありません！　かの有名な大占い師が贈おくる、奇き跡せきの商品がいまここに！　このチャンスをみんな、見み逃のがすな！』


　そして美女と札束に埋うもれたおっさんや、この数珠ネックレスをつけた翌日には、理想の彼が私を好きだって[image: ]　もう、この数珠ネックレスは絶対に手放せません☆　とかなんとかもう、あまりにもあまりなことが書かれていた広告に、かの有名な大占い師として載っていた老婆の顔が、そこにはあった。


　かの有名な大占い師。


　かの有名な……


　と、目の前の老婆を、見る。首には例の、絶対に手放せません☆　な数珠ネックレス。


　もう、いかがわしいどころの騒さわぎじゃなかった。詐さ欺ぎだ。あきらかにこいつは、詐欺師なのだ。だからライナはげんなりと、


「おい、こいつはだめだシオン。いくらインチキでも、インチキ度がもうちょい低くないと……」


　しかし彼がそう言いかけた、瞬しゆん間かん。


　インチキ占い師がおっとりした目をひょいっとこちらに向けて、


「……あらぁ、こりゃまた、そちらのお嬢じようさんには、ず～いぶんとかわいらしいワンコの霊れいが取り憑ついてますなぁ」


　なんて発言に、


『んなっ!?』


　ライナとシオンは、同時に叫さけんだ。


　それからライナが思わず、


「噓うそだろ!?　婆ばあさん、犬の霊、見えんの!?」


　すると老女はあっさりうなずく。


「見えますよぉ……お嬢さんの中で、嬉うれしそうにぐるぐるまわってますなぁ」


「噓ぉ？」


「ほんとですぅ」


「噓だぁ」


「ほんとですぅ」


「うええ、冗じよう談だんだろ？　まじで？　で、でも、そんなはず……だっていまの魔ま導どう学がくじゃ」


　と、いうライナの言葉を遮さえぎって、シオンが、


「まあまあライナ。魔導学の話はこのさいおいといて、話を進めようじゃないか。では、ファターハ老、彼女に犬の霊が取り憑いているのが、あなたには見えているのですね？」


「はいぃ」


　老女が、うなずく。


　シオンはそれを確かく認にんしてから、


「なら話は簡単だ。ファターハ老、実は私たちは、彼女に取り憑いた犬の霊を祓はらってもらいたいと思い、あなたをお呼びしたのですが、できますでしょうか？」


　という言葉に。


　しかし、老女はなぜか驚おどろいた顔になる。


「えぇ？　祓うぅ？　このワンコをですかぁ？　その必要はありませんよぉ。このワンコちゃんは、お嬢ちゃんを守るために取り憑いてるんですからぁ」


　なんてことを言い出して。それにライナは、


「んぁ？　守るだ？　って、あんた、まさかフェリスに憑いた犬の霊と、喋しやべれんの？」


　すると老女はあっさり『はぁい』と答える。


　幽ゆう霊れいなんて存在しないはずなのに。占うらない師なんてみんなインチキなはずなのに。こいつには犬の霊が見えて、おまけに喋れると言う。


　そんな世界の不思議の粋すいを集めたような存在を目の前にして、ライナは頭を抱かかえ、


「うああ、困った……なんか俺の常識がこんなインチキババアに一発で壊こわされ…………いや、まあいいけどさぁ……ってか、じゃあ聞くけど、守るためってどういうことだよ？　どういうわけでその犬は、フェリスに取り憑いてワンワン言ってんの？」


　と、ライナが聞くと、老女は四つん這ばいのフェリスに向かって言った。


「ワンちゃんどうして？」


「ワン！」


「ふんふん」


「ワンワン！」


「ふんふんなるほどねぇ」


　なんて会話に、ライナは、


「……なんかもう……なんだかなぁ……」


　再び頭を抱える。そんな間にも会話は終わったようで、老女がこちらを向いた。


　それにシオンが、


「で、真相を、お聞かせ願えますか？」


　聞くと、老女はうなずく。そしてゆったりと、彼女は今回の、コトの真相を話し始めた。


「え～……なんでも、このワンちゃんは以前、飢うえて死にかけていたところをこのお嬢さんにだんごを分けてもらい、助けてもらったことがあるそうでぇ。まあ、結局は死んでしまったのですが、天国へいく前になんとかお役に立ちたいと思っていたんだそうですぅ」











[image: ]








　それにシオンは、


「なるほど。犬は義ぎ理り堅がたいというからな」


「ってこれ、もうそんなレベルの話じゃ……」


　が、ライナの言葉が終わる前に、老女の話は続く。


「ところがそのとき、幽霊界に住む悪あく霊りようどもの間で、このお嬢さんのことが話題になり始めていてぇ……」


「幽霊界ってあんた……」


「というのもこのお嬢さん、ライナとかいう馬ば鹿か男に嫌いやがらせするために、ふざけ半分で不幸の手紙を作ってしまったのですぅ」


「ってなにやってんだこいつ……」


「しかしその手紙をライナとかいう男は鼻で笑い、捨ててしまったのですぅ」


「……そうだっけ？」


「でもその手紙はなぜか、一人の少年に拾われてしまったのですぅ。そしてその少年は恐きよう怖ふに負けて、四通の不幸の手紙を作ってしまった。それからその手紙はさらに四通、さらに四通と数を増やして、増やすごとにその手紙には悪霊たちが取り憑いていって……そして最後。巡めぐり巡って、手紙を作った本人に再び、全すべての悪霊を引き連れた手紙が戻もどってきてしまった！　幽霊嫌ぎらいの彼女は、ひどく怯おびえたそうですぅ」


「……アホだ……アホの連れん鎖さだ……」


「そして人間たちのどす黒い気持ちに引き寄せられた悪霊たちが、不幸の手紙の文面どおり、彼女に取り憑こうとしていたのですが……それを……」


　とそこでシオンが、


「そのワンちゃんが、守ったと」


　老女はうなずく。


「そうですぅ。そして行き場を失った悪霊たちは……ついに彼女の体を奪うばうことができずに、すぐそばにいた、ライナとかいう馬鹿男に取り憑いたのですが……」


「っておいおいお～い！　ちょっと話がおかしな展開し始めてないか!?」


　と、ライナは声を上げたが、老女は無視して続ける。


「しかしここで驚くべきことに、取り憑いたはずの悪霊たちが逆に悲鳴を上げたのですぅ。取り憑いて不幸にしてやろうと思っていたのに、この男は最初から不幸じゃないかとぉ」


「……へ？」


「家族もいない。友達もいない。おまけにほとんど寝ねかせてもらえずタダ働き。毎日剣けんで殴なぐられ、いじめられ、こんな不幸な奴やつ見たことないとぉ」


「……いやあの……」


「こんな奴に取り憑ついてたら、逆に不幸になっちまうよ。いこうぜみんな……と、悪あく霊りようたちは去っていってしまったので、ワンちゃんの霊れいも安心して、明日の朝には旅立てます……と、そんなことを申しておりますぅ」


　なんてことを言ってきて。


　それに、ライナは、


「………………」


　もう、言葉も出なかった。


　その横からシオンが、憐あわれみの表情で、


「…………いや、ま、まあほら、悪霊に取り憑かれない体質だなんて、逆にラッキーとか、そういう感じで納なつ得とく……」


「できるかぁああああああああああああああああああああああああ!?」


　ライナは叫さけぶ。


　ありえない。あまりにありえない話が、今、目の前では展開されていた。もう、ライナの理解を超こえた信じられない話の連続で。


　彼は戸と惑まどいながら、言った。


「ええと……あ～、じゃあ、あの、なにか？　フェリスはほっといても明日の朝には助かるってのに、生まれつき不幸で悪霊も逃にげ出すようなかわいそうな俺が、さっきまで頑がん張ばって吐はきそうになりながら走りまくっちゃったのは……まったく意味がなかったと？　すげぇ馬鹿みたいに無む駄だなことだったと……結局そういうオチなのか？」


　ライナが聞くと、フェリスが、


「ワン！」


　と吠ほえる。それにライナが、


「おいババア、犬はなんて言ってる？」


　すると老ろう婆ばはうなずき、


「馬鹿の人生はどうせ全部無駄なんだから、ぐだぐだぬかすんじゃないワン……とワンちゃんが……」


「ってその犬殴りてぇえええええええ！」


　半泣きで叫ぶライナにまた、


「ワン！」


「へっへぇん、あんたのようなお馬鹿には、触さわれないボディでできてんだよあたしはさぁ、あほプー！……と、ワンちゃんが……」


「こ、殺す！　その犬絶対殺す！　ってか、婆ばあさん、金払はらうからそいつ無理矢理成じよう仏ぶつさせる方法教え……」


　が、さらにライナの言葉を遮さえぎって、


「ワン！」


「ば～かだなぁ。どうせあたしは明日には成仏するんだよ。で、ついでに生きるだけ無駄なあんたもあの世に一いつ緒しよに連れてってやるさぁ……と、ワンちゃんが……」


「ってちょっと待ってぇええ！　あの、そ、それは勘かん弁べんしてください」


「ワン！」


「はは、噓うそだよ、う、そ！　びびっちゃってダサ～。超ちようダサ！　あたしを助けてくれたフェリス姉様とは大おお違ちがいだわこりゃ。おまけに口くち舐なめさせてくれないしさぁ。口舐めさせてくれない人間、あたし嫌いなんだよねぇ……舐めようとして逃げられたときの犬の心がどれだけ傷つくか、あんたは考えたことがあるのかっての！　ああもう嫌い。ああもうだいっ嫌い。だいたいあたしに口舐められそうになったときのあんたの顔ったら、あれどうなのよ？　顔真っ赤にしちゃって慌あわてちゃってさぁ……ってあれ？　あれれぇ？　もしかしてあんた、フェリス姉様にお熱だったりしちゃったりして？　うわ？　う～わ～☆　『ザ・身の程ほど知らず』っていうのは、まさにこういうことを言うのよねぇ……とワンちゃんが」


「もうやだぁああああああああ!?」


　ライナは叫んで、震ふるえる。


　そのまま恐怖に震えながら、


「うう。あ、あきらかにそいつが悪霊だろ……絶対そうだろ……ってか、だいたいこの怒いかり、どうすりゃいいの？　寝てなくて頭痛で吐きそうで泣きそうなのに、おまけに最後にゃ罵ののしられて……うわもう、なんか、なんか俺……すげぇ不幸のスパイラルなんだけど」


　するとまた、シオンが横から憐れみ溢あふれる顔の奥おくでにやにや笑いながら、


「まあまあライナ。その不幸さがおまえを悪霊から救ったわけだし、おまけにおまえがそんなおもしろ体質で俺は大だい爆ばく笑しよう寸前という、人の笑いを取れるだなんて素す晴ばらしいことだと俺は思うよ？」


　という、優やさしい言葉に、ライナは。


　ライナはもう、


「こいつら全員殺してぇえええええええ！」


　泣いた。いや、泣くしかなかった。っていうか、なんなの？　なんなのこの不幸さは？　俺の人生、いつからこんなになっちゃったの？　いったい、いったい俺は、


「……これからどうすりゃいいの……？」


　絶望だった。もう、ライナの目の前には絶望しかなかった。


　しかしそこで奇き跡せきは起こる。ライナの絶望を切り裂さいて突とつ然ぜん、一筋の光が射さし込こんだのだ。光は、目の前からやってきた。


　老婆の目が、キラーンと光り、


「しかしここでたった一つだけぇ、生まれつき不幸の王様なあんたが助かる方法があるのですぅ」


「えっ!?」


「これだよぉ。これさえ持ってりゃ、あんたの不幸はたちまち消え去り、幸せを引き寄せることができるのさぁ……」


　と、老婆が首の、数じゆ珠ずネックレスをはずす。


　例のあの、インチキ商品だ。


　もう、この数珠ネックレスは絶対に手放せません☆　な、いかがわしさ２００％の、誰だれがこんなアホ広告に引っかかんだよな商品。


　ほんと、誰が買うんだよ。馬ば鹿かじゃねぇの？　こんなん買う奴の気が知れ……


「幸せになりたいかい？」


「……は、はい……」


「本気で幸せになりたいのかい？」


「……し、幸せになりたいです」


「なら、ここにサインしてごらんよぉ」


「はい！」


「よ、よぉし……いいだろぉ。ふ、ふふ、ふふふふ……では、これはあんたのものさぁ」


「やった☆　これで僕も幸せになれるんだね☆」


　ライナは……そう言った。


「もうこの数珠ネックレスは、絶対に手放せないよね☆」


　そしてまた一人、不幸な男が救われたのだった。


　ちなみに翌日彼の元へ届いた請せい求きゆう書しよの話は、


「………………っっっっっっっっっ!?」


　あまりに悲しすぎるので、話すのはやめよう。







（すぴりっと・おぶ・わんだー：おわり）












　らいと・ろーど










　人が一人、壊こわされていた。


　そこはひどく質素な部屋で。あるのは机と、ベッド。机に置かれたロウソクの灯あかり。


　その微かすかな灯りに照らされて、部屋の中央で彼かれは死んでいた。


　不必要なほど切り刻まれた死体。


「…………」


　その光景をいまも、シオン・アスタールは思い出す。ふと、まぶたを閉じた瞬しゆん間かん。浅い眠ねむりに落ちた瞬間。その景色は浮うき上がる。


　血の海に沈しずんでいる、フィオル・フォークルの姿。


　彼はシオンの秘書で。優ゆう秀しゆうな部下で。妹思いの好青年で。


　そしてなにより、大切な仲間だった。


　いつも口うるさく陛へい下かは仕事のし過ぎだと頰ほおを膨ふくらませ、二言目には早く寝ねてくださいだの、ちゃんと食事を摂とってくれなきゃ困りますだの、まだ少し幼さの残る眉まゆをへの字に曲げて言ってきた。


　そのくせ最後には、陛下がこの国の王になってくれてよかっただのと真顔で言って、笑うのだ。


　あなたに出会えて幸せだと。あなたのおかげで、暗くら闇やみしかなかったこのローランドに、生きる希望を見つけることができたと。


　あなたがこの国の王であることを誇ほこりに思うと。そんなこの国で妹が育つことができる幸運を、神に感謝するとまで、彼は言ってくれた。


　シオンが治めるこの国に、夢を見てくれた。


　なのにそのフィオルは……死んだ。あっさりだった。シオンへの見せしめに、反国王派の貴族たちに殺されたのだ。


　そしてシオンはそのとき、なにもできなかった。まだ、王の座についてから間もないころで。シオンの玉座は脆もろく、そしていまよりもさらに、貴族たちの力は強大だった。


　フィオルが殺されたときも、復ふく讐しゆうするどころか、犯人を捜さがすことさえできなかった。


　ただ、貴族たちに愛あい想そ笑いを浮かべ、弱みを見せないよう、やり過ごすことしかできなかった。


　それが英えい雄ゆう王と呼ばれ、おまけにフィオルが誇りに思ってくれた、シオン・アスタールの本当の姿。仲間を殺され、それでもへらへら笑っているしかない、脆ぜい弱じやくな王の姿。


　あれから。


　フィオルが死んでから、いったいどれだけの時が流れたろう？


　世界は変わった。シオンがこの国の王になって、少しずつだが、確かに世界は、この国は変わり始めていた。


　シオンの力は、かつてのように弱くない。もういまなら、フィオルをみすみす殺されるようなことにはならないだろう。


　だが。だが、それでもまだ、


「……おまえが夢見てくれた正しい王とは、ほど遠いよ、フィオル」


　と、シオン・アスタールは、呟つぶやく。目を開く。するとまぶたの裏に焼き付いていた、血の海の中のフィオルの無む惨ざんな姿が消える。


　気高い銀色の髪かみ。強い意志がこめられた金の瞳ひとみ。その瞳で、シオンは目の前にいる男を、見る。


　目の前には、いつも穏おだやかな、少年のような顔をしていたフィオルとは、似ても似つかない男が立っていた。


　綺き麗れいになでつけられた漆しつ黒こくの長ちよう髪はつ。線の細い、長身。息を呑のむような整った顔。


　しかし、その顔の中央に、深い闇が潜ひそんでいる。温度のない、他者をすべて見下しているような冷たい濃のう紺こんの瞳。年のころは、シオンより少し上、二十二、三というところだろうか？


　ミラン・フロワード中将。


　フィオル・フォークルの後任としてシオンの下もとへ入り、そしてたちまち中将の座まで上りつめてしまった、なにもかも、すべてがフィオルとは正反対のような男。


　シオンの覇は道どうのためなら、どんなに汚きたなく、卑ひ劣れつなことでも厭いとわない。どんな犠ぎ牲せいを払はらおうとも、最も効率的な道を選ぼうとする。


　彼はそんな男だった。ローランドの、暗部。その闇が、冷たい瞳でこちらを見つめ、


「……正しい王？」


　そう聞いてくる。


　それにシオンは肩かたをすくめる。


「聞こえたか」


「ええ」


「忘れてくれ」


　シオンが言うと、フロワードは薄うすく笑えみを浮かべる。


「……誰だれもが平等な、争いのない国を作る王……というやつですか？」


「…………」


「世よ迷まいごとを」


「…………」


　シオンは答えない。


　するとフロワードはふふっと小さく笑ってから、手に持っていたぶ厚い冊さつ子しを、シオンの机の上へと置く。


　そこは執しつ務む室。書類が散乱した部屋。大きな書しよ棚だな。簡かん素そな机。いつもライナと仕事をしている部屋と作りは似ているが、また別の部屋だ。ライナたちには知られたくないような国の汚い部分を処理する場所。


　シオンは机に置かれた書類を手に取る。そこには、いま現在このローランドにいる貴族たちの詳しよう細さいな記録が載のっているはずだった。


　シオンがフロワードに命じて調べさせていたもので、それが提出されたということは、


「……そろそろか」


　シオンは言った。


「遅おそすぎるくらいです」


「今回は、何人の貴族を消す？」


「……命じていただけるのならば、何人でも……陛へい下かのお望みのままに」


　言って、フロワードはこちらに手をそっと伸のばしてくると、シオンが持っている冊子に触ふれた。


「この国の貴族に……生きている価値のあるものなど、一人もおりませんので」


　それにシオンは笑みを浮うかべる。


「……君も、その貴族の一人だろう？」


　するとフロワードの口くち許もとに、赤い筋が入る。唇くちびるが薄く開き、悪あく魔まのような微び笑しようを浮かべて、


「なら、私わたしをまずは殺しますか？」


「吐ぬかせ」


　言って、シオンはフロワードの手を振ふり払はらった。そして冊子をめくる。するとそこには、あらゆる貴族たちの素す性じようから、最近の行動まで、事細かに載っていた。リエムル公こう爵しやく。クラースベル伯はく爵しやく。ヌーブル伯爵。そうなのだ。シオンがフロワードに調べさせたのは、そういう情報だった。


　前王の時代からこの国にのさばる、邪じや魔まな貴族たちを粛しゆく清せいするための、情報。


　かつてとはもう違ちがうのだ。フィオルを殺され、それでもへらへら笑っていなければならなかったころの脆弱な王ではないのだ。


　シオンの力は軍事力を基き盤ばんに拡かく大だいし、ローランド国内で表立って彼に逆らえるような組織はもう、ほとんどなくなっていた。
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　あとは少しずつ。少しずつ駒こまを進めていけばいいだけ。いや、フロワードの言うとおり、少し遅すぎるぐらいだ。もう反はん抗こうする貴族たちは一いつ掃そうして、他国への対応に重点を置く時期に入っている。そう。貴族どもを。フィオルを殺した貴族どもに復讐する時が……


「さて、いかがいたしましょうか、陛下？」


　フロワードが、聞いてくる。


　それにシオンが、答えようとした瞬しゆん間かん。


「…………」


　また、あの光景が浮かんだ。一瞬閉じた、まぶたの裏。血の海。フィオルの死体。血で汚よごれてしまった妹へ宛あてた手紙。彼の笑顔。あなたに出会えてよかった。あなたが王になってくれてよかった。


　あなたならきっと、平等で、争いのない、妹を安心して残していける国を……


　とそこで。


「……まだだ」


　シオンは、言う。


「まだ、手を出すな」


　それにフロワードは、


「…………」


　答えない。ただ、暗い瞳ひとみでこちらを見み据すえるだけで。


　シオンはその瞳を受け止めて、続ける。


「俺おれに考えがある」


「……また、遠回りですか。もう、あまり時間は」


「わかっている」


「……ですが」


「フロワード」


　シオンが言うと、フロワードは黙だまった。その顔を、見る。


「……少しだけだ。あと、少しだけ……」


　そう、自分で言って。しかし、じゃあいったい、それはどれくらいの間だ？


　と、胸の奥おくで、もう一人の自分が言ってくる。足を止めるなと、進むのを止めるなと、もう一人の自分が言ってくる。


　だが、シオンはそれを無視した。


　まだきっと、道はあるはずなんだ。少しでも犠ぎ牲せいのでない方法が。少しでも、少しでもマシな方法が。


　するとそこで、フロワードは少し、悲しげな表情になって言った。


「……いいでしょう。陛下に、従います」


　それにシオンは。


「…………」


　シオンは、再び、冊子に目を落とした。





　　　　◆





　それとはまた、別の場所。別の執務室。しかしいつもの執務室で、ライナ・リュートは、


「ふわぁ～あ」


　と、やはりいつも通りの気け怠だるい声で、大きくあくびをした。寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、覇は気きというものが感じられない長身瘦そう軀く。眠ねむそうに緩ゆるんだ瞳で、彼は部屋の時計を見上げる。


　いまの時刻は、深夜三時。もう、どんなに夜行性の動物だって、ふわーっとあくびをしたくなるような時間だ。


「俺は夜行性じゃないからもっとこう、ふわぁ～あ～な感じだけどね」


　なんて独り、ライナは馬ば鹿かなことを言う。


　深夜の執しつ務む室にはいま、ライナ独りしかいなかった。フェリスは地方でだんごカーニバルがあるとかわけのわからないことを言って昨日から妹のイリスと二人で旅行中だし。


　シオンはちょっと眠気を覚ましに、顔を洗いにいってくると言ったまま、かれこれもう一時間ほど帰ってこない。


　ライナは、時計を見上げる。


「……一時間、ね」


　小さく、呟つぶやく。


　一時間も顔、洗えるか？


　洗いすぎで顔すり減んぞ？　あ、それとももしかしたらトイレとか？　それも大のほうが長引いてますとか？


　が、それにライナは肩かたをすくめ、


「いや、大にしたって一時間は長すぎんだろ。あ！　まさかあんにゃろ、俺にだけ仕事押おしつけて、先に寝やがったか!?」


　なんて言ってみるが、そんなはずなかった。あいつは、そういう奴やつじゃないのだ。限界まで仕事して、あと少しでたぶん死んじゃうよってところまで仕事して、さあそろそろ休もうかとライナを帰したあとも、さらに独りで仕事をするようなマゾなのだ。


　ってことは、


「……出先でなんかあったかね？」


　ライナは呟いてみるが、当然、誰だれからの返事もない。静せい寂じやくの中響ひびくのは、規則正しく時を刻む時計の秒針の音だけ。その、コツコツコツという音を独り聞いていると、より一層眠くなってくる。彼はその眠気を追いやるため体をぐっと伸ばしてから、言った。


　誰もいない部屋に向かって、


「……いや～あれじゃんやっぱ。俺ってば、見張ってる奴もいないのに仕事頑がん張ばっちゃったりするタイプじゃ、ないじゃん？」


　なんて言ってみるが、当然答えはない。


　それにライナは部屋の、入り口の扉とびらを見る。


「ってことは、俺はもう、帰って寝ちゃってもいいってことだよね？」


　しかしやはり、返事はない。だが気にせず、ライナは入り口の扉を見つめ、


「……帰ろうとした瞬しゆん間かん、シオンの馬鹿が待ちかまえてて、逃にげようとしたバツにさらに徹てつ夜や十日～！　とか、言い出さないよな？」


　と、扉の向こう側の気配を探さぐってみるが、そんな様子はなかった。なんの気配もない。


　それにライナは安あん堵どの息をついてから、満面の笑えみを浮うかべて、言った。


「んじゃ、仕事全然終わってないけど、帰っちゃおうかな～♪」


　やりかけの書類を放ほう棄きし、ペンを机の上に転がすと、彼は立ち上がった。


　そのまま足早に入り口へと移動すると、執務室の扉を開けようとした……瞬間！


「んぁ？」


　ライナは、そんな声を上げてしまった。


　突とつ然ぜん、扉が光ったから。いや、光ったんじゃない。爆ばく裂れつしようとしている。


「罠トラツプ？」


　ライナは、すぐさま反応する。脱だつ力りよくしきっていた全身に力をこめ、その場から信じられない速さで飛び退のく。だが、間に合わない。


　灼しやく熱ねつの炎ほのおが迫せまる。仕込まれていた無数の鉄の杭くいが飛び出してくる。


「くそがっ」


　彼はうめいて、自分の机を引っ繰くり返し、それを盾たてにする。


　しかし、やはり完全には防ぎきれない。


「がぁっ」


　逃げ遅おくれた左ひだり腕うでは少し焼かれ、そして鉄の杭が三本、突つき刺ささった。強きよう烈れつな痛みに、思わず叫さけび声を上げたくなる。それを我が慢まんして、


「……だあもう、まじで？」


　ライナは、顔をしかめて言った。


　それから急いでいま、自分がおかれている状じよう況きようを確かく認にんする。部屋は、爆発のときに生じた煙けむりで、まるで何も見えない。


　だが、いったいいま、なにが起きてる？


　何者かの襲しゆう撃げきを受けてるのか？


　それともこれも、シオンやフェリスの質たちの悪い悪戯いたずらだったりして？


「んなわきゃないか……いまのはちょっと、マジでやばかったしな」


　言ってから、ライナは机から少しだけ顔を出す。そして爆発が起きた、部屋の入り口のほうへ目を向けた。やはり立ちこめている煙のせいで、なにも見えないが。


　しかし、いったいなにが爆発した？　扉に罠トラツプが仕し掛かけられていたとか？　でも、魔ま法ほうによる罠トラツプじゃないな。魔導罠マジツクトラツプなら、発動前に気づく自信がある。


「なら、ベタな普ふ通つうの罠わなか」


　だが、それならさらに問題だった。魔法と違ちがって、普通の罠なら遠えん隔かく的にこの扉に罠を仕掛けることはできない。つまり何者かがこの扉の前にきて、爆ばく弾だんかなにかを設置して、それからさらにこの場を去っていかなければならないのだ。そしてそれだけのことを何者かにされて、部屋の中にいたライナが気づかないはずが、なかった。


　じゃあ、ライナがいないときに、誰かがそれをやったとか？


　が、ライナは首を振ふる。シオンが扉を開けたときは、扉は爆発しなかったのだ。ということは、シオンが出たあとに、あの爆弾は仕掛けられた。それがライナを狙ねらったものか、シオンを狙ったものかはわからないが。


　少なくとも、爆弾はシオンが大の悩なやみで出ていった一時間ほどの間に仕掛けられたことになる。その一時間の間、ライナはこの部屋から出ていない。


　となると、爆弾を仕掛けた何者かは……


「……俺が気づくことができないほど、気配を殺すことができるレベルの……」


　が、言葉はそこまで。


　ライナは振り向く。さっきまでまるでなかった殺気が、すぐ横で膨ふくれあがったから。


「ほらきやがった」


　ライナは目を、横へ向ける。すると彼の側面。立ちこめる煙を突き破って、鋭するどい剣けんがこちらへ迫ってきていた。彼はとっさに右手で剣の腹の部分を弾はじく。すると剣は机に突き刺さってしまう。それを確認して、


「抜ぬく暇ひまはやらねぇよ」


　ライナは言うと、右拳こぶしを煙の向こうへとたたき込もうとした。煙の向こう。黒くろ装しよう束ぞくに身を包んだ何者かの顔面へ。


　だが。


「んぁ？」


　その途と中ちゆうで、ライナは拳を止める。背後から何者かが襲おそいかかってくる気配を感じて。それも、一人じゃない。


「うお、このレベルの暗殺者が、何人もいんのかよ」


　とっさにその場を飛び退きながら、ライナは体を後方の敵に向かって翻ひるがえす。


　後方の敵は三人。やはり剣をこちらへ振り下ろそうとしている敵。


　フェリスの剣の速さには遠く及およばないが、それでもかなり鋭い。人数も揃そろっている。


　おまけにライナは左腕負ふ傷しよう。


「ちょとやばい？」


　彼は一人目の剣をかわし、二人目の剣を左足で蹴けり飛ばし、さらに三人目の剣を右手で摑つかもうとするが、ちょっと無理そうだったので、


「ああくそ」


　左腕に刺さった鉄の杭で受け止める。杭が、さらに肉を引き裂さき、左腕にめり込む感かん触しよくがあった。瞬しゆん間かん。


「痛っっっっっっっってぇんだよこのクソ野や郎ろうがぁあああ！」


　そのまま、思いっきり右腕で黒装束の顔面を殴なぐった。もう、思わず本気の本気の本気で殴った。ゴキュっと、骨かなんかが陥かん没ぼつしたような感触があったが、たぶんこっちの左腕のほうが痛いので、謝あやまらない。


「ってか、そんな余よ裕ゆうないけど……」


　一人倒たおしたが、まだ三人いるのだ……と、思ったが、いま殴った奴やつも平然と起き上がってきたので、まだ四人。


「あう。怒いかりにまかせて顔面殴ったりしないで、腕の一本でも折っときゃよかったか？」


　言いながら、ライナは黒装束たちを見る。煙はだいぶ晴れて、彼らの姿がよく見えるようになっている。


　黒装束の、四人組。暗殺者には珍めずらしく、ナイフではなく、かさばる長剣を持っている。


　体勢を立て直してしまったライナを警けい戒かいしているのか、少し離はなれた位置で、彼を取り囲んでいる。その中の一人の足あし下もとを見て、ライナは言った。


「あ～あ～、いまおまえが踏ふんでる書類、さっき俺が必死こいてこなしたやつだぞ……他のも爆発で結構燃えちゃったし、どうしてくれんのよ？」


　なんて軽口に、しかし、


『…………』


　黒装束たちは反応してこない。だが、ライナは気にせず続ける。


「……んで？　おまえら、誰だれの差し金だ？　例によってま～た、シオンを嫌きらってる貴族どもか？」


『…………』


「ま、そりゃ、依い頼らい人にんの素す性じようは明かさないだろうけどね。でも俺、おまえらのこと知ってるぞ？」


　それに少しだけ、黒装束たちは反応する。


　ライナは笑みを浮かべ、続けた。


「剣を使う暗殺集団……昔はずいぶん、有名だったしな……フェニルニ兄弟。人殺しに快楽を覚えるよう洗せん脳のうされ、そのためならなんでもするようになった、イカれた兄弟だろう？　で、いまは貴族の犬か？」


『…………』


　しかしやはり答えない。だが、こいつらの噂うわさは、かつてのローランドの暗部でいくらでも聞いていた。身体能力増強のために薬漬づけになっている。痛覚を麻ま痺ひさせるために神経を切断している。いまはもう、殺すこと以外に快感を感じない。だから魔ま法ほうは一いつ切さい使わない。刃は物もので肉を直接切り裂く感かん触しよくが好きだから。
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　そう。刃物で肉を切り裂く感触が、好き。


　だからこその……と、ライナは自分の左ひだり腕うでを見た。鉄の杭くいが深々と刺ささった左腕。これも、魔導罠マジツクトラツプではなく、こんな趣しゆ味みの悪い古典的な罠わなだったのは、こいつらの好みなのだろう。


「おまえら、趣味悪ぃよ」


　半眼で言うと、そこで初めて、黒装束の一人が、声を出した。


「貴様に言われたくないな。ライナ・リュート」


「あら、俺のことを、ご存じで」


「暗部で、おまえを知らない奴はいない」


「ほう」


　そこで、ライナは笑えみを浮うかべる。そして暗殺者たちを見つめ、言った。


「なら……じゃあ……おまえら程度じゃ俺に勝てないってことも、わかってるかな？」


　すると黒装束たちの間で、怒いかりが膨ふくれあがるのが感じられる。抑よく制せいされた、くぐもったような声こわ音ねで、言ってくる。


「自うぬ惚ぼれるなよ、『複写眼アルフア・ステイグマ』の化ばけ物ものが……貴様は我らには勝てない」


「そう？」


「そうだ。我らは魔法を使わない。貴様の『複写眼アルフア・ステイグマ』は役には立たない。『複写眼アルフア・ステイグマ』がなければ、貴様など敵ではない」


　そう言った。そして確かに、あらゆる魔法の構造を見通すことができる『複写眼アルフア・ステイグマ』は、魔法を使わない相手にはほとんど役に立たない。


　黒装束は、続ける。


「貴様はここで、死ぬんだ」


「そうかね」


「すぐにわかる」


「ふぅん」


　と、ライナはつまらなそうに言う。杭の刺さった左腕をもう一度掲かかげて見せ、


「もう、結果は出てると思うんだけど……」


　が、黒装束たちは、剣を構えて動きだす。


　ライナはそれに小さくため息をついて、


「やるわけね……んじゃ、おまえらそこそこ強いから、手加減しないよ」


　右腕を中空に躍おどらせる。指先で、空間に光の文字を描えがき込こんでいく。それはかつてエスタブール王国の魔法騎き士し団だんと戦ったときに奪うばい取った魔法。そして。


「我・契けい約やく文ぶんを捧ささげ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿す」


　呪じゆ文もんを唱えた、刹せつ那な。ライナの体が加速を始める。身体能力を極きよく限げんまで高める魔法。


　右から剣けんが振ふり下ろされるのを確かく認にんして、彼は跳とぶ。一瞬で彼の体は天てん井じようまで跳はね上がり、天井を蹴けって襲おそいかかってきた黒くろ装しよう束ぞくの背後へと回る。


　しかし黒装束は、突とつ如じよ加速したこちらの動きに反応できない。見えてはいる。見えてはいるが、反応することができない。


　ライナは黒装束の首筋に手刀を入れる。それであっさり、そいつは気絶してしまう。


　それを見て、


「なっ」


　と驚おどろきの声を上げた一人の目の前に、ライナはもう間合いを詰つめている。黒装束はとっさにライナから逃にげようとするが、もう遅おそい。ライナの右みぎ肘ひじがそいつの鳩尾みぞおちに食い込み、黒装束は、意識を失う。


　残るは、二人。


　状じよう況きようの悪さを知ったのか、二人はもう、逃げだそうとしている。いい反応だ。分が悪いと思えば、すぐに撤てつ退たいする。戦術の基本だ。


　だが、それも少し遅すぎた。ライナは自分の杭の刺さった左腕を見て、笑う。最初不意を突ついたときに、この程度の損傷ダメージしか与あたえられなかった段階で……もう、結果は出ていたのだ。


　ライナは腕に刺さっていた杭を一本抜ぬき、それを、投げる。


　一直線に放たれた杭は、逃げる黒装束の頭に、尖とがっていないほうが思いっきり当たり、やはり気絶して倒たおれる。残るはあと一人だ。


　ライナはもう一本杭を引き抜き、言った。


「……止まれよ。止まらなきゃ、今度は刺さるように投げるよ。それも、首の後ろに」


　が、そいつは止まらない。それにライナは、


「ああもう」


　杭を、やはりひっくり返し、投げる。するとあっさり黒装束の頭にヒット。そいつも気絶して倒れてしまい、


「……おまえまで気絶したら、誰か一人起きるまで尋じん問もんできないじゃないかよ……」


　ライナは、ため息をついた。


　それから、自分の左腕を見る。杭がまだ一本刺さっている左腕。かなりひどい傷で、ドクドク血が流れ出ている。


「この出血量だと……こいつら起きるまで待ってたら、死んじゃ……って、戦い終わって落ち着いたら、なんか痛みも戻もどってきたしぃ」


　半泣きで言いながら、周囲を見回す。いまの状じよう況きようを確認する。


　爆ばく発はつと戦せん闘とうでぐちゃぐちゃになった執しつ務む室。


　気絶している四人の暗殺者。ほっときゃこいつらも目を覚ますだろうから、まずは身み柄がらを拘こう束そくするところから始めなきゃいけないのだが、ちょっと腕の傷がひどすぎて動く気力がない。


　だからライナはまた、時計を見上げ、


「ったく、シオンはまだ帰ってこねぇのかよ。長グソにもほどがあんだろうが」


　と、言ったところで。


「……誰だれが長グソだって？」


　部屋の入り口から、聞き覚えのある声がかかる。ライナがそちらを向くと、シオンが立っていた。彼は部屋の中を見つめ、それからライナを心配そうな顔で見る。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　それにライナは左腕を掲げて見せて、


「大丈夫に見える？」


「見えない」


「じゃあ聞くな」


「ああ。そうだな。すまない」


　するとシオンは部屋に入ってくるなり、床ゆかで気絶している黒装束の男の腰こしひもを無理矢理奪うばうと、ライナの腕の付け根に、止血するために強く巻き付け始める。


「ひどい出血だ」


「ああ。まあ、たいしたこと……いや、ちょっとあるか」


「すまない」


　また、シオンは謝あやまってくる。震ふるえるような、低い声こわ音ねで。なにやら例によって例のごとく、まぁた自分を責めているような様子だった。


　ライナはそれに、


「あらら、おまえまぁた自分を責めてる？」


「…………」


「おまえのせいじゃねぇよ」


　しかしそれに、


「俺のせいだ」


　と、やっぱりいつもの、僕ぼくだけがすべてを抱かかえ込こみますモードのシオンに、ライナは頭を抱えたくなる。


「またそれかよ～」


　ライナがげんなりした声音で言うと、シオンは弱々しく微笑ほほえみ、


「ああ、またそれだ。こいつらは俺を狙ねらってきたか……もしくは、俺への見せしめのために、おまえを殺そうとしてたんだ。そしてそれをまた、俺は防げなかった」


　そんなことを言ってくる。


　また、防げなかった……と、シオンはそう言った。それにライナは片かた眉まゆを上げる。ライナは知らないが、以前にも似たようなことがあったのかもしれない。


「誰か、殺されたのか？」


「…………」


　シオンは、床に倒れたままの黒装束の男たちを見つめながら、うなずく。


　ライナはそれに、


「でも今回は、誰も死んでない」


　するとシオンは再びこちらを向いて、少しだけ笑みを浮うかべる。


「ああ。おまえが馬ば鹿かみたいに強いおかげでな。おかげで、傷つかなくてすんだよ」


「はは。おまえ、いじめられるとすぐ泣くもんな？　もうやだママぁ～って」


　しかしそれにもシオンは、そのままあっさりうなずいて、


「ああ。おまえが殺されてたら、きっとすごい泣いたよ。一番大切な仲間だからな」


「……………………って、真顔でそんなこと言われると、ちょっとなんかこう、居い心ごこ地ち悪いんだけど」


　だがシオンは、答えない。彼は床に転がっている黒装束の頭をつかみ、持ち上げて、


「俺は……仲間を傷つける奴は、許さない」


　そう言った。そのいつにない、威い圧あつ感のあるシオンの声音に、ライナは頭をかいて、


「……んで？　拷ごう問もんして、バックに誰がいるのか、吐はかすの？」


　が、シオンは首を振った。


「いや、その必要はない。敵が誰なのかはもう、わかってるしな。だからライナは……」


　とそこで、シオンは顔を上げる。


　するとそこにはもう、いつもの彼の表情が浮かんでいた。自信溢あふれる、好青年な笑み。優やさしげな微笑み。その微び笑しようをライナへ向けて、言った。


「だからライナは、もう医務室へいけよ。その腕うで、ちゃんと治ち療りようしてもらってこい」


　その、言葉に、


「おまえ……」


　しかし、シオンはそれを、遮さえぎる。


「は～やくいけって。腕の傷、ちょっとそれ、見るのも怖こわいくらい、えぐいから」


「う？」


　と、ライナはもう一度、自分の腕の傷を見る。確かに今回の傷は、ちょっとひどかった。


　しかしそれでも、


「でもさ、こいつら目を覚ましたら……」


　が、やはりシオンは遮り、


「ああもううるさいなぁ。ここで爆ばく発はつ音が聞こえたって報告がきてすぐ、応おう援えんも呼んであるし、この後のことは、俺がちゃんと対処しとくから、おまえは妙みような心配しないで早くいけって。あ、入院させてもらえよ？　ほんとちゃんとしないと、その腕、腐くさるぞ」


「え？　く、腐……縁えん起ぎ悪ぃこと言うなよ」


「そうなりたくなきゃ、早くいけって」


「ああ……うん。わかった。じゃあ」


　ライナはうなずいて、歩き出す。部屋を出たところでもう一度振ふり返る。


　するとシオンはまた、床の黒くろ装しよう束ぞくの男たちをにらみつけるように見下ろしていて。


「…………」


　ライナはそれに、なにかを言いかけたが、


「うあ、あ痛たたたた」


　左腕の痛みが本格的になってきたので、なにも言わずに、廊ろう下かを歩き出した。





　　　　◆





「…………」


　見下ろす。


　ライナが去ったあとも、シオンはしばらく、床に転がった四人の刺し客かくを見下ろしていた。


　こいつらのことは、もう知っている。剣けんを使う、暗殺者。フェニルニ兄弟だ。胸くそ悪くなる、人殺し愛好者。


　フィオルを……あいつを原形がわからなくなるほど切り刻んだ奴らだ。


　その調べはもうついている。


　こいつらをいま飼っているのは、クラースベル伯はく爵しやく。かつてフィオルの妹エスリナを誘ゆう拐かいし、さらにフィオルを殺す命令を出した男。


　そう。もう今回の敵が誰だれなのかは、わかっている。かつてとは違ちがうのだ。この国のことはもう、手に取るようにわかっている。


　なのに。


「……はは……また、手を出してくるなんてな」


　シオンは、表情を変えないまま、笑った。そして。


「フロワード。こいつらを」


　そう呟つぶやく。すると部屋の外から、黒い、影かげが伸のびてくる。やがてその伸びた影は形をとり、闇やみ色いろをした、黒い獣けものが数匹ひき生まれる。


　フロワードが操あやつる、闇の化ばけ物ものだ。


「……殺すので？」


　部屋の外から、冷たい声が響ひびいてくる。


「…………」


　シオンは、答えない。だがそれだけで彼の意図を汲くみ取ったのか、フロワードが続ける。


「……ふ、ふふ。では、そのように……」


　言葉と共に、闇の獣がフェニルニ兄弟をくわえ、引きずっていく。


　その、行き先は……


「…………」


　が、シオンはやはり、フロワードの言葉には応こたえずに、別の質問を投げかける。


「……それで、明日俺が呼ばれている晩ばん餐さんの主しゆ催さい者は、誰だったかな？」


　するとフロワードは、楽しげな声こわ音ねで、


「クラースベル伯爵でございます、陛へい下か」


　そう言った。


　それにシオンはうなずく。


「そう。クラースベルだ。クラースベル」


　それに、シオンは微笑む。やはり表情がほとんど変わらない、薄うすい笑み。


「はは。明日の茶番は、おもしろくなりそうだな」


　黒い獣に引きずられていくフェニルニ兄弟を見下ろしながら、シオンは、笑った。





　　　　◆





　きらびやかな広間に、着き飾かざった貴人、貴婦人たち。食べきれるとは思えない豪ごう華かな料理に、無意味に高価な酒。


　貴族たちの、晩ばん餐さん会。


　およそ人間が思いつく限りの、醜しゆう悪あくな贅ぜい沢たくがそこには尽つくされていて。


　その光景を眺ながめて、シオンはかつての記き憶おくを思い出す。フィオルが殺された夜も、シオンは晩餐会に出ていたのだ。


　貴族たちはへりくだったような表情でシオンに近づいてきて、こう言った。


『このたびは、まことに残念なことで……なんでも陛下が最近重ちよう用ようしているという、フィオル──なんと言いましたか、名前は失念しましたが……その、平民の出の事務官が、さきほど惨ざん殺さつ死体で見つかったということで……』


　自分たちが殺しておいて、まことに残念なことでと、そう言ってきた。


『これはこれは……本当に血なまぐさい、この場所にはそぐわない話ですな。まことに残念なことですが……まあ、唯ゆい一いつの救いと言えば、殺されたのが平民の出の者でむしろ幸運だったと言いますか』


　むしろ幸運と……


『ごもっともごもっとも。これで貴族が殺されたのなら大問題に発展するところですぞ』


　そう言って、奴やつらは笑った。そして晩餐会のいたるところで、嘲あざけるような含ふくみ笑いが上がった。


　そしてそれに合わせて、シオンも笑ったのだ。本当に殺されたのが平民でよかったと言って、シオンは笑ったのだ。これが貴族だったと思うと、ぞっとしますよと言って、笑ったのだ。


　本当は、その場にいる奴らを皆みな殺ごろしにしたかったのに。


　みなさんのお言葉には、大変なぐさめられました。ありがとうございますと言って、笑ったのだ。


　そして今日も。


「……今日もそうなると……こいつらは思ってるのか……？」


　シオンが小声で言うと、今日の晩餐会の主催者が、取り巻きを引き連れて近づいてきた。


　白はく髪はつを横に流し、でっぷりとした腹を揺ゆさぶっている中年の男。こちらに酒を勧すすめてくるつもりなのか、両手にグラスを持っている。


　クラースベル伯はく爵しやく。


　昨日、ライナを襲おそわせた男。


　フィオルを殺した張本人だ。


　シオンはその、にやついた貴族の笑みを受け、微笑ほほえむ。


「これは、クラースベル伯爵。お久しぶりです」


　するとクラースベルも丁てい寧ねいに頭を下げ、


「これは陛下。ご挨あい拶さつが遅おくれてしまって」


　が、シオンは首を振ふる。


「お気にせずに。伯爵は今夜の主催者なのですから……とても、お忙いそがしいでしょう。とても、ね」


　そう言ってから、微笑む。


　するとクラースベルはこちらをちらりと見つめ、いやらしい笑みを浮うかべる。


　また、あの含み笑いだ。どうせおまえは、貴族には手を出せないのだろう？　という顔。そこで愛あい想そ笑いを浮かべるしかできないんだろうという、顔。


　それにシオンは、微笑む。そして、


「今日は本当にお招きいただき、感謝しています」


　そう言う。するとクラースベルは表向き慇いん懃ぎんな態度のまま、


「いえいえ、私のほうこそ、陛下をお招きできるという、身に余る光栄に、打ち震ふるえております」


　そう言った。それからクラースベルの取り巻きが計ったかのように、


「ときに陛下……」


　と、言う。


「昨夜はなにやら、大変だったようで」


　と、言う。


「私もまだ、噂うわさで聞いただけなのですが……なんでも陛下が最近重用している側近が、昨夜、殺されたとか……？」


　まるでフィオルが殺されたあの日と同じような言葉を言ってくる。それに、


「……芸がないな」


　シオンは小さく呟つぶやいた。


　するとクラースベルが首をかしげ、


「え？　いま、なんと？」


　が、シオンは笑って、


「いえいえ、なんでも。話を続けましょう。そうなんです。昨日は仲間を殺されてしまい、困りましたよ。ですが、唯一の救いもあります。その仲間が身分の卑いやしい、平民だったこと。それも、『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者の化ばけ物ものだったことです。これがもし犠ぎ牲せいになったのが貴族の方で、貴とうとい血が流れていたかと思うと、ぞっとしますよ」


　そう言った。


　するとクラースベルは満足げな顔でうなずく。馬ば鹿かにしたような顔でうなずく。


「まことにその通りですなぁ。さあもう陛下、今こ宵よいはそのような痛ましい事件は忘れて盛り上がりましょう。グラスをお取りください」


　と、酒が入ったグラスを、こちらへと手て渡わたそうとしてくる。


　それにシオンは微笑み、


「ありがとうございます」


　手を、差し出す。しかし、グラスは受け取らなかった。そのまま真っ直すぐクラースベルの太い首をつかむと、ぐいっと締しめ付け、持ち上げる。


「ぐあっ……うあ……な、なにを……」


　クラースベルが驚おどろいた、苦しげな表情でそう言う。いや、いまこの広間にいるすべての貴族たちが、驚きよう愕がくの表情でこちらを見ている。


　しかしシオンはあくまで微び笑しようを崩くずさないまま、


「いえいえ、ちょっと試ためしてみようと思いまして」


「た、試す？」


「ええ。本当に私は、貴族の方の血が流れてしまったとき、平民の仲間が死んだときよりも、傷つくことができるのか……」


　言って、シオンは懐ふところからナイフを取り出す。キャァというご婦人方の悲鳴が各所で上がるが、気にしない。


　気にする必要がない。


　クラースベルが、震える声こわ音ねで言う。


「き、き、貴様、なにをするつもりだ!?」


　それにシオンは穏おだやかな声音で、


「ですから、さっきも説明しましたように」


　しかしそれを遮さえぎって、


「こ、こんなことをして、ただですむと思ってるのか!?」


　クラースベルが怒ど鳴なる。


　それにシオンは、笑った。


「……おまえこそ、ただですむと思ってるのか？　俺の仲間を傷つけて、ただですむと思ってたのか？　俺がいつまでもへらへら笑って、いつまでもおまえらの好き放題にさせていると思ってたのか？　馬鹿が。もう、あのときとはすべてが違ちがう。おまえはここで死ぬんだ。おまえがフィオルにやったのと同じように。おまえは、ここで見せしめに死ぬ」


「や、やめ……」


　しかしシオンはやめない。ナイフを高く掲かかげる。


　それにクラースベルが叫さけんだ。


「な、なにをしている!?　フェニルニ兄弟！　こ、こいつを、この狂くるった王を殺せ!!」


　瞬しゆん間かん、四つの黒い影かげが広間に現れる。影は長ちよう剣けんを引き抜ぬき、真っ直ぐにこちらへ迫せまる。


　しかし、シオンは気にしない。なぜならその剣は……剣は、クラースベルの首へと向いているから。四本の剣が、クラースベルの首へと突つきつけられる。


「な、なぜ……」


　茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていでそう言うクラースベルに、シオンは言う。


「ふ、ふふ、はは……なぜ、なぜって？　昨夜彼らに、目標は殺したと報告を受けたのに？　おまえを守る契けい約やくをしているはずなのに、なぜって？　はは。おまえらの思い通りになる世界は、もう終わったんだよ。全部終わりだ。さあ、醜みにくく命いのち乞ごいをしろ」


　そのままナイフをぐっと首に近づける。首の皮が少し切れる。するとクラースベルはそれだけで、


「あ、あわ、あ、ああ……」


　なにも言えなくなった。ただ震え、涙なみだと鼻水をたれ流し、おまけに失禁までして。


「……ゆ、ゆ、許して……」


　それを、シオンは見つめる。欲望の贅ぜい肉にくを全身につけた、醜い貴族の姿を。


　そしてふと思う。きっとフィオルは、死ぬ間ま際ぎわでさえこんなに醜くはならなかったろうと。彼の瞳ひとみは出会ったころからずっと真っ直ぐで。だからきっと、こんな奴やつに復ふく讐しゆうすることすら、望まなかったろうと。


「ゆ、許してください……」


　クラースベルが言う。


　それにシオンは、手に力を込め、


「ひぃっ!?」


　しかし、そのままクラースベルを床ゆかに捨てた。クラースベルはそのまま床に尻しり餅もちをついて、泣き出す。大の大人が、恐きよう怖ふに震えて、みっともなくわめき始める。


　なにが、貴族だ。なにが貴とうとい。


「……殺す、価値もない」


　シオンは言った。


「だが、それでも」


　と、手を挙げる。するといつの間にか、広間にいる貴族たちを囲むように、武装したシオンの手勢が飛び出してくる。


　貴族たちの表情が変わる。恐怖が、全員に伝わるのを確かく認にんしてから、シオンは続けた。


「だが、それでも……殺す価値のない貴様らを皆みな殺ごろしにするだけの力は、すでに整っている。意見があるやつは、いま出てこい。殺してやる。この国を腐くさらせたおまえらにはもう、生きる価値などないんだから……さあ、死ぬ前に俺に意見をしてみろ！」


「…………」


　しかしもう誰だれも、なにも言わなかった。


　それにシオンはさらになにかを言おうとしたが、意味がないので、やめた。


「以上だ」


　踵きびすを、返す。


　すると背後に控ひかえていたフロワードが、少し不満そうな顔で言ってくる。


「……そしてまた、誰も殺さないのですか？　ずいぶんとお優やさしいことで」


　だが、そのフロワードの顔を見てシオンは、


「優しい？　はは。どうせいまだけだ。どうせ……どうせ最後には……」


　そう言いかけてから、それもやめた。


　そして一瞬、目を閉じる。すると再び現れるあの光景。血の海。切り刻まれた仲間。しかしフィオルは笑ってる。初めて出会ったときと同じような顔で、笑っている。それに、


「……これで、よかったのか？　フィオル。おまえは笑ってくれるのか？」


　シオンはそう呟つぶやくが、しかし、返事はない。


　もう、返事はない。


　復讐は、あっさり終わった。


　だが、なにも戻もどってこない。


　なにもかもが、戻ってこなかった。


　すでにこの手は汚よごれてしまっていて。たくさんの血で汚れてしまっていて。


　フィオルが夢見てくれた英えい雄ゆう王すら、もう、どこにもいないのだから。


　だから。


「…………」


　だからシオンは、悲しげに微笑ほほえむ。


　微笑んでから、


「……ああ、くそ。入院してるライナでもいじめて、なぐさめてもらおうかな」


　彼は再び、歩き出した。







（らいと・ろーど：おわり）















　あとがき







　と、そんなわけで、『堕おちた黒い勇者の伝説３』です。


　まず作品の話をすると、書き下ろしの部分は本編である『伝説の勇者の伝説』シリーズを読むにあたって必要な、核かく心しんの部分があきらかにされてしまってます。


　ついにあの話が出てます。


　あの、空くう白はくの二年の間に──ライナが牢屋に入っていた間に、シオンが手に入れたものがいったいなんだったのか？　ルシルと、シオンの二人が抱えこんでしまった秘密が、なんだったのか？　その核心の部分がここで、描えがかれてしまっています。


　だから本編のあとがきのほうにも、これは読まないとまずいかもーと書かなきゃなぁとか思いつつ、堕ち伝、こっからどんどん盛りあがっていきます！


　ローランド帝国に隠かくされていた謎なぞがどんどん明かされていき、それが大伝勇伝へと繫つながっていきます。


　ぜひぜひ、今後のシオン君の頑がん張ばりを応援してくださーい。





　と、いうのに続いて、いつものドラマガで連載されていた短編。


　今回は前後編のギャグ短編が載っていたのですが、久ひさし振ぶりに読んでみると、すごく新鮮でした。


　伝勇伝はいま、クライマックスへ向けてどんどんハードな展開になってしまっているので、逆にこのノーテンキなギャグが、ぐっときたなぁ。


　と、作者が思うほど、久し振りのギャグでした。順番上、書き下ろしのあとに読むからより、ね～。


　いま、もう、コメディ連載がなくなってしまっているので、ライナやフェリスやシオンがぎゃーぎゃーわめいて笑っているのは、実はこの、堕ち伝に入ってる短編だけなんだよね。


　伝勇伝で、コメディのほうがレアになるなんて思ってなかったけど、やっぱちょっと寂しいねー。


　これを久し振りに読んで、ほいでもってまた、久し振りに三人がわいわい笑っているような話を書きたいな、と、ちょっと思いました。


　きっとこの頃が三人にとって一番幸せだった時なんじゃないかなぁとか、ね。





　で、そのコメディをはさんで、またシリアスを一本。


　しかし、書いた当時はすごくシリアスだと思ったんだけど、いま、もうこの作品の全体の状況が大変なことになっているので、ライナとシオンが仲良くしてるだけで、ほっとしちゃうね（笑）。


　いつかまた、この二人が同じ道を歩んでいくことができるのか、どうか。


　そこだけは、僕自身もわからないように書いています。ストーリーラインはすでに決めているのだけど、最後、その部分がどうなるのかは、決めないようにしています。


　だからライナが頑張って、あがいて、なにかをつかめるのかどうか、僕もドキドキです。


　みんな、応おう援えんしてねー。





　と、そんなこんなで作品の解かい説せつを終わったところでー（解説というか、書き下ろし以外は二年前に書いたものだから、僕の感想になっちゃってるじゃんね、これ（笑））。





　えー、いま、六か月連続刊行なる、無む茶ちやなことをしています。


　その、二か月目ですね、これは。


　先月には『いつか天てん魔まの黒くろウサギ１』というシリーズが立ち上がりましたー。


　売れゆき次し第だいでは僕の首が飛んでいるかもしれないので、みんな、あっちも応援してね────!!　買ってない人は、いますぐ書店へ！


　というのはおいておくとして。


　なんかたぶん、この堕ち伝と、いつ天、両方買うとプレゼントがあるぞーみたいな企き画かくが、あるっぽいです。僕が特とく典てん小説を書いてみんなにプレゼントするとかなんとか、そんなような話を美少女担当Ｋさんが言ってた気がします。


　この本の帯と、さっき紹介した『いつ天１』の帯にプレゼントの詳しよう細さいが載のってると思うので、みなさんぜひ、御ご応おう募ぼください！





　あ、ちなみにこの六か月連続刊行中は、伝勇伝のほうにもでかいイベントがあるんだよねぇ。二月あたりから二冊もすごいのが発売されちゃうんだけど、それはまだ秘ひ密みつなのかな？　どうなのかな？　それに載っけるショートショートとかも、僕は書いてるんだけど、秘密なんだっけ？　それが秘密かどうか、あー、今日は土曜日なので、編集さんに聞けません。携帯に電話すればいい、という話もあるのですが、めんどくさ…………じゃなくて、せっかくのＫさんのお休みを邪じや魔まするわけにはいかないので、電話をかけれません！　僕は超いい人なので、かけれません（笑）。


　でも、二月にはすごいの出るよーとだけ、言っときます！──とね、あとがきを書いて担当さんに渡したら、実はもう、この本が出るころにはドラマガで発表されてるそうです。なので、発表します（あとがきを直させられてる！　この忙いそがしいのに二に度ど手で間ま！　二度手間だ！　電話すりゃよかった！（笑））


　まず、二月九日。


　ご存ぞん知じとよたさんが描く大爆笑の四コマ集『なんとなく伝説の勇者の伝説』が発売！　ショートショートとは言えないほど長い原稿を僕も書き下ろしたので、みんな買ってね！





　でもって、次に三月九日。


　長なが蔵くらさんがドラゴンエイジで連載してくれている、『伝説の勇者の伝説』のコミックス本。これもすごいです。僕はなんと、読んで泣いたぜ！　長編をすげー忠ちゆう実じつにやってくれてます。戦場でライナの『複写眼アルフア・ステイグマ』が暴走するところなんて編集部みんなでゾクゾクしたので、みんなも読んでみてー。





　さてさて、そんなこんなで、今回はあとがきページ八枚あると言われたのですが、埋うまってきたかな？　と、確認。


　ちなみにどうやって確認するのかというと、僕は４００字詰原稿用紙換かん算さんで原稿を書いているので、それを、16行×40文字換算という、文庫換算に直して、いま何ページ目を書いてるか、調べるわけです。


　さらにちなみに、なんでこんなページ数の調べ方とか急に書きだしているかというとですね、もう、あとがき何ページ書いたか、一度調べてみちゃったわけです。そしたらまだ、半分くらいしか埋まってないわけです。だから無む駄だにこういう調べ方とか書いて、ページを埋めようとかね。そんなことを思ったのですが、とりあえずは、まだ半分っていったいどういうことだぁあああああああああああああああああああああああああああ！


　書くこともうないぜ！　まじでないぜ！


　六か月連続刊行ってことは六回連続であとがき書くってことだぜ？　そんなんもう書くネタねぇえええええ、という、『え』を一いつ杯ぱい書いて文字数を埋める、というネタ自体、すでにこの本の表紙をめくったところについている著ちよ者しや近きん況きようみたいなところに書いてしまっているので、それすらできません。


　ならどうしよう！


　えーと、なんか近況を書くか……


　なにかあったかなぁ。


　いや、本当はここで終わっても、大丈夫なんだけどね。でもそうすると次のページから、広告がどかどかーっといっぱい入るのだけど、広告ばっかりでもなんか、みんなに悪いなぁとか、思うじゃない？


　だから、頑張って埋めます。


　近況。近況か……


　あー、仕事場にいる作家さんたちと一緒にバンドやろうぜ！　ってことになったので、ギターを再び始めましたー。高校んときはやってたんだけど、超ちよう久し振りにギターを触さわって、楽しくやっています。でもってそこで、ちょっとおもしろいことがありました。もうね、最初は本当に久し振りすぎて全然弾ひけなかったんだけど、テレビ見ながらぽろぽろ触っていたら、なんか、突然思いだすの。あ、そういやこういう曲、弾けたなぁと思いだし、その楽がく譜ふを思いだし、弾き方を思いだし、そしたら指が急に動きだし。


　なんか意外と、忘れないもんなんだねぇと、思いました。完全に覚えてないと思ってたんだけど、指を動かしていたらどんどん思いだしていって、ちょっと、気味が悪かったです。指を動かすたびに、切り放していた脳のうの神経が繫がっていくような感触が本当にあって、うへーと、思ったとか、そんなどうでもいい話、おもしろいのだろうか（長々書いておいて、結論それかよ（笑））。


　まあでも、スペース埋まったから、いいか！


　あと十五行で、ジャスト八ページ！　なので、あと、十五行で今回はお別れです。なんかそう書くと寂しいけれど、来月もあとがきあるから、大丈夫！


　そんなこんなでー、来月一月は早くも『いつか天魔の黒ウサギ２』です。で、その翌月、二月は、『大伝説の勇者の伝説５』＋さっき言った、なんかすごいのが二冊！　で、さらにいつ天３、堕ち伝４と続くけど、そのへんの宣伝は今後のあとがきに任せるとして。


　いつも、みんなありがとうございます。そしてこの六か月連続刊行、みんな一緒に盛もりあがってくれると嬉しいな、と、思っています。編集部のほうでは本当にお祭りのように盛りあげてくれているので、期待に応えられるよう頑張ります！


　みなさん、よろしくお願いしまーす。


　では、このへんでー。


鏡貴也公式ＨＰ　http://www.kagamitakaya.com/




鏡　貴也







　ちなみに、『いつか天魔の黒ウサギ』の広告だけのるスペースを残して、おわり！　というコメントで、ジャスト八ページ目十六行!!（笑）
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